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技 術 教 育 に お け る

雄芽Б岡

1.序  説

前回 (本誌,1966年 9月号)で述べたように, わ

れわれが授業の実践を通して, 中学校技術科 (ひ

ろい意味では技術・家庭科)の 自主的再編成 とい う

重要な課題にとり組んできてから既に年久しい。

そしてその研究の成果は次第に積み重ねられてわ

れわれの共同の財産となっている。

またその結果として,われわれの研究の立場は

高められ,視野も拡げられて,単に教 科 内容 の

“再編成"か ら新しい授業の “組織"力 今`や当面

の課題となっている。

ところで従来の再編成なる仕事の内容は,既述

のように,(1)各教科単元についての実 践 的研 究

と,その全体の体系化,子どもの認識 鮪ヒカ)の

順次づけ,お よび旧)教授過程による授業の組織化

より成る。しかるに従来の研究の重点は主として

(1)に置かれ,("は各目的には必らず掲げられてい

るがその順次性の分析・検討は一こうなされてお

らず (こ のことは理科教育についても同様), またに)

については未だ一顧も与えられていない実状であ

る。惨)については次回で述べるとして,今回は(2)

について概述を試みたい。    .

さて{劾についての研究がまだ着手されていない

ことについては,い くつかのもっともな理由があ

げられる。

2

教 科 編 成 (Ⅲ )
―
― 認 識 (能 力)の 発 達 段 階―

1.技術科単元の特質からいっても,ま た現場

教師が現在置かれている職場条件からいっても,

(1)の研究にとり組むことが精一杯である。

2.(刻の対象となる中学校 1二 3年 (12-14～ 15

才)の子どもの認識能力の発達は,その期間が比

較的短かく,か くその能力は出生以来中学校入学

までの養育 。教育により,平均水準的にいって中

学校教育を受けるに差支ない程度に用意されてい

る。

3。 中学 3カ年間に子どもたちが身につける知

識や技能はかなりの程度において豊富なものであ

るが,後に述べるように,こ の 3年間における発

達のテンポはほぼプラトー型に近い曲線を描いて

おり,さ ほどに急峻ではない。一おう教師の経験

により,個人的にも集団的にもほぼ見当がつくも

のである。

以上がわれわれ現場教師が(2)の分析と研究に未

だに手を着けていないでいる,そ して誰にも首肯

できる理由であろう。しかし(2)が殆んど検討され

てないに拘らず,われわれの自主編成の場合,い

つもこれが,た とえ名目だけでもお題目のように

掲げられているのはなぜであろうか。題目だけな

らまったく削徐し去ってもよいのではないか。そ

れについて筆者が気づいている2, 3の 点を提示

してみる。      '
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1.われわれが一おうここで取上げ て い るの

は,中学校 3年間における子どもの能 力 の進度

(量 )と そのテンポである。しかしわれわれが,小学

校から1組50人前後の子どもを受取って今後 3年

FH5,現場教師の責任において大切に預かるという

立場に立って,その 3年間の過程だけを考慮する

ことで果して十分なのであろうか。子ども 1人 1

人は (こ こではもちろんその平均水準をとるほかない

のであるが)そ れぞれの能力の履歴をもっている。

さてその子どもの能力の発達は,科学 や技術 の

歴史と同じく, 1つ の厳然たる法則一積重ねの法

則をもっている。すなわちその一定の段階におけ

る発達水準は,こ れに先立つ前段階の水準の上に

積み重ねられたものである。そして子どもの能力

―それを構成している子どもの行動と′心理の結合

とまた出生以来のいく段階を経て積み重ねられて

きたものである。われわれが現場で小学校から飛

び込んで来た子どもたちを両手をひろげて受取る

とき,その子どものガヽ学校における,遡 っては出

生以来の履歴について,少なくもその履歴を貫ぬ

く法則を考えずにいられるであろうか。かれらが

冽ヽ学校で身につけてきた知識や技能の段階を知ら

ないでその段階の上に正しく積重ねられねばなら

ぬ中学校においてかれらがものにするであろう能

力を,果 して適切に積重ねさせることができるで

あろうか。 “中学に来たからには中学で定められ

たカリキュラムで,知識を詰めこんでやるぞ,技

術 をたたきこんでやるぞ,……"か らだもあたま

も柔かい,素直な子どもたちは大した抵抗もなし

にそのきびしい言葉に順応するだろう。しかしそ

れだけでかれらの無限のポテンシャルをもつ能力

(用意された力)を果してフルに伸ばしてや り,

将来のために用意された力をつけてやることがで

きるであろうか。

2.("の コースを大して検討しな くとも (なか

なかその暇も得られない実状ではあるが)経験で何と

かやっていける一一 この経験主義が実はおそろし

いのである。われわれのこの経験主義では,今後

その経験をさえ無視してはばからない体制側のま

すます強化されるしめつけに対して,われわれの

技術教育をまもってはいかれないのである。われ

われは,学カテス トとか,適性検査とかで,将来

どこまでその能力と人間性を伸ばすかわからない

子どもの力を惜しげもなく “資源"につぶして顧

みない企業家と,それに結合している官僚の教育

破壊に,こ れまでいくたび苦い “経験"を害めさ

せられたか。その “経験"は ,い わゆる経験主義

だけで糊塗していたのでは決して克服できないの

である。

3。 われわれは次回において, 1つ 1つの単元

について作製され, 考慮されるべき教授過程 (授

業過程X上述の(3Dについて述べる予定であるが ,

この13)の コースは子どもの能力 (技術的能力から人

間的能力につながる)を 中′いとして展開される。そ

してこの惨)の展開には,当然,子どもの能力の発達

が全面的に取上げられねばならない。そのことに

よって(1)の単元の系統化も,も はや(冽や惨)に無関

係にそれ自体のなかだけで選定され,配分され,系

統化されたものが決して満足すべき系統編成では

ないことが認識されるのであろう。そしてこのこ

とが認識されたとき,われわれの教科の自主編成

の過程において,そ の内部から自然に盛 り上って

き始めた,授業の組織化への最も積極的な要求が

徐々に実を結ぶことになるのではないだろうか。

2.子 どもの能力の積重ね的発達

子どもの出生から中学校に至るまでの行動と′い

理,も しは能力の発達については古くから′心理学

者・教育学者の研究データが多数発表 され て い

る。表 1は主としてピアジェ及びスミルノフの著

作について,そ こで示されたデータの要点を抄出

して一覧表にまとめたものである。もっとも従来

日
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■
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9 じ  こ 学者によって示されたこの種のデータは,一般

的な発達と,労働能力 (と くに中学校段階において

の)についてのもので, 子どもの技術的能力に

ついて代表されたデータは殆んど零に等しい。

これらは今後の専門研究者の努力にまたねばな

らないであろう。しかしわれわれ現場教師も,今

までに得られた評価統計の域から出て,非常に

困難な仕事ではあるが,現場の実験を,個人的

にはとうてい無理であろうが,サークル的に,あ

るいは地域集団の力により長期にわたる不撓の

努力を続けて積上げていくことを期待したい。

表 1は子どもの年令による認識能力の発達を

出生から中学校期にわたって簡単に表示したも

のであり,表 2は ,その要点をさらに図式的に

表示したものである。がんらい 1人の子どもの

能力,あ るいは行動と,い理の諸要素は互いに密

接に結合し,互いに絡み合い,補い合って 1つ

の総合的な発達を遂げてきている。これを各要

素に分析し,その各の経験を辿ることは困難な

ことであり,そのどれか 1つについてそれを評

価し,測定し,テ ス トすることも精確にはいか

ず強いて機械的に行なって,適性検査などの基

礎に用いることとはむしろ極めて危険である。

それを十分承知の上で,ただ今までのように全

体の総合的な過程だけを,あ るいは主観的に流

れたり,あ るいは “客観的"に機械的に扱 う経

験主義からほんの 1歩でも出て見たいためにこ

んな図式を作ってみた。文字どおりの図式で多

数の誤 りもあり,物の役に立ちそうもないもの

ではあるが,筆者としては一おうこうしておい

て,次回の教授過程とのつなが りをつけるため

の手がか りにしたかったのである。

中学校 (技術科を中心として)課程の終る時期
における子どもの能力要素として,こ こでは,

(1)労習労働の積極的態度と人間性の目ざめ,(劾

実践上の注意 (訓練による), 博)実践的活動の興
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`  、

味から理論的興味へ,に)知能の発達,い )諸 技 能

(技術的能力), G)概念形成から法則性の認識に至

るものをとった。次に上の各コースを出生時から

スタτ 卜して辿ってみる。

(1)出生時 (0点 )か ら低反射の出現となる力` こ

の条件反射そのものはやがて抑制されて消去され

る。一方,感覚の分化ののち手が動き出し,その

使用となり,試行→洞察から知覚をへて具体的表

象が可能となり,遊びが始まり,役割あそびに発

展し,それが集団的のものとなり,こ こで得られ

た学習労働 (労働の意味を最密に生産労働から区別し

て用いる)への積極態度を形成し, 中学校期にお

いて人間性への目ざめとなる。これがわれわれの

技術教育の最も根本的な目標である。

(劾は(1)の コースから最も遅く分れて実務上の注

意として訓練される。作業中の安全に対する注意

の如きもこれに合まれる。

(3)は (1)の コースにおいて 8才前後から分かれ ,

実践的活動の興味から理論的興味へと発展する。

に)(1)の コースにおいて役害Jあそびから分かれ表

象にもとづく操作のコースを進み,知覚において

知識を吸収して矢目的操作の途を通って知能 に達

し,さ まざまな能力を高め,と くに技術の習得に

よって諸技能の発達となる。

b)に )の コースの知能から分岐して,知能発達の

コースを進む。

Ю)2つの出立点,す なわち(1)コ ースの知覚から

分かれたものとコトバの出現からのものが思考に

おいて 1つ となって,思考の出立点となり,直観

的から形式的なものに徐々に進むが,小学校期に

はいっても,未だ極めて不十分である。それが知

覚の段階において(5)の コースと出会い,同時に知

識を吸取して概念構成の途を辿 り,中学校期には

いって極めて初歩的なものではあるが,科学・技

術における法則性に目ざめる。

この図表は,ご覧のように随分お粗末な誤謬と

欠陥に充ちた,そ して図式主義の多くの欠陥を暴

露していると思うが,少なくも次の点だけは明ら

かにしていると考える。

1.子 どもの総合的な認識能カー中学校技術科の

教育に対する学習能力は,その期の始めにおいて

ほぼ用意されていること (層亭11・下:｀争クがすな
わち能力である)。

2.そのことは,出生以来小学校卒業までのかれ

らの認識能力の発達を辿ってみることによって確

認されること。

3。 中学校期における総合的能力の進歩は, この

期において格別の変化がなく,いわば曲線のプラ

トー部に当るのであり, これは小学校期と高等学

校期の過渡期にあるという性格から来ていると思

われる。したがって教科の自主的再編成に当って

は,こ の期間に “子どもの認識能力の発達"の項

をお題目として祭 り上げてきた従来の経験主義が

ほぼ妥当なものであったこと。

4.ただ従来の編成が教科単元の内容的研究とそ

の系統性の追究に偏していたため i■,子どもが中

学校において特に技術教育において最も基本的な

(1)んに)の コース,す なわち学習労働における積極

的態度,作業上の注意,お よび実践活動や理論的

興味などはこの時期において初めて顕著に獲得さ

れるものであり,そ の発達こそ技術教育の基礎な

のであるから, これらに対して一そう関′とヽがよせ

られるべきことを, このお粗末な図表が明らかに

していること。

5。 いうまでもないことであるが,能力発達の(1)

からに)ま でのコースは,下位にあるものほど基礎

的コースであって,上位のものはその上に積み重

ねられたものであり,一貫して具体的から抽象的

へ,行動から理論への順序が,学習労働のなかで

保たれていること。そして,下位のものすなわち

基礎的なコースほど,そのコースの出立点 (分岐

点ではない)が遠くにあるということ。



3 技術科教育コースの特質

技術科でも他教科におけると同様,そ の進行の

順序は感覚から始まって知覚,それにコトバの発

達で思考が導入され,それと知覚が結びつき,具

体的表象となり,表象にもとづく操作となり,そ

れに知識の習得が加わって知的操作となり,知能

の発達と共に,層、考が一そう高度に抽象されて概

念づくりから法則の認識へと進み,個々の具体的

な知覚・操作から解放されて一般的・抽象的な概

念形成,論理・理論へと発達することはもちろん

であるが,一般教科の認識過程として販扱われて

いるようにコースがその方向に進みっ放し,抽象

化されっばなしでは終っていないという特質は見

のがし得ない重要性をとっている。それは表 2の

(1)～憾)の コース,す なわち態度・注意・興味が最

後までその具体性 0実践性を堅持し,認識全体の

基本となっているということによって表示されて

いる。いいかえれば,技術科教育の核′いは行動実

践的活動にあり,いかなる段階にあっても手と目

の協力により,常に眼前に労働対 象 (品物)と 労

働手段を置き,最後まで道具を手から放さない,

離すことができないというところにある。能力と

くに技術的能力 (よ く技術と対立的に扱われがちな

｀
技能、よりももっと広義のもの)の発達は常に学習

のさいの行動を通して行なわれるほかなく,そ こ

に到達した総合的・総体的な能力は繰 返 し繰 返

し,訓練と習熟によって確認され,確保されねば

ならないからである。各教科単元の学習において

も,そ こで行なわれる知識の習得は,本や黒板や

ノー トだけで得られるものではなく常に行動によ

る学習のなかで始めて満足に得られるのである。

一たび概念や法則に達したからといって,その後

は個別的・具体的な認識から解放されて,身軽に

その概念化・抽象化の方向を追えばよいのではな

く,いつも工作実習の現場に戻ぅてきて得られた

概念や法則を自分の実践によって確かめねば承知

できない。これは一般的にいって科学研究の方法

論が示すところであり,特殊的にいって技術科教

育の教授と学習においてハッキリ示されるところ

のその特質なのである。 (次号完結)

実践判期晴本目談第I集盗
― ― 相 談 的 教 師― ―

品川不二郎編 学級担任ひとりひとりが教育相談的教師になる場合の,知識とあ
り方を,実践を通した事例をもとに研究会を開き,具体的に執筆

品り|1不二郎・平井 ′い理学者・精神科医 。現場教師の協力で,小中学校における教
信義・玉井1反介編 師による教育相談の組織と活動法を具体的に詳解した書。

相談ハンドブラク懸l強

国 土 社
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1:::i 教育課程審議会の答申の時期
小学校は 8月 ,中学校は来年 2月 か

教育課程審議会 (会長=木下一雄)は 1昨 年 6月 に

「小中学校教育課程の改善について」の文相諮問を受け

て以来,初等 0中等の各分科会に分れて検討をかさねて

きていて,は じめの予定では 1月 に中間報告, 6月 に本

答申をおこなうはずであった。しかし,審議の進行がお

くれ,小学校と複雑な課題をもつ中学校とでは,中間報

告,本答申とも別々におこなわれる予定になり,小学校

の中間報告は,今年4月 ,本答申は 8月 ,中学校の中間

報告は,今年 8月 ,本答申は43年 2月 になるだろうとい

われている。

中卒者の高校進学率―今年度75%以上が一

昨年 3月 には全国の中学校を卒業した生徒数の約73.6

%(時事通信社 4月号)が高校に進学したが,今年度は
全国平均で2%程度は上昇し,75%をこえることは確実

だろうと推定されている。さらに,こ んご数年のうちに,

高校進学率は,中卒者の809ちになるだろうといわれてい

る。

高校職業教育の多様化案の審議

昨年11月 11日 ,文相は「理科教育及び産業教育審議会」

(会長=菊池豊三郎)に「高校における職業教育の多様

化について」諮問し,同委員会は審議をつづけているが

文部省は同審議会の手足のはたらきをする専門委員33名

を決定した。この専門委員は, 日経連,日本商工会議所

など産業界 5人 ,通産省・労働省 0厚生省などの行政官

や指導主事など12人 ,学校長 0教職員14人 ,大学教授 2

人から構成されている。この審議会が文部大臣の任命す

る委員によって構成される諮問機関であるので,「高校

多様化」力`こんごの高校教育のありかたとして適切なも

のであるとの前提にたって,多様化の具体化を審議する

ことになろう。すでに,中教審の後期中等教育の「多様

化」案についてiま ,国際的視点からも,わが国の後期中

等教育のこんごのありかたからも,するどい批判がでて

いることであり,理産審でも,「多様化」是非の根本的

課題を検討することが必要だろう。

4年制中学校を一―全国中学校長会のアンケー ト

全国中等学校長会が 1昨年次に,大阪で大会を開いた

とき,小学校を 5学年,中学校を4学年にする案が検討

された。そののち校長会が300名 の校長にアンケートを

おこなった結果,中学校を4年にすべきだという意見が

圧倒的に多数をしめたとぃう。 5-4制案は,国立教育
研究所長平塚氏 (中教審 0後期中等教育答申の主査)が

中教審の審議に最初にかけた案だったといわれ,フ ラン

ス学制に範をとったものといわれる。校長会のアンケー

トの回答によると,中学校を 4年にする場合,義務教育

を現在の 9年制としたまま,小学校 5年 ,中学校 4年と

する案と,就学年令を 5歳に下げ,義務教育を小学校 6

年中学校 4年の10か年にする案であるc

つぎに,4年制にするおもな理由は,現在の 3年間で

は,最初の 1年間は小学校の延長として学級担任から教

科担任牛1への切りかえや出身学校による進度差の調整な

どにとられ,最後の 1年間は高校進学の準備に忙しいの

で,中学校らしい教育のできるのは, 2年のときしかな

い。だから,少なくとも2年間を中学校本来の教育にあ

てるために, 4か年制とすべきであるという。こうした

理由づけは,中学校 3年制の現状にあらわれている矛盾

の本質的究明をしないで, 1年延長すれば,矛盾が解決

するかのように考えているものではなかろうか。

中学生父兄負担の教育費

39年度 1カ 年に16,788円

文部省は「昭和39年度父兄支出の教育費調査」の結果

を発表した。それによると,中学生 1人当り,父兄の支

出した実額の平均は,16,788円である。なお,小学生は

13,070円 , 高校全日制生徒は,40,540円 , 定時制生徒

は,24,345円である。

これらの費用を直接支出 (教科書・文房具代 ◆通学交

通費など)と 間接支出 (学校への納付・寄付したうえで

子どもの教育に還元されるもの)と に分けると,中学生

の間接支出|ま ,①給食費 2,243円 ,②旅行費1,994円 ,

③納付金 953円 ,④ PTA会費 752円 ,⑤校内団体会費
367円 ,⑥学級費322円 ,⑦その225他円,③寄付金 114

円であり,総額 6,970円 (41,5%)と なる。直接支 出

は,①学用品・教材費 4,216円 ,②交通費1,271円 ,③

教科書費 1,190円 ,④教科書以外の図書費 988円Э通学

用品費 827円 ,⑥教科外活動費 595円 ,⑦その他 556円

⑧保健衛生費 175円であり,総額9,818円 である。これ

らの費用を見れば,「義務教育無償」のたてまえからい

えば,国家で支出すべきものが多数ふくまれていること

(R)
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に気づ く。
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1. はじめに

昭和33年の教育課程改訂によって,職業 1級免許が,

技術 2級に格下げされ,さ らに免許法改正で危く仮免許

にまで引下げられそうになったり,そ して今度は, 4度

目の教育課程の改訂に迫られるなど,技術科教師は,身

分上の問題だけでも落着く暇もない。しかし,こ のよう

な悪条件の中でも,勇気をもって積極的に自主的教育研

究を推し進め,毎 日の授業に真貪1に取り組んでいる現場
、教師にたいし,私は心から敬意を抱いている。

さて,私 自身も,改訂に伴って,物理から技術に転科

した 1教師である。しかし,私の場合は,も ともと工学

部 (通信工学科)出身なので,む しろもとのさやに収ま

ったと言えるであろう。ところが,定員がないために,

専門の電気の他に,免許に必要な技術科教育法を担当さ

せられるという大変なことになってしまった。技術教育

には,ス ブの素人であるのはもちろん,教職の単位など

ただの 1つ も持たぬ私にとっては,学問的良心からいっ

て実につらいことであった。結局,大学教師もみなさん

と同じ改訂のあおりを食って,深刻な苦悩に陥っている

ということを,理解していただきたい。

立場は異なるにせよ,私はまったく現場教師と対等の

共同研究者として出発し,34年以来, 日教組の教研に参

加してきた。そして,多 くの教師の悩みを聞き,貴重な

実践報告を聞き,寝食を忘れて討議する中で,初めて生
の形の技術科教育の実態を見極め,教育研究そのものが

斗いであることを知った。また, 日教組第15次教研で,

官之原委員長が,「教師の求める姿勢として,対決する
という構えと同時に,自己の創造的活動の貧しさの責任
を,政治や社会などの外的条件だけに負わせるという論
理を,克服することが必要」と述べたが,私は教研への

参加によって,技術科教師ほど,創造的な活動にとり組

12

んでいる教師は,他にないと確信するようになった。

2.三 相誘導モータと学部名称

技術の教科書には,かならず二相誘導モータがのって

いる。日本中の中学生は,すべて三相誘導モータを学ば

ねばならない。はたして,こ れは正しいことなのだろう

か。それは,指導要領に参考例として明示されており,

またそれを載せなければ,教科書が検定をパスしないと

いう理由に基 くなら,一体カリキュラム統制や,教科書

検定は正しいことなのだろうか。

ところで,秋田大学学芸部は,昨年12月 23日 の教授会

で,教育学部への名称変更を決定した。これで, 日本中
の教員養成学部は,すべて教育学部という名称に統一さ

れた。名称変更の諾否に拘らず,大学設置基準,教員養

成関係学部設置基準要項は適用され,実質的には,免許

法改正と相いまって, 目的大学路線が確立されることは

日前にあるのに,な おかつ執拗に名称統一を要求してき

たという事実は,正 しいことなのだろうか。

われわれは,教材 1つ ,名称 1つにも,強夢|な文部省
の行政指導,政府の文教政策の目指しているものを,伺
い知ることができる。このような,権力によって教育が

歪められているという認識なしに,教育研究に得り組む
ということは,不可能であろう。

3.教 科の本質とは

指導要領の改訂を控え,本省から通達で もあ ったの

か,教科の本質に関するレポートがよく目につく。私の

手にしたものに限っては,何れも文部省役人,または文

部省側といわれる学者の意見を,そのまま編集したもの

であったり,自分の意見のまったくないもので,あ った

り,どれもが,問題の解明にたいし,主体的な姿勢が見

当らなかった。
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そもそも,中学校の技術教育の本質などとい うもの

を,一言で言い切れるものではなくい。しかし,放 って

おいて良いというものでなく,やはり,継続的に真貪1に

取 りくむべき基本的課題であると思う。

技術教育をとらえる視点は,いろいろあるだろうが ,

「技術教育というのは,非常に社会的なものであり,む

しろそれ自身が社会的主張ともいえる。それを一切きり

離して論ずることは出来なしく1)」  といえるし,その価
値という点からみるなら,「現在の政府の考える価値判

断の基準は,決 してわれわれが純粋に子供 1人 1人の幸

せを願っている価値判断とは,一致しない(1)。」 といえ

る。したがって,も し体制倶lも われわれも同じように,

技術教育を必要とするならば,真正面から衝突すること

は,必然的であり,こ こにまず自主教研の斗いの意義が

存在することとなる。

現在,労働,技能などの位置づけ,プ ロジェクト法の

可否など,いろいろ討議されており,さ らに,技術とい

う哲学的概念の問題すらも,一義的に規定され ていな

い。しかし,「これを規定しないと技術教育の内容 (技

術の教材)をきめることができない,と 考えるのは早計
(匂 」であり,こ れら本質にかかわる研究と並行 して,

「教えるなかみの重要性0」 を忘れてはならない。

4.ご まかしはどこに

数年前,調査官が基礎事項を示したことがある。その

内容は,工学的な見地からみても,言葉や,配列に疑義

もあったが,それよりも,木工,金工において,ま った

く同じ試験を繰り返すという問題点や,いたずらに生徒

に疑間を残すけい光燈の電圧測定 (管と安定器の電圧の

和が, 100V以上になることは,正弦波函数のベクトル

表示法を教えなければ,理解させることができない)と

いうような,無責任な結果が指摘された。したがって,

基礎事項によって,教師はますます戸惑わされたが,単

なる製作学習から,計測を重視するという方向に転換し

て来たことは,文部省側が自らプロジェクトの欠陥を認

め,われわれに近接したと見ていいだろう。

さらに,今まで,「生活に必要な基礎的技術を習得さ

せに)」 とあったのが,「あくまで生産や生活の目的のた

めに役立だてるという立場(鋤 」といい変え,具体的には

「生産や生活の目的のために原動機を取りあげるという

立場からすれば,原動機の合理的撰択,使用,管理に役

立つ「技術の理論」に目をむけるべき(引 」などと,われ

われへの歩みよりをみせているが,考えように よって

は,自主教研を, 自らのプロジェクトの欠陥の補修に,

利用しているともいえる。しかし,官側がすべてこのよ

うな考えではなく,ある視学官は,「企業的生産技術の

教育ではなく, 日常生活に必要な基礎的技術の教育であ

る(6)。」 と述べ,文部省側の内部混乱を露呈している。

さらに,内容細部にわたっては,「 起動電流の大小

とか, トルク (回転子を回す力)と か,最大出力 (仕事

率)とかの電動機の特性や,負荷の性質 (工作機械の場

合のように負荷がひんばんに変わるとか,洗たく機の場

合のように起動,停止,正回転,逆回転,を くりかえす

とか)や ,使用場所の条件などにかかわる (技 術 の理

論)が重要り」と述べているが,こ ういうことは,以前

からわれわれのいってきたことであるが,注意すべきこ

とは,何だかんだいっても,結局は,モ ータ分野では,

三相誘導電動機に固執するという点である。

さて,上の引用文の中に,「技術の理論」という新し

い言葉があるが,こ れが官側教研には,やたらと出てく

る。そして,「技術の理論というのは,技術学とか工学

とか総称されているものの,別名と考えてよい同。J と
いう説明をしているが,「技術の理論」という新しい言

葉を用いると,なにか中学校技術科教育の特別の理論み

たいな響きがある,と いう効果でも考えてのことか。と

もかく,わざわざ別名を用い,あ えて,技術学の理論ま

たは工学の理論といわない点,合点がいかない。また,

いわゆる岩手方式の「原理,原則」を,調査官は単なる

「知識」と解釈して攻撃している力`η, 工学部出身者な

らば,工学の原碧,原則の中に,製作,保守,整備など

もみな入っていることを知っているはずである。それな

のに,岩手方式は,製作を主要目標においていないとい

う点で,原理,原則を主張する岩手方式を,主知主義だ

ときめつけているのは,ど ういうことなのだろうか。

教材論については,「 どんな荷車 (教材)に ,どんな

積み荷 (理論)を どれだけのせるが 5)」 とぃぅ表現を用

い,一見教材選択の自由と容認するかのように見受けら

れるが,結局言わんとするところは,「本立を作るとき

は, どんな理論を教えるか,は っきりさせてから151」 と

いうことで,やはり本立が先行している。

また。目的については,「作る活動と知る活動とは,

それぞれが相互に目的であり……(引 」と述べ,作ること

と,知ることを同等の目的としているが,プ ロジェクト

学習では,製作なしには成り立たず,作ること自体が最

も重要な目的であるから,こ のように,知る活動とか技

術の理論などを製作と同列化することは,焦点をあいま

いにする表現である。表現のあいまいさといえば,「教

科書を教えるのではない。教科書で教えるのだ。ただ



し,教科書でも教えるのではない
“

)。」 とは苦しい弁明

であり,「男女は差別していない。区別しているのだ。」
という某指導主事の言葉など,も はや詭弁である。

このような,言葉のあいまいさに,ごまかされずに,

われわれは常に,その言葉の裏を見極める必要がある。

文部省側は,どこまでもプロジェクトに固執し,それを

正当化するための苦しい努力をしているが,問題は,そ

れのみが正しいとして,強引に押しつけ,われわれの教

材研究の自由を剥奪しようとしていることである。

身分の問題,教師自身の研修,設備,予 算,安 全教
育,その他労働条件などで,がんじからめにしておきな

がら,も ともと系統性など存在しないプロジェクトに,

無理やりな系統性を要求するという難題や,不明確な技

術の理論を現場教師自身の研究で解明させようとする態

度など,こ のようなごまかしを, 1つ 1つ明らかにして

い く必要がある。

5。 自主教研の中で

はじめに述べたように,私は電気工学を専攻したが,

教育には素人である。したがって,みなさんの研究にた

いする判断は,間違っているかもしれないが,も し1つ

でも自主教研のためにお役にたつことでもあればと,あ

えて 2～ 3の私見を,主 として本誌に掲載された報告に

ついて,述べてみたいと思う。

○「電気分野の研究をどのように進めるか」

向山玉雄 11/1966

「電気をエネルギとしてとらえ,電気エネルギをど

のように自然界から獲得し,どのように他に変換し

て生産活動に利用しているかを中心に,電気に関す

る技術学的知識を教授することが,電気学習の目標

である(制 」 にもあるように,電気技術をエネルギ
の変換としてとらえる考え方にもとづいて,著者は

論じている。この点私も, うまい考え方だ と思 う

し,また日教組教研や,民間教育研究の 1つの成果
であると思う。ただ,電波エネルギを単に連続的変

換でないという理由で,別扱いしている点,疑間が

ある。同じことは音響エネルギについてもいえる。

エネルギ変換としてとらえるというのは,どこまで

も柱としてであるから,通信関係のエネルギ変換も

同一に取扱っていいのではないか。

また,いつまでも,ラ ジオ学習から踏み出せず ,

主なる再検討の目標をラジオの回路,ハ ンダ付けの

可否などに置くことは,エ ネルギ変換の柱 か らい

っても,中途半端であり,自主教研の立場からいっ

」4

ても消極的ではないだろうか。もちろん,回路,配

線図やラジオも大事であるが,送信機 (発振器)が ,
理論的にも,また製作の面でも, 3球ラジオよりも

簡単で,しかも,再生回路ですでに発振回路の基礎
である POSitive feed backの 理論を教えているこ

とを知るならば,いままでの自主教研の実績からい

っても,音→電気→電波→電気→音というエネルギ

変換を柱とした内容を容易に編み出せるのではない

かと考えられる。送信機を,日 常的な機械ではない,

または,難 しいもの,と 決めつけて取 り上げないの

は,問題だと思う。

○「 3球 1石ラジオの製作指導」山田幹雄 5/1966

前項でラジオ学習に関して私見を述べたが,送信機

まで考える前の段階として山田氏の示す回路は,高

く評価できるものだと思う。もっとも,一部は,指

導の手びき(9)に ものっており,私 も同じようなラジ

オと,送信機を内地留学の教師に製作させたことが

ある。この回路は,今までのラジオ学習の欠陥を解
決し,エ ネルギ変換の手順を明らかにし,通信技術
についての基礎的技術を明確化するものである。つ

まり,いままでの回路では,6C61本で,検波,電
圧増幅を同時に行うため,電圧増幅という基礎概念

が消え去ってしまう点や,グ リット検波が,あまり
にも生徒にとって難解であるという久点があった。

さらに,欲をいうなら,ア ンテナ回路自体が,広

帯域の同調回路で,いわゆる同調回路は,ア ンテナ

に同調した種々の電波の中から,希望の周波数の電

波を選び出す選択回路であることを,明確化する努

力が望まれる。しかし,そのためには, ど うして

も,送信機なり,発振器 (テ ストォシレータ)を含
めたエネルギ変換系統を確立し,その中で,マ イク

による音の電気への変換,ア ンテナによる電力と電

波との相互変換,ス ピーカによる電力の音へ の変

換,電圧増幅,電力増幅,変調と検波,整流などの

基礎的概念とそのしくみを,教える必要がある。
このような形態によれば,回路素子が トランジス

タや他のものに変っても,通信技術として総合的な

技術の把握が可能になるであろう。

○「誘導電動機学習の反省と構想」松村文夫5/1966

誘導電動機を絶対視し,それを研究しても,結果に

たいする適確な批判がなされていない点,著者が有

能と思われるだけに,残念に思う。

だいたい,誘導電動機を分解しても,モ ータが 1っ

出てくるだけで,あ とは何もない。電圧や負荷を変
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えても,回転数はほとんど変らない。つまり,構造

簡単,堅牢,安価な,定速モータである。また三相

モータは,二相あってのモータであり,その三相交

流の技術的な理解は,中学生に無理であ るし, ま

た,三相を利用した回転磁界の理論は,二相誘導モ

ータ以外には,ほ とんど利用されないものである。

以上のことから,誘導モータがいかに教材に不適当

なものか,明 らかだと思う。モータは,電気的エネ

ルギを,力学的手ネルギに変換する機械であるが,

その手順やしくみを教える場合は,エ ネルギ変換と

いう柱から,生産目的に応じた速度調整や,負荷特

性やその他種々の枝を出し,それら全体を通して,

力学エネルギの変換,モ ータに関する技術的な概念

を把握させる必要がある。したがって,単に生産又

は日常生活にもっとも多く使用されているという理

由だけで,誘導モータを教材に選び,基礎的と思わ

れないような,しかも難しい理論に精力を費したり,

なにもすることのないような整備,点検など教える

など,ま ったく不要なことである。とにかく,誘導

モータに精力を費すことは,むだと思われるし,他

のいろいろなモータを研究すべきと思う。

○「けい光燈指導の実践」尾崎梅次2/1966

文部省教研そのもので,自主的態度がほとんど見当

らない。その上,「電極の表面には,自由電子の移

動しやすい酸化層があり」などの間違いや,自分で

理解していないことが,書き並べられている。

○「けい光燈学習指導法の一試案」竹内弘佳 3/1966

自転車を用いて,い くら機械を教えても結果的に生

徒は「 自転車を習った。」 という形で,知識が固着

してしまう。けい光燈の場合も,い
′
くら回路機構や

放電のしくみを教えても,原子理論まで立ち入らな

ければ,「電球と違って,熱 くもならぬのに,光を

出す不思議なけい光燈」というイメージが,子 ども

には強く残るであろう。この筆者は,すばらしいア

イデアで,放電機構を指導しているが,子 どものそ

ういった疑間の解決には,大 して役立たない。放電

現象は,中学生に理解させるのは無理だし,また放

電管の負特性なども教師自身手にあまる難点 であ

る。その他,いろいろと,子 どもの認識能力を越え
たものが,多すぎて教材として不適当と思われる。

G。 自主教研を妨げるもの

滝沢三千代氏の「倉1造的思考の心理学」の中に,創

造性を妨げるものとして, 5項 目を挙げているが,

それがそのまま,自主教研を妨げるものとしてびっ

たりなので,私なりの注釈を加えて紹介する。

(11習慣 習慣が強すぎると,人間の精神はそれだけ
無為になる。ワク内のぬるま湯につかっている習慣

は,早 く克服せねばならない。

(2)硬 さ 思考が固いと,新 しい研修をしたり,習慣
を変えたりすることが,で きなくなる。

…をとる程固くなる点,注意。

侶)情緒 創造的思考のためには,思考の柔軟性を奪
う情緒的な要因を除く必要がある。技術科教師を取

りまく,種々の壁の中で,怒 らずくじけず,冷静に

ヌ リくんでいくことは,大変な努力がいる。

に)社会的環境 今までの古いものを守るというよう
な保守的習慣やモラルの中での長い生活経験,今迄

うけてきた教育,歩んできた職歴,ま たは取 り囲ん

でいた社会体制は,前 4つの人間的理由よりも,は

るかに大きい。つまり,現在の反動文教政策 自体

が,創造性を妨げていることになる。

6)心が閉じていること 考え方,態度の変りにくさ
である。そしてつぎのような人を心が閉じていると

いう。(J自分だけがよいとする傾向の人 (調査官)

(2)狂信的な要素が強い (指導主事)惨)未来にたいし

恐れをいだく,(出世主義の教師)に)権威に対し追

従する傾向がある (気の弱い無気力教師)

7.お わ りに

現行の教科書にあるプロジェクトは,あまりにも教育

的な配慮に久けた生活単元的なものである。そこで,こ

のような拙文を書いて,内容面の自主研究の資とならん

ことを願っているわけであるが,問題は,必要な基礎学

力仁0であり,その点で,今後も私としてできることだけ

のことをしたいと考えている。

注(1)福島要一「技術教育の本質」技術教育,9.1965

(2)佐々木享「教材の系統と構造」p.80

授業研究講座Ⅱ

(3)同上「中学校の技術教育」教育,1.1966

(4)昭和33年度学習指導要領

(5)鈴木寿雄「技術科教育の今日的 FI・l題」

(6)昭和41年度産業教育指導者養成講座報告書
17)鈴木寿雄「思考学習の概念を整理する」
18+ 日教組「教育の研究実践・技術編」

(9)「研究の手びき」機械・電気編,三訂版p.120

任0 筆者,「技術科教師に必要な基礎学 力 につ い
て」技術教育 4.1965

(秋田大学学芸学音F技術科助教授)
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昔
同 橋 一象

1.  は じめに

技術科の教師として私が一番困つていることは,専門

的な教養をどのようにして得るかということである。

まだ職業科といわれていた頃,移行カリキコ‐ラムを説

明しに来た指導主事に,「技術教育をまったく受けたこ

とのない私が技術教育ができるはずはない。教える内容

のない教師が, どうして教えることができるか」と反間

したことがある。当時私は教師になつたばか りで, しか

もまつたくの技術の素人だつた。指導主事は「できない

ならヤメロ_|と いったが,や っとのことでありついた就

職口をそうあつさり捨てるわけにも行かなかった。仕事

を続けるためにどうしても,技術を学ばざるを得なかっ

た。その学んだ歴史を報告することにしたい。

2.教 科書は役に立たなか った

教科書でしか教育されなかつた私が,教師になったと

き,教科書で授業しようとしたのは当然のこ とで あ つ

た。ところが,技術科では教科書はまったく役に立たず

途方に くオ丁てしまった。

図面がたくさん書いてあって,字といえば,その図面

通 りものを作ったり,分解組立したりする仕方が書いて

あるだけである。その通 り作業を進めれば教科書も役に

立つだろうが,道具も材料も場所も50人 もの生徒がこん

な作業をするにはとても間にあいそうもなかった。たと

え道具や場所があったとて,あばれ盛 りの生徒が,こ ん

なことをガタガタや り出したら,私 1人ではとても手に

負えるものではない。しかたがないので,作 りもしない

本立の作 り方4r語 ってきかせると,生徒はたちまち退屈

してしまった。とても2時間はもたなかった。このこと

だったら授業になるのではないかと思 うような内容は ,

小さな活字で欄外に書いてあるというような始末で,と

16

ても教科書で授業を進めることができなかった。

今考えてみると,技術科の教科書には教えるべき内容

が書かれていなかったのである。教科書に書かれている

知識を理解させるのが教師だと思っていた私には,理解

させるべき知識が書かれていない教科書で教えることが

できなかったのは当然だったといえる。

3。  「工学入門」

教科書から教える内容を見出せなかった私は,技術科

はどんなことを教える教科なのか指導要領から直接読み

とることにした。指導要領というのがあって教えるべき

内容が規定してあった。それはなじみのない工学の専門

用語であつた。それを理解するために私は本屋めぐりを

始めた。

始めは,技術学という本が 1冊あれば,技術科で何を

教えればよいか見当がつくはずだと思っていたが,そ う

した本は見つならな
かった。「機械工学入門」という本

をみたら,金属加工と機械の分野について指導要領の語

句がみごとに文章で綴られていった。

こんな本で得た少しまとまった知識で教科書を見直す

と,単に物の作り方を書いているのではないと思うよう

になった。工業の知識や技能を教えるために製作をさせ

るのではないかと思われる節も感じられたからである。

たとえば工学入門に書いてある,けがき,切断,やす

りがけ,ね じ切りというような「手仕げ」の部分とぶん

ちんの製作がうまく一致しているのである。ぶんちんを

作らせるのが目的でなく,一般に金属を加工する方法を

学ばせるのが目的ではないかと思うようになった。固い

金属をどのようにして思い通りの形に変えることができ

るのかと生徒に問いかけて問題意識をもたせた。 そ し

て,弓のこ,たがね,やすりのことを教えれば,生徒も

なるほどと思うだろう。これなら授業になる。

多

材

11
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私はどうやら教師としての自信を取 り戻した。

その頃になって補助金が来て少しずつ道具が買えるよ

うになったので,金工の道具を 1組み用意して手仕上げ

を工学入門の通 りの1買序で教えて行った。

4.生 産のよろこび

指導要領から学習内容の規定より技術科の目標や性格

を大きくみる技術科の教師たちが多い。教科研究会とい

う組織があって,その指導的な立場にあった人たちは ,

技術科は教えるのではなく,製作をさせることによって

合理的な態度を養 うことやものを作るよろこびを生徒に

与えるのが目的であると主張していた。こういう人々は

作 り方だけ書いてある教科書があれば授業ができるから

教科書に文句はない。唯一の文句は設備が整わないとい

うことであった。そして,木材加工は常識的な手法でで

きることから,も つばら生徒に本立や腰かけを作らせる

ことに没頭していた。金工といえば,こ れも比較的素人

でも容易な板金に終止した。

多 くの人たちがこうした傾向をもっているので,私は

再び不安にとりつかれ始めた。

そこで,ブ ックエンドを生徒に作らせることにした。

金物屋の親父さんにたがねの使い方を教えてもらって,

生徒の前でやってみせたが,たがねの頭よりも自分の手

をうつことが多く,いつも私の手から生傷が絶えなかっ

た。しかし,生徒の方は大喜びで,仕事を始めた。金床

がないと生徒は切 り株を台にした り,セ メントのたたき

の上で,切断をやった。教科書でたがねを使 うようにな

っていたところを生徒は道具を待ちきれず,金切 りばさ

みで切ってしまった。やす りがないとグラインダーを持

ち出してくる。セメントでこするものもいるし,荒砥石

をかける者も出て来る始末だった。

教科書を読んで,ぶんちんは手仕上げを学ぶためにあ

る題材だと思ったのは余りにも 1人よが りの解釈であっ

たと気がついた。生徒たちは自分勝手教科書とはまった

くちがった方法でちやんとブックエンドを作 りあげた。

ものを作ることを目的にして作業を始めるとそこで学ば

せようと思ったこととは無関係に作業が進んで行 くので

ある。指導要領でいう創造的思考や生産のよろこびに満

ちあふれた教室にはなった。しかし,こ のようなことを

したことによって金属製品を生産している方法を知 り得

るだろうか。やはリー定の仕上げ加工を学ぶことによっ

て現代の生産様式を少しずつ理解させるのが教育なので

はないだろうかということで周囲の技術科の教師たちに

反駁してみたが,物をつ くるときの生徒の生き生きとし

たムードを工学入F号通りの授業ではどうしても出すこと

ができなかった。しかし,素人の私に多くの知識を要領

よく教えてくれた工学入門の魅力を捨てることができな

かった。

5。 技術を語る会

東北では民間教育研究団体が主催する合同研究集会が

毎年開かれている。その準備のために5月 に中間集会が

もたれ,夏の集会の分科会の運営の企画をすることなっ

ている。

その頃,こ のような会があるとは夢にも知らなかった

が「 うちの県の技術の民間研究組織がないので,ひ とま

ず君が出てみてくれ」と知 りあいの教組の教文部長に頼

まれたのでその会合に出ることになった。

そこで岩手の阿部司先生と出合い,岩手では,誰から

も援助をうけず,「技術を語る会」というサークルをつ

くり技術科の教師が自主的に教育研究をしていることを

知った。その人たちは,理科は自然科学という文化遺産

を教える教科であるように,技術科も技術学という学問

を中軸に教授内容を設定すべきだと考えているというこ

とも知らせてくれた。技術学という中味ははっきりしな

かったが,工学という学問が授業の内容をきめるのに大

きな手がかりになるということを話してくれたように思

う。時間にしてみて数時間しかなかったが教科書や指導

要領だけが唯一の技術教育の内容なのではなく,別の内

容の設定の仕方もあり得るのだということを知 り,今ま

で私が工学入門に感じた魅力にやはりとりつかれている

人々がいることがわかって心強く思った。「早く仲間を

作って東北民教研集会に参加しなさいJとすすめられた

が,仲間を見つけ出せないまま,「 リンクの授業」記録

をもってその夏,東北民研集会に初めて出席した。

そこで,講師として出席していた教科研の佐々木享先

生に出会った。教師が専門家であるとすれば,自 ら学び

目標をたて,内容を選定することから始めなければなら

ない。技術科は始まったばかりで,教科の歴史も浅いの

だから,いろいろな試みをしてみて,実践的に教授内容

を検討すべきである。そのためには教師の自由な研究を

保証されなければならない。……・等等3日 間のうちに目

まぐるしいほど新しいことを学習した。

岩手の人々から「岩手試案」という自由な教師の研究

から生れ出た教授課程が提案された。その中味が工学入

門の内容と非常に一致していることが多く,私が技術科

を教えるために学んで来たことが的はずれでなかったと

確信した。



そのときから, 自由な気持で工学書から直接技術を学

びとり,生徒が興味深く学習できるようにいろいろな実

験観察を授業に取入れる工夫をこらすようになった。と

同時に技術科の教科書でとられている技術教育がプロジ

ェクト法という方法であることを知 り,その得失も分か

り私の感じて来た矛暦の正休も明らかになった。

6.サ ークルでの学習

民研に参加している人 |々ま ,通常サークルとぃう自主

的な教育研究母体で学習している。私の県では,東北民

教の分科会と同じ種類だけのサークルの結成を急いでい

た。サークル協の代表者たちは,私に共同研究者を紹介

してくれ,技術サークルができるように骨折 って くれ

た。こうして私も自由な雰囲気でしかも大学からの専門

的な共同研究者をもむかえ,本格的な研究組織の中で学

ぶことができるようになった。サークルのメンバーは,

私のような素人ではなく,き ちんとした技術の専門教育

を受けて来た人や,長い間技術教育をして来た経験者で

あった。技術科の現状に不満をもっているにしろ,それ

は深い知識がもとになってのことであった。めくらへび

を恐れずで,ち ょっと珍らしいことがあると,す ぐ授業で

やってみるので,いつもサークルでは私は提案者であっ

たし,今 も同じである。私がこんなことを教えてみたいと

いうと,みんなでいろいろのことを提供してくれている。

金属材料のことを教えたいというと,火花実験を実際

してみせて,参考資料をプリントしてくれたり,反射け

んび鏡を借してくれたり,写真を提供してくれたりする

ので,私の授業が非常に豊富になって来た。

私たちのサークルでは,技術とは何か,倉1造的思考を

いかに深めるかというようなことはあまり問題にならな

い。

リンクとは何か,カ ムとはいかなるものか,と いうよ

うに教授内容となるべき技術の中味そのものをきちんと

学ぶことが特徴である。

7.実 践検討会           ・

私の県では,自主的な教育研究を組合で保証するため

に組織をつくっている。サークルの人々が授業を直接対

象として教育研究をするとき,やはり学校で行なわれる

授業を参観するという形をとらざるを得ない。学校との

交渉,集まる人々の旅費,宿泊,資料の準備,講師の派

遣,案内状の配布等で費用もかかる。こうしたことを組

合で負担したり援助をするわけである。実際に動ける人

を実践検討委員に任命する。サークルの活動家,教研全

Iθ

国集会の正会員だった人がこれに当る。これが組織され

たときは原則として,正会員が全国集会で学んだことを

授業実践で報告することになっていた。しかし,一般に

は,こ んな組織があることを知らない人々がたくさんあ

るし,組合で主催する教育研究会というのに偏見をもっ

ている人もあるし,天下り式の指定研究会公開でしぼら

れている人々にとって自らすすんで授業公開するなどは

思いもよらないことでもある。こんなわけで,実践検討

会はめったに開けない。ここ4年「]で技術科は 2回だけ

実践検討会をおこなった。共同討論者として,ま た司会

者として出席したが,形式的な研究会とはちがって教え
た中味の徹底した追求,生徒の反応を大事にしたきびし
い研究態度,自 由なそして平等な発言の権利 の保証す

る。初めての参加者に与える感銘は深い。私にはこうし

た学ぶ機会もある。

8.教 研集会

最近支部教研集会での助言者として,普通の組合員が

呼ばれるようになった。助言者というより共同討論者と

して実践の交換をした方がおたがい有益である。

文部教研がひらかれるようになってから,土曜, 日曜

に組合教研集会がもたれるようになったせいか集まる人

は非常に少なくなった。しかし,どんなに参加者が少な

くても必ず技術科分科会は成立する。実践記録がなくと

も,必ず授業そのものを報告してもらって,どんなねら

いでどんな内容を教えるための授業であったかを言って

もらうことにしている。ねらいや内容を教師がはっきり

もたないで授業を流すといつの間にか自らを失った無責

任な教師になり下がる危険性があるからである。こんな

ことではっと立ち直って共同研究者になってもらうこと

もしばしばあるが,こ うしたことを私に教えてくれたの

は,サ ークル協の人々や東北民研に集まる人 々であ っ

アこ。

県集会には毎年参加しているが,入れかわり立ちかわ

り,豊富な知織をもった技術科教師に出会うので,学ぶ

ことが多い。

このような仕事をしていると研究会の推進役,組織屋

自主教研の運動家としての仕事が多くなり,直接技術の

中味を学ぶことができなくなってくるが, どんな研究会

でも必ず実践報告ができるように,しかもそれが,自主

的な教育を確立するための肥料となるような内容豊かな

ものであるよう心がけている。

9。 科教協の人々から
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国土社から出版されている「埋科教室Jを編集してい

る科教協の人々には非常にすぐれた教師や学識豊かな人

々が多い。幸いに民研や教研の仕事でよく出会う。出合

うというより,こ ういうところに私をラ|き 出してくれた

のが,こ の人々だった。

昨年,「技術教育」に報告した「 1:こ熱の学習」や 1昨

年報告した「原動機の歴史」は,こ れらの人々から手ほ

どきしてもらった知識や与えてくれたヒントによるとこ

ろが多い。

技術科を教える者にとって基礎になる物理や化学の知

識は欠くことのできないものでま)る。ただ必要だという

より,自然科学や理論物理学の発展によってもたらされ

た近代の技術を理解するのにとてもよい手がか りにな

る。この人たちの影響で, ロシアの物理学や化学の教科

書の翻訳 (東京図書刊,「初等物理学J「初等化学」 )

で物理や化学の勉強を興味深く学べるようになった。技

術でキータを教えるとき,ア ラゴの円板から授業にはい

る人が多いが,私は電磁石から入っていくことにしてい

る。電気と力に変換するには,電流のつくり出す磁界が

根本になっているのだから,それを基礎にしてブザーや

モータにせまるのがよいと思う。できあがった実用品が

どういうわけで動作するかをいかにていねいに説明して

も非常に平板な授業になってしまう。誰にでもすぐわか

る現象を手近かなものでみせてや り,や らせてみて,実

感をもって科学を理解させようとする実験の方法は技術

の授業でも生徒みずからが複雑なことを解析しようとす

る場合の基礎的な力を与えてくれる。

小学生のような幼い子どもに高い水準の科学を教えよ

うとしている科教協の成果は,こ れからも学力不足な私

にも楽に科学を理解させてくれる。

広い地域にちらばって集まることの困難なサークルの

仲間の交流のために,科教協の人々は,通信サークルと

いう方法を用いた。まわって来るノートに問題 を提起

し,仲間の書いた通信にはげまされて学んで行くという

す ぐれた学習方法を私たちのサークルに教えてくれた。

10。 日教組教研全国集会と自主編成

13次教研の岡山集会で私は日教組が教育に果している

大きな力を感じとった。そのときまで,組合がこれほど

までに教育研究のために金をつかっているとは思っても

いなかった。しかし,その規模の割合いには,私の明日

の授業のために学ぶものは少なかった。教育研究らしき

ものを始めたばかりの私には,みんなの目をひくような

レポートも書けなかった。もちろん問題になるような意

見もなかったので積極的に討論もできなかった。多くの

人々は手をあげてよくしゃべったが討論というより1人

1人が勝手にしやべっているようでその中から討論のす

じを見出すことができず,頭がぼうっとしてしまった。

自分勝手に技術教育論 (]llな るもくろみ)を しやべって

いたように思う。 3日 日の終り頃になって討論が始めて

落着きをとり戻しすじがわかりかけたが,要すれば,形

式的に考案設計,製作というプロジェクト法らしきこと

をやってもだめだろう。自分たちの力で教育の目標内容

を設定し,実践ヒ́て行く活動を起すことが必要であると

いうような結論が出た。

何とか理由をつけて技術科から逃げ出そうとしている

人が多いのに,こ んなに熱心に技術教育を語る仲間がい

ることを知ってうれしかった。

15次の福島集会には,私の県が当番に当ったので司会

者として参加した。岡山集会とくらべひっそりした集会

だったが,地道な実践レポートもあってじっくり討論が

できた。反面文部教研の影響が技術科に少しずつ及んで

いるような感じを受けた。 4日 目に入っても―自主的な教

育研究の意味が分らず,反対ばかりしないで,共同で研

究を進めてもいいのでないかという意見が出たくらいで

ある。また,文部教研のテーマに関係あるレポートが出

されてもその欠点を見出す力に欠けていたように思われ

アこ。                                                   ‐ ‐

まだ,私たちが技術教育の主導権を握ぎるだ け の学

力,いかに権力にものをいわせても納得せざるを得ない

教育の実践能力をもてずにいるのでないかと反省した。

技術については文部教研と組合教研は文部教研の主催は

ともか く,参加者はイデオロギーの相違で分かれている

のでなく,本物の技術を知らないから,いいように振 り

まわされ,無駄な苦労をさせられているのではないだろ

うか。

11。 「 技術教育」誌

「技術教育」が今の大きな版に変わる3号位前からこの

雑誌を読んでいるが,教科主任が図書館係に頼んで学校

図書としてとらせたのが動機である。

当時 (今 もだが)技術科教育の唯一の専門雑誌だった

のが買い入れた理由で,21教連という民間教育研究団体

の機関誌であることが分ったのは, しばらく後のことだ

った。

使いものにならない教科書で途方に・(れていた私に ,

技術科の教えるべき内容を最初に示してくれたのがこの

雑誌であった。
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池上先生の機械学習についての識見と,歯車や軸受,
リンク等の具体的な実験報告は実に素晴らしいもので,

内容について学ぶことが多かったし実践報告をかくとき

の参考にもなった。

電気では向山先生の連載講座が非常に参考になった。

単なる知識の説明ではなくて,授業で使える具体的な実

験装置を示してもらったのでよく理解できた。

抽象的な工学を教材化するとき,生徒がよく理解でき

るような製作例,実験装置として具体的に提示する必要

がある。「技術教育」は豊富に図版をのせて くれ るの

で,私の授業を豊かにするのに多いに役立った。

私たちのサークルのメンバーはほとんどが講薫 してい

るし「技術教育に関心のあるものなら,ど うしてもこの

雑誌を読むようになるはずだ」といっている人もある。

12.教科研技術部会

「技術教育」と同じ国土社から出版されている「教育」

も教育を学ぶための私のテキストである。

技術教育に直接関連ある論説がのることは少ないが,

生徒の側に立った教育研究のきびしさや,教育が科学に

立脚すべきことの重要さを教えられた。

東北民教研に参加している技術科の教師たちで,教科

研,東北技教協というサークル協議会を結成し,当誌の

掲載に堪えられるような授業実践を生みだそうと努力し

ている。

13.技術科教師の基礎学力

技術科の教師にならたとき専門教養の余りの乏しさに

途方にくれていたし,今 もその貪弱さに困り果ている。

しかし,学ばなければならないと思っている内容がちが
って来ている。初めは,Vブ ロック, トースカン,カ ム
ロッド,えばしたがね………等々教科書につぎからつぎ
とでてくる聞いたこともない言葉に困った。民教研に参

加したのをきっかけとして急に不足を感じるようになっ

たのは, 自然科学についての知識であった。さらに進ん

で今学んでいるのは数学である。複素数,対数,三角函

数,ずい分前高校で習ったことが技術の理解にこれはど

有用だったとは予想もしなかった。

自然法則を学ぶと複雑な技術的手段を解析する手がか

りを得ることができる。また,物性や化学的性質をもの

にすれば,教室の題材も非常に豊かにすることもできる
のではないかと思う。

技術科の教師だからといって,すべての技術を知る必

要もないだろうが,技術全体をどう把握ヒ′ているかによ
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って授業実践が非常に変ってくるのではないかと思われ

る。しっかりした技術観をもっている教師は個性豊かで

確信にみちた授業で子どもたちを魅了させるにちがいな

い。私はこうしたことを技術史から学ぼうとしている。

基礎工学講座という本の広告をみたが,こ うしたものも

何か貴重なものを教えてくれそうな気がする。

技術と教育の関連について,岩波の教育講座から学ぶ

ことが多かった。

14.むすび なぜ学ぶのか

学ぶ内容が変わるとともに,学ぶ動機も変って来た。

初めは,食 うために学ばざるを得なかった。民研や教研

に参加するようになってからは,先進的な教師たちの業

績を理解するために学んだ。そして,自主編成に参加す

るためにも学ぶようになった。

しかし,どんなことよりも私を学ばざるを得ない状況

に追いこむのは生徒たちである。「先生の話は,ち ぐは

ぐでぜんぜんわからない。だからみんなさわぐんだ。し

かし,先生がいい話をしているとき,みんなはさわがな

いできいている」 (2年佐藤直)私のもち出 した教材
‐

が,彼等の経験や思考能力の手の届かないものであると

あっさりと学習を投げ出してしまう。

「 もとの学校にいたときの先生は,教科書通りに教えま

した。そして,その教え方がよくわかるんです。先生の

は,教科書通りやらないで,教科書以外のものを教えま

す。それもいいのですけれど,その教え方が何を教えて

いるのかがわかりません」… (2年大島文孝 )

勇ましい自主編成論の最もきびしい批判者はこのよう

に私の日の前にこそいる。そしてその反面「理論原理な

どくわしく説明したことは大変よい。先生自身が考えて

やってくれた実験は大変よかった」 (3年佐藤健寿)と

励ましを与えてくれるのも教室の生徒である。

「先生の教え方は勉強するというより興味をひきつける

ような教え方ですね。でも興味本位だけでなく本当に学

ぶというようにさせてはいかがでしょうか」……・(3年

庄子正信)生かじりの素人学門の底をあからさまに見す

かされた思いがする。

これらのアンケートのように言葉にならずとも,生徒
の日の色や態度は毎日のように授業の中で私に,語 りか

けて来る。私が今できることは,学ぶ以外にない。しか

し,私たち技術科の教師はそう簡単に学べるような条件

を与えられてはいない。技術科教師がもっと恵まれた条

件を獲得するための運動に少しでも参考になれば幸いで

ある。 (教科研・東北技教協会員)
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学 習 人 数 と教 育 効 果

宮 彦崎

‖
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は じめに

1人の教師が50名 l以上の生徒を指導するのと25人 くら

いの生徒を指導するので|よ ,人数の少い方が結果的によ

いことはわかっている。

しかし現状の教育条件では 2ク ラスを一緒にして男子

クラス,女子クラスにわけて指導している場合が多い。

当校でもその仔1に漏れずまったく便宜上そのような編成

にしているために, 2年生と3年生の男子組では52名 以

上のクラスがほとんどである。

技術教育をすすめるためには,指導人数が多いと, ど

うして悪いのか,そんな具体的なF]題を堀 り下げた レポ

ー トが少いように思うっただ「人数が多くて困るJと 言

うのでは単なる犬の送吠えに終ってしまう。

多人数学級の問題点を客観的な資料で裏付けることが

大切だと思う。幸いに当校では,本年度の 3年生が11学

級編成である。したがって 1つのクラスだ |すが26人編成

になるЭそこで私達 |ま多人数学級と小ノ、数学級との学習

効果のあらわれ方について,深い興味と関′さを示してい

たのであるが,その一部を報告して,多人数学級の問題

点を訴えてみたい。

1.学 習のつまずきからの考察

1 回路の理解度から (屋内配線学習とけい光燈学習
の中でみつけたこと)

電気学習の人事な住の 1つは,回路を理解することで

|あろう。「回路はどうなっているかJ「 口ll各が |三確に働

くためには,どんな状態 l~な っていなければならないの

か」をつねに生徒達に考えさせて学習をすすめねばなら

ない。ところが学習のつまずきの点で次のようなことが

1わかった。

(1)屋内配線図の作成  (考案設計 )

本校では,住居の間I反 りと屋内配線図を結びつけて考

案設計をさせているが (本誌14巻 1号参照 )

(実数については去 1参照 )

配線盤から出

ている 2つの回

路が最後の所で

まとめられてい

る。とんでもな

い間違いである

が考え方によっ

ては,回路らし

い形になってい

るので子供らし

い無理のないことだとも言えそうである。 2本配線の記

号をつけて考えさせるとか,並夕1・ 直列の意味を明確に

おさえること等でその対策としたいのであるがただそれ

だけでは解決できない|ll題があるように思 う。

12)けい光燈回路におけるスイッチの働きの理解



|ス13

押しボタン式けい光燈の
`点
燈前の回路図を書けという

問題で上のようなS2の間違いが多 くみられた。

けい光燈学習ではやは り回路の理解が大切である。そ

の場合,けい光燈には何故スイッチが 2つ必要なんだろ

うか,ま たグロー付きとの比較においても,点燈スイッ

チ,消燈スイッチの観察は重要な意味があるので,一斉

学習では,と くに注意して指導しているのであるが,そ

れにもかかわらず消燈スイッチの接点の書き方が多人数

学級では非常にあいまいである。

い 光 燈 回 路 図

膨
S2の まちがい

表 I

上記の表をみてもわかるように,人数の多いクラスで
の誤答傾向や理解不足が目立つ。

その原因と思われるものをあげてみると,

① 学習のねらいが, 1人 1人に明確に把握されに くい

(人間が多くなるため,興味が学習以外の日常茶飯事

的なものに分散しやすい。)

0 なんとなく,わかったというようなムー ドに支配さ
れがちになる。

(理解が夫雨的であり,注意力が散漫になる)
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③ 観察や作図実習が人まねになりやす く,自 分で考え
自分でみつめるという場ゃ時間が乏しい。

④ 時間的な制約から,適切な個別指導がな され に く

等々,多人数学級での一斉指導にはいくつかの問題点:

のあることがわかる。

これらのことから『注意力を充分換起し比較観察させ

る学習や思考に訴えようとする学習』ではなるべ く一斉

学習を避け, 2組に分けて,指導しているのだが,時間
の割 り大、りや作業学習との組合わせ等で周到な計画が必

要になってくる。しかしそんな準備をしてもなおかつ予

想外のところに,お とし穴やつまずきが現出するのであ

る。多人数学級 |よ労多 くして功少しと言える。

2 測定技能の定着度
電気学習における沢1定技能の習得については,回路計

の使用に中`いをおきたい。基本的な測定実習を,生徒 ,
1人 1人が充分できるように習熟せしめねばならない。

測定の目的にしたがって適確に浜l定 し,その結果から正

しい判断を下すことのできる力をつけてゃらねばならな

い。その過程として,

(1)簡易沢I定実習装置を利用しての指導

(配線図は図 4参照 直江津工業高校 電 気 科 の指
導 )

この装置は「直流」「交流」「抵抗」の測定が 1つの'

操作で手軽にできるので,◎テスターが正しく使える

◎目盛 りが正確に読める ◎測定値の意味がわかる等の
能力を養 うための練習台である。

2時間の練習行程を経て実習課題を与える。

(2)電気器具の故障簡所の発見学習
コー ド, ソケット類,けい光燈,電気アイロン,電気
ハンダコテ,等の故障をテスターを利用して発見させる

学習へ展開していくわけであるが,こ こでも多人数学級

は,技能面で次のような結果がでてきた。
O テスターの原理操作等の理解不足者が多くある。
C よくわかっているもの,全然わからないもの等の,

較差が大きい。

O 目盛 りの読みが,あいまいであり操作が遅い。
。 指導試験はするけれども,絶縁状態を調べてみよ
うとする周到さとか注意力が欠けている。

等の問題′点が発見:された。

技術教育で|ま原理原則の理解も大切であるが,それ以

上に, 1つの技能の修得をとおして,それが多方ltiに 応

用でき,生活の向上に役立つ力を養 うことがなければ,

級受
・

人

燈光

級学

S2の まちがい

|り



第 2理科 ? の俗名を甘受しなければならなくなってし
まうであろう。

技能の習得は反覆練習の機会を多くもつことである。

危険をともなう電気学習で,回路計の沢l定技能を身につ

けさせようとするならば, 1人の教師が指導しうる最大

人数は20人が限度ということになろう。

2。 人間教育のための一教科であるという立場

から

中学校という義務教育の課程で技術科はどんなねらい

をもたねばならないのか,そのためにどんな教育 内容

を,編成したらよいのかをつねに考えていないとまった

く無駄な無意味な仕事をしていることがよくある。

作品は完成したけれど,その製作過程で,材料を粗末

にすることがあったり,粉失事故がおきたり,自 分勝手

なわがままな行動が見逃されているようなことがもしあ

ったとしたらその学習はマイナスである。

中学生が当面している教科の学習上の問題′点はいくつ

かある。能力の差異,意欲の程度,態度のよし悪し,等

玉石混清であるだけに教科をとおしての生活指導の分野

もまた重要な仕事である。教材の研究,指導法の研究 ,

教具の研究は非常にすすめられている。その反面,こ の

教科をとおしてどんな人間が育成されつつあるのか,行

動にどんな変容があらわれてきているのかを知るための

学習心理の研究も忘れてはならない分野である。

学習指導の個別化 それは 1人 1人の生徒と人間的な

触れ合いの場を多くもつことである。

機械的|こ計画にしたがって必要な知識を利用して作品

をつ くるだけならば,それは学校教育ではない。

1人 1人を大事にする教育, とくに技術科では個性を

把握して伸張させてやらねばならない責務があるはずで

ある。 1人の教師が指導しうる人数も自ら限界がある。

新学年を迎える準備が各学校で始まる。新年度もまた

まったく経営方針のちがった異質の学級集団が 2つ集め

られて 1つの技術科学習のためのクラスがつ くられる。

教科指導のまえに,新 しい集団の地ならしをやらねば

ならない。技術科教師の苦悶を世の識者に訴えたい。

(新潟県直江津市立直江津中学校教諭)

図4 簡易測定装置回路図 (電 1原装置部分)

AC 100V

AC 100V

\,t:,

※ S171～ S″4 単極単投スイッチ

注意 s ttγ lを 入れるときには,S W3,S″ 4

S r5 二極双投スイッチ

を先に入れ,s lT/5は DoC側 に入れてお くc

Ｉ

Ｉ

Ｌ

15Mk9  1 
・
j貴わ

AC 250V
40 mA

il流電流計端

1ヽV1110コ

(′ホ )
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巨コ
中教審答申に対する日教組の見解

後 期 中 等 教 育 の あ 方

10月 31日 に中央教育審議会が文部省に答申した “後期

中等教育の拡充整備案"が ,「学校体系は選別と差別 ,

教育内容は “期待される人間像"で思想統制」のための

具体案であることは,広 く指摘されているところです。

この高校再編計画が①高校の多様化と細分化②技能と道

徳教育の徹底③学校を社会教育で代替,と いう時代錯誤

の 3本脚からなりたっていることも,共通に批判されて

いるところです。この政府の構想は,全入運動に端的に

あらわれている国民の教育要求や,ま た,平和と人権と

民主主義・教育の機会均等・教育無償を明示した憲法 0

教育基本法の精神を,全面的に否定するものといっても

決していいすぎではありません。国民の教育要求に立脚

し,ま た日本の進路を明示した国の最高法規 にそ った

“後期中等教育のあり方"は どうようなものでなければ

ならない。日教組はこのほど中央執行委員会の討議をヘ

て,教育日標 0学校体系・教育内容・教育条件 な ど,
“後期中等教育のあり方"に ついて,そ の見解をまとめ

発表しました。その内容はつぎの通りですc

答申内容の問題点

1966年 10月 31日 ,中央教育審議会は,「後期中等教育

の拡充・整備について」 (後期中等教育のあり方ならび

に期待される人間像)正式に答申を出しました。

その内容は,憲法・教育基本法を否定し,戦前の教育

に対するきびしい反省の上にうちたてられた,戦後の民

主教育の理念を踏みにじるものです。今日,完全な中等

教育をすべての青年に与えようとする教育改革は,世界

的潮流となィ)て います。わが国においても,高等学校教

育は誰もが履習すべきものだ,と いう考えとしてひろま

り,それはめざましい高校進学率ののびとしてあ らわ

れ,高校全入運動を発展させました。

ところが,こ うした国民の要求にこたえず「国家社会

の要請に応じて人間能力を開発する」と称して,高校間

の格差を拡大し,高校の収容力を縮小し,入試態勢の強

化を助長し他方ででは後期中等教育機関の名に価 しな

い,不完全 0低度の代置施設を用意し,多 くの青年をこ

れによって,要求をそらそうとしています。

それは青年,こ とに働く青年の「生活実態に」「教育

条件と教育内容」を切りさげることによって,即応させ

ようとするものであり世界の動向に逆行し,一層の差別
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を高等教育にもちこむものといわねばなりませす。

あるべき中等教育

われわれは,中等教育の制度が,未来永久に不変でな

ければならないと考えるものではなく,それがたえず充

実されつつ改変されることを期待するものです。

しかしそれは, 日本国憲法・教育基本法の精神にのっ

とり, 日本の民族および人類の未来にたいする歴史的展

望にたち,民主主義の貫徹した社会の実現を志向し,真

理と平和とを希求する,創造′性ゆたかな人間の育成をめ

ざして行なわれるものでなければなりません。

しかも中等教育は,みずからの個性と将来の針路にた

いする認識の芽が人々のなかに育ちはじめる,ノ、間形成

の途上においてもっとも大切な「青年期」を,みのりゆ

たかなものにすることを保障する教育でなければなりま

せん。そのためには,すべての青年が,自然と社会につ

いての深く広い理解と,健全な批判力とをもちこの社会

で果すべき使命の自党にもとずき,みづから)の個性を確

立しつつ,進路を正しく定めることが可能にな るよ う

に,一般的な教養をたかめ,専門的技術の基礎をきづく

ことを,まず中′いにおく必要があります。  日本の子ど
もたちや青年たちを,真理迫求のみちから遠ざけ,そ の

創造性を圧殺し,軍国日本の形成に手を貸した戦前の教

育のように,国家主義的教育の方向を追うような後期中

等教育改変の方向を,わたしたちは容認することはでき

ませスノc以上のような観′点から,18歳までの青年に完全

な後期中等教育を保障するという基本的な立場 に立 っ

て,わたしたちは,当面,次のような措置こそ必要であ

ると考えます。

1・ 後期中等教育は,小学区制・男女共学制を原則とし

た,全 国制 3年・定時制 4年の完全な中等教育機関で

ある高等学校で行なわれるべきであって,短期高校・

勤労青年学校・職業訓練所 0各種学校など,不完全な

教育機関・学校教育以外の教育で代置すべ きではな

(1)高等学校を新増設するとともに,高等学校設置基

準の完全な実施につとめ,学校格差是正の措置をと

り,小学区制を確立すること。

(2)働 く青年の教育機関は定時制課程を主体とし,す

べての働く青年の定時制就学を可能にするため,労



働時間内有給就学を保障しうるような立法化を早急

に行なうこと。通信市1課程は,地理的条件等 に よ

り,集団化が不可能なものの就学を保障する本来の

役割を明確にし,企業や自衛隊内に青年をかこいこ

む通信制課程への集団入学は是正すること。

こうした見地から,定通併修課程は特別に設置す

べきでない。

(3)利潤追求を目的とした事業内の職業訓練 。社員教

育を,高校の単位として認定する産学協同 (連携教

育)は公教育の逸脱であり,廃止すること。

(4 職業訓練所 。各種学校は,それぞれ充実してより

よく社会の要求にこたえるような改善をはかるが,

これを学校教育体系にくみ入れ代用させないこと。

2.高等学校においては,すべての課程において一般教

育を重視し,総合技術教育を貫くtll′点に立った専門基

礎教育をほどこし,生産と労働の基礎的な準備となる

教育を行なうこと。戦後,い くつかの課程を併置に止

まった「総合性」を変革し課程間の移動が保障され ,

総合技術教育に置かれた新たな普通教育の創造を可能

にする,新 しい総合制教育の樹立につとめること。

(1)現在の一般教育の内容を再検討し,枝葉末節的な

ものを切りすて,憲法と教育基本法にそくしつつ,

人間の全面的発達をめざす科学・芸術・体育など全

領域の教育を高めること。まして「期待される人間

像」の教育内容へのとり入れは,絶対にみとめるこ

とはできない。

(2)能力・適性の沢1定が可能であるかのようによそお

い,青年を早期に選別する観察指導の強化|ま行なわ

れるべきでない。

(3)教育課程は一定の分化を必要とするがそれは差別

を伴わないものであること。

И)従来のように農・工・商 。水産等のような職業
直結的な分化ではなく,科学の領域にみあ`)た も

のとすること。  し)課程を分化させても,教
科日は基本的に共通とし,時間数の配当において

一定の傾斜をつけるものとすること。  レヽ 基
礎的なものに限定された職業教育を最終学年で行

いうるものとすること。

(4)定時制課程の教育内容は,全 日制課程と本質的な

差異をもつべきでない。とくに定時制課程の現職教

育機関化は許されてはならない。

(5)女子の特性を目実に女子の社会的差別につらなる

教育課程,別学は基本的に認められてはならない。

(6)生徒会,特別教育活動においては,こ とに生徒の

自主性を尊重し,自主規律を重視し,生徒会の横の

つながりを禁圧せず,生徒指導主事の設置など,戦

前的補導制度をつくらないことc

3.高校教育への機会を阻害されている青年に対 して

は,十分な施策を講ずること。

(1)生活保護法の改正,奨学金のわくの拡大と額の引

上げ,授業料減免措置の拡大,教育予算増大による

父母負担の軽減,通学バス。ボートの配置などを通

じ,高校教育への機会や能力の開発をを阻害してい

る条件を排除する努力が一層強力になされること。

12)義務教育の段階で学習におくれを生じているもの

は,基本的に義務教習のなかでそれを回復する措置

がとられねばならないが,高校段階でも,そ の克服

のために特別の指導を行いうるように, クラス定員

・施設 。設備iに よりよい教育条件を用意すること。

13)身体障害児に対する高等学校教育む飛躍的に拡充

すろとともに,精神障害者に対する継続的な養護教

育の施設の整備iをすること。

4.世界の中等教育に比し,あ まりにも劣悪な教育条件
をすみやかに是正しなければならない。

(1)1学級の定員は40名以下とし,定時制課程・専門

基礎教育の時間においては30名以下とし,さ らに少

数にしていくように早急に努力すること。

12)2教科以上の担当を解消し,授業時間数は週15時

間以内,定時制にあっては10時間以内とし,教育研

究や生徒の生活指導等の処理がすみやかに行ないう

る教職員の定数が確保されねばならない,

(3)教員は原則として 4年制大学卒業者をもってあて

るべきで,「多様化」に対応した使宜的な措置,工

業教員養成所にみられたような措置はとられるべき

でない。柔道 0剣道の教師についても同様である。

5。 中学校,大学との関連については,最小限つぎの措

置が必要である。

(1)中 学校におけるコース制を廃止すること。いわん

や職業中学などつくってはならない。

(2)高校入試選抜は,高校増設,小学区制の確立・越

境入学の根絶などの措置がとられた上で,なお入試

選抜の必要がある場合は,内申書重視の方策を講じ

ること。

(3)大学入試選抜に関しては,国立大学の学部および

夜間課程の新増設,大学格差是正を伴いつつ,大学

の独自性を損うことなく行なわれること。

国家統制をねらう能研テストの利用はなされるベ

きでない。
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機 械 学 習 の 実 践
――ガソリン機関の整備・操作を中心に一二

;,rr.' t, rr,,,,,,,, r !,

1.  は  じ め  に

機械学習については第 2学年および第 3学年と,系統

性のある学習指導が必要な事は言うまでもないが,私は

過去を ζ́、りかえってみると,必ずしも良心的な授業ばか

りをやって来たわけではない。たとえば,単なる機械の

分解・組立に理論的なものを加味しただけで事足れりと

したり, 1台の機械を中心にして,フ ァッションショー

よろしく「観察」と称して眺めさせたり,「測定」と称

してやたらに目的もなしにあちこちを計らせる, といっ

た具合である。そこで,反省の上に立 って,「何を」

「どれだけ」「どのように」指導した らよいか,考え

てみたこ機械学習として取りあげるからには,それには

使用目的があり,その目的にかなった整備点検 が な さ

れ,実用化されるものでなければならない。そして題材

として取りあげる機械の目的性を追求しながら,機械の

一般性を把握すると共に,その機械のもつ特殊性をも生

かすように整備し,活用できる所まで進み,さ らに他の

機械まで発展する素地を養うものでなければならない。

2.学 習のねらい

機械学習における共通理解点について,小池一清氏は

次のように集約している。 (本誌1966.11月号)

①道具から機械への発達 ②動力を伝えたり運動のしか
たを変える機械のしくみ (機構 0回転力伝動とトルクの

変化など) 3機械各部の構造と機能 ④機械各部の組
み立てられかた ⑤運動部分のまさつ抵抗とエネルギ損
失 0ま もう C‐機械をつくる材料 ⑦機械の点検 0整備
③エネルギ変換と原動機

私は自分なりに本実験においては,学習のねらいとし

て次の 4項目をしばってみた。

① 機械はどのようなし′くみで成り立っているか。
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(構造・機能 )

② 各部分はどんな運動をしているか。 (運動伝達 )
③ エネルギはどのように変換されるか。

(エ ネルギ変換 )

④どんな材料が使用されているのか。 (材料 )
つまり学習の主なねらいはエネルギの伝達とその変換

にあり,そのための手段としてガソリン機関をとりあげ

た。すなわち,「機械とは,動 くものであり,仕事をす

るものである」ということから「そのためには運動や,

動力をつくり出すしくみはどうなっているのか」という

ふうに,原理を追求していきたいという意欲を大切にし

ながら,生徒の思考力が高まるような学習の展開を考え

てみた。世の中に,機械としての典型的なものは存在し

ないので,機械に関する理解を1幅広く育てようとするな

らば,身近にあるガソリン機関を系統的に, しかも実用

的な面まで指導するのが自然ではなかろうか。

3.学 習指導の形態

教科の性格,技術の理論,指導の形態については,本

誌においても多くの研究,実践例が示されている。すな

わち,題材にとらわれずに,機械一般の観′点から,機械

要素,材料等を教具により指導する方法と,学習の重点

として題材をきめて,こ れを処理する過程の中に機械要

素,機能,材料等を入れていく,と いう2つに分けられ

るように思われる。

本実践においては,学習の展開の中心をガソリン機関

の分解・組立てにおき,附随的に実験・計測をとりあげ

た。技術・家庭科の日標のひとつに「倉1造し,生産する

喜び」がある。生徒が体験し,習得した知識や技能をも

とにして思考し,問題を解決し,進んで新しいものを生

み出していく学習を行なわせ,喜びを味わわせ るため

に,エ ンジンの分解・組立等の整備作業や,エ ンジンの



使用,管理に関する実用的な知識,技能を学習指導の中

核とした。しかし,こ こで言う所の技能や実用的な知識

とは,あ る特定機械の整備に関することがらのみではな

い。技術革新の時代において,今 日の技能は明日は通用

しないかもわからない。したがって,あ くまでも機械の

目的性を追求しながら,さ らに他の機械まで発展させ得

る素地 (か まえ方, とらえ方)を養うことである。

4.学 習 の 展 開

原動機学習は単なる技能を習得するものではない。原

動機の学習をとおして,機械の機能,構造,材料につい

ての知識を得ると共に,それに応じた整備の基礎もおさ

えなければならない。そこで指導の段階としては,

原動機の概念一一 各部の構造 。機能 0材 料 の研 究一―

一―整備―→計沢1-一運転操作

という流れによったが, これだけでは個々の知識,技能

の習得に終ってしまうおそれもあるので,原動機の動的

な状態における機能の研究も必要であろう。つまり,

静的な研究一一構造的な理解一―機能面の動的研究

が必要ではなかろうか。

以上のような線にそった学習指導計画,教具,実験,

計測について述べてみたい。

従来行なわれて来たプロジェクト学習においては次の

ような欠点がある。すなわち

① 事前指導を一括して行ない,その後製作等の実習を
行なうので,実践をとおしての理解が定着しない。

② 指導のステップが大き過ぎると,進度が揃わない。
そこで後述の指導計画の実践にあたっては,次の諸点

に留意ヒ′た。

① 予備概念形成のための実践的な学習 (エ ンジンの試
運転)を最初に行なった。

② 事前指導|まできるだけスモ′―ル・ステップに分節し
アこ 。

③ 各ステップで完成した生徒 (グル_プ)は必らずス

トップさせ,全体のまとめをした。

① 進度の不揃いをなくするために,進んだ生徒 (グ ル

ープ)に対しては別に適当な題材を与えた。

⑤ 知識・技能の理解についての指導は「作業の直前」
に行なった。

⑥ 知識,技能,態度といった直列的な扱い方でなく,

「知る」「考える」「行なう」という3要素が相互に並

列的な関連をもつように 1/,で きるだけ評価含みの学習

活動を行なうようにした。実習記録は毎回提出させた。

⑦ 実習記録夫|ま ,ガイ ドとしての役割のもとで,終始

これに抱束されるものではなく,記録することによって

考える態度を身につけさせることをねらいとした。また

これは報告書としての役目も果し,評価の対称にした。

③ 実験・計測は,原理,知識などを実験をとおして確
認したり,技術的な思考をして,正確な技術の習得に役

立てるためのものである。

⑨ 整備作業の最終段階は運転調整である。始動するエ
ンジンの完成を目的のひとつにしているので,こ こで各

部分の一貫した機能について再確認させた。

(1)学習指導計
①主題 ガソリン機関
②累計時数 25時間

C指導目標

ア.往復内燃機関のがスの作動原理,機関の機構およ

び,機械要素ならびにそれらに用いられる鋼,軽合金,

燃料,潤滑油などの機械材料について理解させる。

イ.安全,経済,長寿命を保てる操作のしかた,な ら

びに工具や沢1定具を正しく用いながら,分解,洗浄,組

立,調整を正確に行なう整備のしかたを習得させる。

ウ.機械の構造や各部分の機能を原理的に考察しなが

ら,合理的に作業を進め,自主的に研究する能力と態度

を養う。

④ 具体的なねらい。

1知
識葛轟夢

|

И エネルギ変換装置としての原動機の意味について
И)4サ イクル機関と2サイクル機関の動きについて
u 機関各部の名称と構造 。働きについて
0機関本体  ・燃料装置  。消音装置  0点火装置
・冷却装置 ・潤滑装置
l■l 動力伝達の系統としくみについて

・ クラッチ ・変速装置  ・歯車  ・ベル ト
・チェーン ・軸

囲 燃料および潤滑油の特質について

l■l 整備用工具の種類と用途について

H 各部分の一貫した機能について

燃料タンク→気化器→シリング→ピス トンー連接棒―

―クランク軸→クラッチ→変速装置一後車輪

ク)軽合金,鋳鉄,合金鋼,銅,パ ッキン等の材料が

各部の耐圧,耐熱,耐摩耗,耐食などの目的に応じて使

用されている。

い 機械の使用 に 転 )と 管理について

|::::::::::::::::::::|

И 各部の分解・組立,洗浄,手入れ,点検,調整
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И)各種の沢l定
171 材料,工具の使い方

国 運転操作
・ 以上の各作業の正確さ

|:::::::::::::::: |

И 作業の計画が能率的に,自主的にでき,ま たグル

―プ学習の場合の協調性

に)安全と責任を重んじて作業する態度
1   関        心

   |

И 機械の発達と産業や生活について

⑤ 学習内容
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5。 理解をたすけるための自作教具

(1)部品展開板

中古エンジンを分解洗浄し,展開板を製作した。各部

品の展開位置はできるだけ機能面から考えて,関連ある

箇所に位置づけした。これは掛図,教科書等による平面

的なとらえ方でなく,立体的に,構造的に理解させるた

めの視覚物である。

(劾 点火時期調整装置
点火時期の調整においては,断続器接点の開く時期の

とらえ方は,案外むづかしいものである。そこで次に示

すような簡単な装置で,パ イロットランプにより視党的

29
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(配 線 図)

にとらえるようにした,こ れは点火時期調整用以外に,

機関の回路計としても活用している。

は)点火試験装置 紙面の都合で省略する。

6.実 践的能力を高めるための計測について

(実 体 図)

計  測

1 
作 ガソリン機関の行程,す きま容積を沢1定し,行程容積圧縮比を計算する。

業 / +7, AT -/te, ,1) y r,T -t, ./ 7y t) / r"

作 業 要 領

行程容積,圧縮比の計測
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L)行程容積,圧縮比の計波1
エンジンの行程,すきま容積を浪1定 し,行程容積,圧

縮比を計算して,エ ンジンの性能の理解に役立てると共

に,精密に測定する態度を養うことが目的である。なお

ここでは,圧縮比とノッキング,オ クタン価とも関連づ

けて考察させ,エ ンジンの経済的な面まで目を向け さ

せ,発展させるのもねらいの 1つである。

(2)ピ ストンの計沢1  省略する。

7.お  わ り に

紙面の都合で実習記録票,計測記録票 (ピストン),

点火試験装置について説明できなかった不手際をおわび

したい。

原動機学習においては題材が限られているので,正確

な密度の高い指導を行なわなければ,特定機械のイメー

ジしか残らず,一般機械に対する構えは把握できない。

また,指導内容は生徒の必要感の高まりに応じて題材を

スモール 0ス テ ップにとりまとめた方が効果的である。

そして機械は模型ではなく「生きもの」であるとの認

識のもとに指導を行なったので,理論の追求,整備の実

習には特に熱意を示し,ま た作業能率を高めるための合

理的なくふうも自主的に行なうような傾向がみられた。

本実践報告には,前 i記の記録票,装置,および評価の

問題,等意をつくし得なかったものが多いので,また何

等かの機会に発表し得たら,と 思っている。

雑な報告ではあるが諸兄の御批判,御指導をお願いす

る次第である。 (大阪市立旭陽中学校教諭)

苫技術失圃識

ゝ

中共製品が東南アジア市場へ

現在,中共の万年筆が日本でひじような売行をしめし

ていることは,周知のとおりである。その安価なわりに

質 もよくて,日 本の万年筆メーカの驚異となっているが,

:東南アジア市場には,中共製のミシンやクロック (かけ

どけい。おきどけいなど)が急進撃してきていて,東南
アジアを頼みの市場としていたわが国のメー カに とっ

て,大きな脅威となってきている。

これらの中央製品はともに日本品より安価であり,直

:線ぬいミシンは日本品より30～40%割 りやすであり,ク

ロックでは,20%程度安いという。しかも「安かろう悪
|かろう」でなく質もなかなかよいという。このため,中

共ぎらいのマレーシアにも,シ ンガポール経由で大量に

輸入されている。数年前までは, 日本製品の物まねにす

ぎなかった中共製品が,なぜここまで成長したか,その

原動力を考えてみる必要があろう。

合成皮ぐつ量産ヘ

合成せんい,合成ゴムについで合成皮革がくつの分野

に急激に進出しようとしている。かつてナイロンが「絹

をめざして絹をこえた」といわれたように,最近の合成

皮革は天然皮革とほとんどが区別がつかなくな ってき

た。これまで合成皮革でくつを生産したばあい,合成皮

革は通気性がないという難点があったが,ア メリカのデ

ュボン社 (ナイロンを開発した会社)が「コルファム」

という合成皮革を開発した。これは天然皮革と同様に平

方あたりに数万の細い穴が化学的にあけられて, くつに

したばあい,内部の水分や熱を外部に発散させ,外部か

らは水がしみこまないという特長をもっている。すでに

わが国でも,量産の可能な紳士ぐつがデパートに出まわ

っている。

せんたくと洗剤の適量

たらいで洗う場合,洗剤の濃度0.1%で洗浄力は70%,

0。 3%では83%,0,5%と なると81%に下がる。せんたく

機では 0・ 2%(30′ の水に対して 200 ccのカカップぱい

一-60g)が最適で,水温は 40° Cがぃちばんいい。合

理的なせんたくるするには,計量カップ,できれば温度

計も必要ということになる。 (R)

I
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Jヽ 学 校 家 庭 科 の 自主 編 成

は  じ め  に

小学校においては男女共学は無理なく,自然にすすめ

られているが,第 16次教研集会の各地区の報告書や,発

表の中で,昨年からの懸案であった,「 ミシンは,か ら

ぶみ程度でおさえ,中学校にゆづり……………」

という問題点について,次のような疑間がおこった。

小学校に施設用具がない,発達段階からみてむりだな

どの,現実の実態から,中学へ送るのだというような,

「いれかえ主義」を自主編成だと受け取っているのでは

なかろうかと。それと同時に

。われわれの目指す家庭科とは何か。

。それをヒ́ていくための自主編成とは

といった本質的なふまえが必要であるということから,

もう一度基本に立ち戻って学習を深めることにした。

そこでわれわれの目指す家庭科とは何かということに'

なるが,原則的視点をふまえ,家庭科教育を教育全体の

視野の中でとらえながら,また民族の歴史的展望の中で

とらえながら進めるべきであると,討議がくりかえされ

た。つまり自主編成とは,

ミシンを中学に移したとか,教材の入れかえをやった

とか,時間不足解決のため教材のだきあわせをやったと

かいうような,「教師の自主的」な計画で効果をあげる

ことはでない。指導要領と同じ内容であっても,子 ども

に生活の中にある矛盾を気づかせていく教師の姿勢に問

題があるのではなかろうか。また子どもの要求をくみあ

げ,父兄の要求をくみあげようと努力するが,こ れも真

実の要求をくみあげることが大切である。まがった要求

が,ゆがめられた社会情勢から出てくる。それがゆがん

でいるものだということを見透す目をまず教師がもつべ

きである。つまり教師の意志や姿勢に問題が課せられて

いるのであって,真実を追求することである。

教科書はどうなっているか
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現場では,ほ とんど教科書を手がかりに学習を進めて

いるが,こ の指導要領にもとづいてつくられた教科書を

みても,全体として社会についての科学的認識から子ど

もの目をそらせようとしている。

現在ある家庭生活をそのまま認め,それにうまく順応

し,家庭を楽しくする技能だけが主軸になって, 日本の

家庭生活の上にみられる歴史的,社会的な問題にはふれ

ず,人間関係や,生産関係や,低賃金,貧困の問題など

が,すべておおいかくされている。

このような教科書の中味を学習した子どもたちに,は

たしてどんな力がつくのだろうか。

現在の家庭科の教科書は

(1)家庭生活を全体として,統一的,科学的にみる視点

が久けている。

衣食住の生活技術を要素的な1個′々の技能に分解して教

えるようになっているので,統一してつかむことがで

きない。

「おもしろくない」「わからない」という子どもの抵

抗にあって,教師が段階,拡大標本,ス ライドと,さ

まざまなくふう,努力をして作品をつくらせても,子

どもたちには,ボ タンつけはわかった。台ふきはでき

た。ちり箱の修理ができた。野菜サラダができた。の

れんや袋ができた……と受けとられ,こ まぎれのよう

に 1つ 1つ の作品が生活の中でのつながりをもたずに

ばらばらな形でとらえられている。したがって生活全

体をみる目を育てることはできない。

(2)単元のねらいと,題材が分裂している。

小 5 単元  “食事の手つだいいをみると,
C 台ふきつくり
イ.裁縫用具の種類と使い方を理解する。
口。使いよい台ふきを作るために地質や台ふきの大

きさなどを知る。

ハ。なみ縫い,玉むすび,重ねつぎなどの基礎的な

技能を習得させる。

Ｆ
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二.製作の楽しさや,製作品を使うことの喜びを味

わい,家庭に役立つものに関心をもたせる。

となっている。食事の手つだいをねらいながら,台ふ

きつくりをすることでおわっている。

食事の手伝いという単元であるとするならば,食事の

大切業,その仕事の大変さ,それを家族の1員 として

どのように分担するかを考えて,実行するために題材

が設定されなければならないはずである。にもかかわ

らず,さ いほうの用具の種類,使い方を理解し,布の

地質を知り,ぬ うための技能を教え,台ふきをつくる

楽しさ,使 うよろこびを味う,と 食事の手伝いとは無

関係にならべてある。

小 6 単元  “ノレン作 り｀についても「布,糸利用
の日用品」を, ノレンまたは壁かけに限定した取り扱

いをすることは, 日用品の現実生活での発展的な意義

を考えさせることを困難にする。ひまのある消費生活

に適当な,楽 しい日用品作 りでは,現実に目を向けさ

せることができないばかりか,被服の基礎的技能を系

統的に身につけさせるというねらいからもはずれてし

まう。

8)家事処理技能の合理化

「生活をいっそう合理化する」とか。「家庭生活をよ

りよくしようとする態度を養 う」とあるが,たとえ科

学的に合理的に家事処理をしても,それから生活の矛

盾をつかむことにはならないと思う。合理的にという

ことは,その時点において処理することの要求に応じ

たにすぎず,無方向で,現実をそのまま認め,や りく

りさんだんをしていると考えられよう。

14)内容が子どもの生活とむすびついているか「……わ

たしたちは,家の仕事を協力して早くすませ余暇時間

をじゅうぶん……」とあるが,こ れでは,余暇が家事

処理の合理化によってとることができ,また心がけし

だいで,と れるかのような気持になってしまう。

しかし余暇がとれない実態を,労働時間,それにつな

がる賃金問題,更に家事労働などの問題につながるこ

ととして,し っかりみつめさせる必要があろう。

また,「すずしいすまい方Jを ,教えるのに,ル ーム

クーラーや扇風機の宣伝をし,のれんをつくらせてお

わりにしている。すずしくすまうためには,ク ーラー

や扇風機があればよい。しかし今の生活ではのぞめな

いから,のれんをつくらせて涼しくなったつもりにさ

せる。のれをつくることが悪いのではなく,自然科学

や社会科学の法則を現実の生活の中でたしかめること

をしないで,のれんづくりが最終日標になったり,そ

のために技能面が強調されたり,また,「金がたまっ
たら, クーラーを買うのですよ」という,あこがれや

願望で学習を終わらせてはいけないと思うのである。

研   究

(1)家庭科担任の問題と施設・設備

① 家庭科で,何を教えるかの視点がはっきりしなヽヾ
ため,小学校では,予算面,施設,設備,教授体制

が軽視されているのではないだろうか。

○「小学校では,施設,設備の不足などから,また既

製服時代ではあまり使用されなくなった ミシ ン

を,中学校で指導してもらえればいいのではない

か」

×「小学校でミシンをもっとしっかり指導してくださ

ると,ブ ラウスの製作がスムーズに行くのだが,

という中学教師の意見もあるが」

△「昨年の話し合いで, ミシンはからぶみだけを小学

校で徹底させ,ぬ うことは中学校へゆずってとい

うことだったが,それが自主編成なのか」

○「 ミシン教材について,台数がたりない。児童の発

達段階にあわない。安全教育の面から適当ではな

い, ということで小学校の教科課程から取ってし

まって全面的に中学校でとりあげるようにする。

という意見の一致を昨年やったが,そ うすれば,

中学校は,それをどう受けとめ,どのように消化

するのか」

×「児童がミシンに対して非常なる興味を示す。特に

男子は,喜んで飛びつくから,小学校に何とか残

し,さ らに充実させたものにするため予算化を強

く要求すればよい。だんだん設備もよくなって来

た」

△「 ミシン教材は,台数が不足とか,安全 でない と

か,取 り沙汰されているが,端的に言って現在の

社会状勢の中で, ミシンのぬい方等に時間を費す

ことがそれほど大切なことなのか」

○「 ミシンを取り扱 うより,む しろ,現生活の中で,

手ぬいの基礎 (ボ タンつけや,簡単なぬいあわせ

など)を習得するほうが必要ではないか」

×「実態調査をやったところ92%の家庭にミシンがあ

り,しかも 1日 に平均40分も使用している。用途

は,衣服の製作が60%を しめ,つ くろいが30%と

なっていた。このことから, ミシンは家庭生活に

必要だから,何 とか現行通りすすみたい。」

△「この調査からして,たまたま何かの製作をやって
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いる時にぶつかったのではないか。現在の家庭生

活で,生産的な衣服の製作がそんなになされてい

るとは意外だ。一般の家庭にあるミシンは殆んど

使用されず,利用しても簡単なものしかつくらな

い。将来はこの傾向にあると思う」

○「何にせよ, ミシン教材を通して,生活のゆがみを

指摘する何物かがあるとすれば,それは教師の指

導で運営すれば結構だと思う。が現状をキャッチ

し,近き将来を見つめる時に,中学校段階に全面

的にゆずることにして,小学校では,見送るべき

ではなかろうか」

×「近き将来を見通す態度を養 うためにも, ミシン教

材の取り扱い方については教師がはっきりした姿

勢を持つことが先決であろう」

② 小学校で何を教えるかを明確にすれば,当然,担
任がやるべきではなかろうか。それをわざわざ家庭

科専科制にして,いやがる女教師にむりや り家庭科

をおしつけたり,また低学年の女教師が時間数が少

ない理由や,男教師は技術面にうといな どの こと

で,割 りあてられることがあるのではなかろうか。

これでは全人教育の広い視野からして,不可解であ

る。

③ 施設・設備・道具のない中でも,やはり実習もし
なければならない。児童は,まな板をは じめ とし

て,こ んろまで全部かかえてくるが,こ れは自分が

つくりだす自分の仕事に対して他の何よりも喜びを

あらわしていることとして高く評価すべきである。

と共に,その作業を通して,いろいろな面に目をむ

けさせるよう教師自身が意図し,姿勢を正すべきで

ある。

=例 =

ゆで卵と青菜のいため (小 5)  ~

1教師のねらい |

O労働と生産のねうちを理解させる。

O農産物の価値について

(農家と消費者とのかかわりあい)

O材料のえらび方

(鮮度,時季のものと値段)
。材料のもつ性質と正しい扱い方

(野さい,油 )
。生野菜の栄養と,熱を与えての変化,美味で栄養

のあるのは

。調理のくふう,応用
。もりつけのくふう

このように家庭教育は,子 ども達の生活経験から出発

し,子 ども自身の要求を組織することから題材が構造さ

れなければならない。その内容は手法を追うのでなく,

他教科の科学や芸術をいかし,創造的につくりあげてい

くのでなければならない。その結果は,現実の生活との

かかわりあいがどうなっているのかを,集団討議で明ら

かにしていくのである。

現実の生活のきびしさに目をふさぐことなく,正しく

みつめ,学習した内容は,家庭へもちかえり,現実の生

活にあてはめていかねばならないと思う。

(鹿児島県国分市東小学校教諭)

(2)前年度の県教研の話し合いが,地方に浸透せず,メ

ンバーは毎年変更するし,積み上げがなされ ていな

い。それで同じ討議のくり返しである。積み上げをす

るためには,サ ークルを作るべきである。

(3)文部教研にはレポートもよく提出するし,出席率も

良いが,教組教研には, レポートの提出が少なく,出

は  じ め  に

第16次教研集会における各地区集会の報告書の集約に

表われた共通点・問題点をあげると,つ ぎのようにまと

められる。

(1)自主編成の意味がよく解らなかった。
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席率も少ない。これは教師の意識が低いことと,校長

(指導行政)の圧力がかかることが考えられる。教師

の姿勢が大切である。

(“ 施設設備の不足により,能率があがらないが,も っ
と積極的に予算を獲得すべきである。

年年年 /贔
|

12

18

10

栄養と献立 ,

衣 生 活 の

時  数

57
28

(88)
30

(70)
(20)

25

40

15

20

40

315

食 生 活 につ い て

被 服 製 作・整 理

家  庭  機  械 機

金
被

設

木

設 計 製 図

木  材  加 工
生 活 の し か た

さ  い  培

■ 1年生は共学そのままで行なっても障害はない。

b2年 ,3年は被服製作と金属加工,機械 を選択 に

し,男女の能力に応じて選ばせる。

C商業は商品の流通,一般的日常の事務に関する基礎

的知識など必要である。

(a試案についての一部実施の報告 (3年の電気教材)

a共学についていい点
。男女の区別なく平等の立場で敬愛協力し勉強する。

。女子の職場進出が多くなりつつある現在,多種多様

の職種を自己の能力に応じ,個性の伸長を考慮して

選べること。

b共学の不安点
。技術・家庭科担当の教師の問題

。電気・機械関係を男子教師担当とするか

。栄養・調理・被服関係を女子教師担当とするか

(0 男女共学で実施しようと自分の学校の先生に働き

かけたが,趣旨には賛成しても,実施しようとはさ

れなかった。男女共学の趣旨を本当に理解していな

また実践化には研究する問題がある。

(7)その他の支部では,文部省の教育課程を組みかえ

ただけで,男女共学の試案を作ちてきたのが多かっ

′こ 。

(a 保育は生徒の年令から見て,そ ぐわないので,カ

ットしたらどうか。

産 業 と 技

電

県集会での討議内容

(1)自主編成とはなにか。

自主編成の本質については,次のようなことが話 lノ合

われたっ

自主編成とはミシンを中学に移したとか, ミシンを

学年初めに指導して, 1ケ年かかって定着 させた と

か,運針を中学からの要求で毎回 5分ずつ年間通して

,や って技能をあげたとか,「教師の自主的 ?」 な計画

によってやったというようなことにあるのではない。

重荷だから中学へまわすなどという簡単なことではな

い。指導要領と同じ内容であっても,子 どもの生活の

中にある矛盾に気づかせていく教師の姿勢に問題があ

るのではなかろうか。

我´々は我々をとりまく広い社会に対し,大きく目を

開き, 1つ の事象に対しても,その奥にあるものをよ

く見究めるような目を持たなければならない。正しく

物を見る日,本当のことを聞く耳を持たね ばな らな

い 。

また子どもの要求をくみあげ,父兄の要求をくみあ

げようというが,真実の要求をくみあげることが大切

である。まがった要求がゆがめられた社会情勢から出

てくる。それがゆがんでいるものだということを見透

す目を教師が持つべきだ。教師の意識姿勢の問題であ

り,真実を追求することが自主編成である。

12)当面の家庭科の任務現状をどうとらえるかき

調理

計 画

械

20
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20

工
　
択

加
　
選
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ヽ
ｔ
ｒ
Ｊ

食
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一
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―
―
―
―
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術
　
　
気

択
　
図

工
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製
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製
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属
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表 1 技術・家庭科の共学による教科課程 (試案)

6)民主主義は男女共学をたてまえとしているにもかか

わらず,中学校では男女別コースの教育課程であるの

は不自然である。共学の教育課程の試案は表 1の よう

である。

① 表 1の試案について

熙
可

10

105



自主編成のとり組みの段階として次のようなことが話

し合われた。

1時間不足・設備不足からくる自主編成時間が不足し

たり,設備が不足するため,教育課程の自主編成を

する場合があるが,こ れは初歩の段階である。

2社会生活と家庭科教材との間の矛盾に対する自主編

成

社会は日に日に進歩していくのに,家庭科教材は,

いぜんとして,昔のままのものをやっている場合が

ある。これでは,時代の動きに遅れてしまう。社会

生活と家庭科教材の矛盾をとらえ,時代に遅れない

ように,教材を取捨選択して教える教師の姿勢が大

切である。これは 1の時間不足 0設備不足からくる

自主編成よリー歩進んだ自主編成である。

3文教政策上からの自主編成

ほんとうの家庭科教育のねらいはなにか。文部省の

家庭科教育政策はその点どうなのか。生産教育にな

ったり,生活技術教育になったり,そのために,男

女別コースをとらぎるを得ない題材の出し方はどう

だろうか。ここにも男女共学による自主編成の必要

が生まれるのではなかろうか。これが自主編成の終

局の段階である。

は)自主編成をどう進めるか。
自主編成をどう進めるかについて討議がな され た結

果,技家の男女共学を実践するためには,家庭科のみ

で討議しても,技術科教師が協力してくれなければ,

成 り立たない。そのためには技術科分科会との合同討

議を行なった。

は  じ め  に

(1)生徒の生活環境

地域全体としては,経済的に特別豊かという程ではな

いが貧困にあえいでいるとい う貧しさもあまりない。保

護者の職業は農業が60%弱 ,キ ッコーマン関係20%弱 ,
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技術科分科会では,既に第17次研究テーマ「 1栽培学

習の進め方, 2総合学習の進め方」が決定していた。

そこで技・家の男女共学の実践をするためには,家庭

科のみで討議しても,技術科の賛同が成り立たないこ

とを申し入れた。技術科では,既に第17次研究テーマ

も決定していたし,話があまりにも早急であ ったた

め,最初は賛同を得なかった。しかし技術・家庭科の

本質について討議しているうちに,生活教育としての

技術・家庭科は男女共学でなければならないと意見が

一致した。その結果,技術科の来年度のテーマに共通

の「技術・家庭科の問題点 (男女共学 。その他)」 を

掲げ,共に研究することに決定した。

最後に自主編成の進め方について,来年度は具体的に

取 り組むために,社会生活と家庭科教材の矛盾,文教

政策上の問題点から, 自主編成の問題を探ってみるこ

とに決定した。

ま  と  め

今回の県教研で強く考えさせられたことは,研究の積

み上げが足りないことであった。そのため同じような

研究が毎年くり返されてきた。しかし,今度サークル

の会員が生まれ,次々に積み上げがなされていくこと

は,大きな躍進である。また技家共通のテーマのもと

に男女共通のテーマのもとに男女共学による自主編成

が進められることに至ったのも大きな前進であった。

来年度は,テ ーマに向って,よ り多くの人々が積み上

げをされることを期待します。

(鹿児島県川内市川内西中学校教諭)

公務員9%,その他約11%と なっているっしかし,保護
者の職業ば農業でなくとも地域の90%は何らかの形で農

業を営んでいると思われる。つまり,農業の担い手が母

親や老人中心のいわゆる3ち ゃん農業で,そのしわ寄せ

がこの地域の女子に来ているのである。この地域の母親

は,全国の傾向の例外でなく,母親であり,農業の主役

主体性をそ去

一 家庭電気



であり,主婦である負担と責任を負わされている。また

周囲にはゴルフ場がいくつもあり,大人のためのセンタ

ーがあり,ゴルフ場等では,キ ャンディなどに物をなげ

与えて,私物化して使うという許せないおとなの断面も

あるという状態である。

レ)地域の生活態度の底に流れるもの

父は外に出て働き,母は土地に執着して黙々として働

く。一歩外に出れば,農産物の生産者価格と消費者価格

の落差の大きさに憤 りを感ずるはずなのに,それが父親

からも母親からも生徒の生活にしみていかないのであ

る。追従的であり,あきらめが生活を無気力にしている

ようにも思われるが,こ の地域の人たちは,自分たちの

生活を見つめる力がない事も事実である。毎日働いてい

えば,要求など出さなくともたべていけるおだやかな平

和郷が時代とともに自己を変革していく事に不感症にさ

せ,それが生徒の上にも反映しているように思われてな

らない。それと男尊女卑の風潮が相変らず強い。上記の

ような生活形態においては,ま すますそれが強くなるの

は当然の成りゆきである。父親と母親の生活感情のギャ

ップの間にはさまれた生徒たちは,特に女生徒は,どの

ように生活の指針を生み出したらよいのだろうか。生き

ぬくための苦しい試練はない。物言わなければ住みよい

という中に育った生徒は,直接自分に利害がつながる事

において当然必要な事も要求せず,いやな事を拒否する

事も少なく,女は男よりも能力がないと言われる事に甘

んじ,克服していく力を組織していく事を知らないので

ある。

働 く母をみて,新聞や本を読む時間がなくとも,母の

日を意識しなくとも,仕方ない事なのだと了解している

のである。ここに厚い壁があり,特に生徒の主体性を育

てなければならない要因があるのである。

家庭電気指導例 (中 3)

11)家庭電気の扱い方に対する私見

① 男女共通教材として扱えるものも,男子には実習

④ 展開
1    ~~~~~~:「

~~三
I~~ ~T~~丁::~~~~~¬

学 習 内 容  1 留  意

1.題材を選んだ目
]i[:][ |『

[:

`は
っきりさせる

授業の目的,授業の

2.材 料配布 )管理をきちんとする。

部品の点検 (名称を

の要素を多くし,女子には模型で代替しようとする傾向

がある。従って,出来るだけ教材研究をして教材を具体

化する必要がある。

② 女子には電気に弱いという先入観がある。従って

興味と関心を呼びさます教材の扱い方や指導技術が必要

である。

③電気は男の専売であるという偏見がある。故に,女

子にも自信と勇気を持たせる教材観を見につけなければ

ならない。

④ 教材を通して,中学校においては,男女とも将来
家庭で協力する基盤がつちかわれなければならない。

⑤ 女子に関する偏見を理解とはげましに改め,男子
に関する模暴感を信頼感におきかえる一場面にしたい。

⑥ 技術革新,消費ムτドの禍中における消費者の知
恵を学ぼせたい。

⑦ 家庭経営の中で,如何に電気機器を,管理してい

くかの方法を身につけさせたい。

(2)指導経過

① 教材 けい光燈 (男女合併)6時間扱い

② 目標 けい光燈の組み立て実習を通して,男女の

協力と相互理解の上にたった両性への新しい感覚を育て

たい。 (人間関係の再確認に中心をおく)

③ 留意点
0女子は終始自分でがんばらせること。

O女子はニッパー,ラ ジオペンチ,ハ ンダごて, ド

ライバーなどの操作を通して,その経験を家庭で

生かせるようなかまえ方にする。

。単に組み立てて完成するよろこびだけでなく,理

論的な思考に支えられなければならない点に注意

する。

。失敗してもくじけない。人をたよらない, 1人だ

け独走しない事を確認させる。

。真の理解と協力の姿を考えさせる。

。理解や協力の感覚を,家庭,学級,社会のそれぞ

れの集団において考えさせる。

生 徒 の 動 き

O興味を示した生徒と興味のなさ

そうな生徒が半々

。やや活気が出てきて積極的に調

べだした。

占
ヽ

第
１
時

３
．
　

①

組み立て (説明と実習)

底ぶたに安定器を と りつ け

グループごとに作業計画を立て

させる。

座金はね じしめのために必要な

説明を聞くよりも早 く組み立て

たい空気。

座金 0ナ ット等の部品をさがし



第
　
２
　
時

る。

② 反射かさにフレキシブルパイ
プをとりつけ台に固定する。

③ 配線コードをランプソケット
の金具にとりつける

④ ランプソケットを反射かさに
とりつけ, リード線 4本をフレキ

シブルパイプの中を通す。

⑤ 配線図による配線の練習

⑥  スイッチヘコンデンサーをと
りつける。

⑦  コードの配線ハンダづけ

③ スイッチ固定
⑨ 点燈試験
⑩ 台と底ぶたのねじしめ。

部品であることを説明

スプリングワッシャーナットの

しめ方に注意する。

リード線から,い線を出すときビ

ニール被覇を切 りす ぎ ない よ

う。

ハンダごての使用法 (温度が高

するぎとハンダはのらない。温

度が低すぎるとハンダがつかな

い。よくつけるために, ソケッ

トの刃を紙やす りでよくみがき

さらにペーストを使用してつけ

る。

0ハ ンダの量に注意する

O長いビスでとりつける。

O接続の要点をしっか りお さ え

る。

。コンデンサーの位置は点燈スイ

ッチ側。

・ 配線をあやまらない よ うにす

る。

。点燈スイッチ側に必らず両極か

ら 1本ずつのリード線がくるよ

うにする

。自分の作ったけい光燈をもとに

して考える。

O点燈した満足感だけに終らない

ようにする。

O故障の原因をつきとめる能力を

つける。

Oけい光燈の生命を長もちさせる

方法を知る。
O思 ったことを書 く。
。自分の生活をみつめる

懸命にとりつける。
。かたねじはボックスを使用して

しめていた。

。形がスタンドらしくなってきた

ことに満足を感じていた。
Oニ ッパーの使い方が 3本 目4本

目位で上達してきた。
O女子は自力を守 りつづける。
。きん張した面持ち, 特 に女 子

は,男子に救いを求める。
O女子に対して,手伝ってやる男

子,つ っばねている男子,説明
している男子等, リーダーによ

るグループの差が表れる。

。部品管理の悪い生徒は能率が落

ちる。

。ハンダづけの悪い生徒はランプ

ソケットのふたがしまらないで

苦心していた。
。グループ毎に,色 えんぴつを用
いて配線練習をする。

一番の難所であり,男女とも苦
心 していた。

。コンデンサーのつけちがい,配
線ちがいが 目立つ。

。進度の差が開いてきた。

C女子は男子にずっとお くれた。
Oハ ンダごては男子が優先的に使

っていた。

。おそるおそる電源を入れ,ス イ

ッチを押す。

歓声,落胆の声 こもごも。

|。
男子の理解度と女子の理解度に

差が生じるがグループで考えさ

せると,女子の理解度が増した。

。どこが故障しやすいか体験にも

とずいて話し合っていた。
O電気代を経済的にするにはとい

う話し声。

。こんごどうするかを考え話し合

われていた。

。市販品に対する批判多々あり。

第
　
３
　
時

第
　
４
　
時

第
５
時

4.回 路とけい光燈のつ
みについて考える。

① 押しボタン式

② グロースタータ式の
燈作用,部 品の働き等

いたしく

回路 と点

を知る。

5。 けい光燈の保安についての知

識を身につける。

。実習直後の惑想文の記録

。市販品を購入するときの留意点

を考える

3θ

第
　
６
　
時



実 践 後 の 感 想

20時間のうちで何をどれだけ,どのように効果的に扱

うかは,家庭機械の教材の選び方時間配当が非常にむず

かしい。ともすれば,屋内配線にしても,けい光燈にし

ても,ア イロンにしても,表面をうっすらと,なでて通

る式の授業に終ってしまい,その底に沈んでいるものを

かきまわす事なしに,やれやれということになりそうで

ある。屋内配線も,シ ンボルゃ,配線図の描図や読図に

神経をうばわれていては,やはり動的な歴史の中で,家

庭科の姿をとらえる事はできないと思うのである。けい

光燈については,900円の材料費をかけて,は じめての

経験である組立て実習など女子に必要のない,模型だっ

て充分だという批判もあると思う。しかし配線も,し く

みもそして人間性の理解も,作業を通して,は じめて現

実に肌で感じ得るのである。

(1)社会科学的見地から,

人間性の再確認として,男女両性の理解を同じ作業を

するという同一基盤に立って考えさせたいと願った。上

下関係の中では,ほんとうの人間性理解はなされないと

思うからである。教材と教科書をみつめた時,900円の

材料費をかけても,男女いっしょに作業をし,理解し,

協力していく事が家庭科の本質として必要なことだと判

断したわけである。900円 は,生徒が健全に生きること

を考えるための出費としたら私は高くないと思うのであ

る。実習したけい光燈は市販された場合1500円から1600

円位である事を思えば,生産から消費へのルートヘの批

判も当然生れ,それが消費者の知恵となって蓄積される

のではないかと思う。資本主義体制の矛盾を肌で感じさ

せ,物の価値よりも低下しているような人間関係を再認

識させ,さ らに悩みや矛盾を生活するエネルギーに変え

るためには,教師が教材を前に,生徒とともに生活をみ

つめ,自 ら求め,追求していく事が必要だと思う。

惨)自然科学見地から

当然理科との関連において電子の概念,真空放電の原

理,電流の回路,直列並列の接続,安定器の2作用 (高

電圧発生と電流制限), コンデンサの働き等,電気に関

する単元が集約されて組み立てられている事を知らせ,

さらに放電という現象は,大きなエネルギを生み出すこ

とから,発展的に,原子力平和利用が,人類の願いであ

ることを感覚的に知らせられたと思う。

旧)実習直後の生徒の感想から
。 男子の感想例
① ずばり言ってよかった。それは俺にとって,けい光

燈を作ったのは今度がはじめてであったから。女子は,

男子がハンダづけを手伝ってやった時などいい気になっ

ていた。しかし,俺達も悪かった。そういう女子に対し

て,めんどうなのでハンダづけをしてやるだけで,結局

何も教えてやらなかった気がする。 (0)     `
② この実習の反省として,協力があまりよくなかった

と思う。協力は理解し合い助け合う事だが,作業を手伝

って作ってやることではないと思う。これは,男女どち

らの責任でもある。しかし,女子は甘える態度は好まし

くない。俺は協力ということをもっと根本的に考え,反

省した上であと何回か,女子といっしょに授業をし,ほ

んとうの意味の協力を味わいたい。 (Y)

② 初めて女子といっしょに授業をして,女子というも
のは男子がいるとその男子に甘えて,自分の力を出し切

る事ができないようだ。男子がどうにかしてくれるだろ

うと思っている。男子もまたやってやるからなおいけな

い。 (S)

。 女子の感想例
① 女子でも出来る事がわかった。しかし,途中少し男

子に手伝ってもらったが,その事自体が電気に弱くなる

もとだと思った。 (N子 )

② 初めは不安であったが作っている時とても楽しかっ
た。男子の人柄がよくわかったように思う。自分勝手な

人,親切によく教えてくれる人など,こ ういう作業でな

いとわからないところがわかったように思う。 (H子 )

③ この実習で男女の協力はすばらしいと思った。こう
いう事が私達の生活にもっとあっていいのではないかと

今さらのように感じた。 (Y子 )

④ 私が出来なくて困っていたら男子が来て教えてくれ
た。その人はあまり頭が良い方ではないがとてもよく教

えてくれた。私は彼をあらためて見なおした。 (T子 )

以上,感想の一端にすぎない事の中に,10代の求める

人間像の一部がうかがえると思う。男子は,新 しい感覚

で実行力のあるめそめそしない女性像を求め,女子は,

権威にあぐらをかく男性でなく,理解してくれるたくま

しい男性を求めて脱皮しようとしている。この素朴なイ

メージを無視して破壊してはならない。

(千葉県野田市立福田中学校教諭)



安 全 教 育 雑 感

刀 爾 勇 太 郎

1.安 全教育と私のであい

最近安全教育に関する問題が広島県の裁判を契機にに

わかにわき立つてきたように思う。しかしこの問題は,

技術科発足の時から宿命的に離れることのできない問題

としてくつついていたのである。

現在この方面に活躍しておられる佐々木享氏・桐原楳

見氏 0清原道寿氏は昭和35年 1月 の千葉市での日教組全

国大会で知り合つた。とくに桐原氏は講師として,「精

神修養的な注意で災害は防がれない…」と強調されてい

た。佐々大氏は会員として発表者の中で知り合った。

その後昭和37年 10月 号本誌で『労働基準法の無視』―

大工機械の取扱いと災害一というわずか 2ページの短か

いものだったが,「こんなことがあったのか…自分は無

知だった」と1人ごとを言ったのもこの頃の安全教育の

レベルの低さだった。それまで丸鋸の違法性もまったく

知らずに,すばらしい機械だ,自分の学校にも欲しいと

しか思っていなかったが。これをよみ,38年 8月 号の本

誌上の「技術科教育と生徒の安全」,12月号の「技術科

教育の労働条件をめぐる問題」等の知識をもとに39年度

の産振補助校の発表会に,県の指導主事に質問や反論を

行なったが,文部省のいうような解答にすぎなかった。

ある人は私に「いくら反対しても県の人はえらいのだか

らしかたがないではないか……」と反対的な発言のむだ

なことを忠告してくれた者もあった。私は丸鋸の違法性

すら知らない現場への警告を発しただけでも,一応満足

していた。

何しろ,今 日と違い,技術教育を毎月購読している者

のいない地方としては異様な発言であったようであり,

文部省に楯つく危険な男としか受けとられなかったかも

知れない。

こういう中で,文部省の指導が各県に徹底 してか ,
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『安全教育の手びき』 (B6判 96ペ ージ)が県教委と技

家部会共編で39年 1月 に発行されたし,39年 6月 26日 の

鯖江市鯖江中学校の発表会の時に同校は「わたしたちの

安全規員1」 を発行し,県の好評をえ,参会者に,こ うい

うものを各校でもつくるよう指導されたのである。

各学校で,製本するのもたいへんと,わたしの武生市

の場合は,共同で安全規則を印層」し1部15円位で生徒全

員にもたせた。これは,39年の暮れのことであり,以後

同一のものを使用中ということになっている。

2.安 全規則と届

安全規則ができた39年11月頃,安全規則を添えて,学

校長が安全に対する方針を届出ることになっていた。

学校長とは名のみで,技術科主任の考えが主であるか

ら,こ の時,丸鋸は生徒に使用させないとして出した。

丸鋸でひく板の大きさも何もかかずに出したところ,そ

の日の夕方,市教委から電話があり,いや味をいわれた

記憶がある。一一だが私の考えの背景は,技術教育誌上

の佐々大,原氏等の違法性をよんで知っていたので,決

心は固かった。そして,私の決意の一端と教育的に,丸

鋸は使用しなくとも授業にさしつかえないことを弁明し

ておいた。しかし,それ以後,変 り者として注目されて

いたのかも知れない。

その年の11月 に,岡山県で技術家庭科の全国大会があ

り旅宿で県の指導主事とあい,文部省のいうことももっ

ともだが,業者だって,毎年傷害を受け,年々指が少し

ずつ短かくなるという話をきかされ,文部省の考え方に

多少批判的な人もいるものと思った。

あとで知ったことだが,安全規則と同じに出した届の

型式についてはいろいろあることを知った。

11)ま ったく丸鋸を使用しない (教師のみ使 う)

{2)届 出は使用することにしていて,その実は,生徒に



使用させない。 (教師は使 う)

(3)生徒に使用させる時は教師が立添っている。放課後

のクラブでは使用させない。 (教師が側にいて生徒

に使用させる)

という3つの型に分けられた。

ここで注目したいことは,(2)の型で,表向きは,県の

指導に忠実にしたがってみせ,その実は11)と 同じくまっ

たく使用させない。一一こういう偽善的な校長や教師が

かなりいることをあとで知った。

校長連中にきいてみても,丸鋸は絶対使用させたくな

いという者が大部分であった。

もし生徒に廃疾事故でも起きたら,校長はたいへんだ

というおそれを持っているからであって,労 10」基準法違

反ということは,あまり考えていない。半ば身を守るた

めとしか考えられない態度である。

丸鋸の違法性を強く当局に訴えてこれを廃止させよう

という気運はまったくないのである。

この年の11月 岡山で文部省の河上邦治課長は年間24～

5人の廃疾のあることを明かにし,最近これが22～ 3人

に少しではあるが減少しつつあることは喜ばしいと述べ

ておられた。その後どうなったかは知らないが,も し統

計上廃疾の事故が減少したから,文部省の安全教育の指

導が徹底したのだとか,安全テストのおかげだと早合点

してもらっては困るのである。

表面は使用させる。 (裏面はまったく使用させていな

い)一一こういう届出を正直に解釈していたのでは現場

を正しく認識したとはいえないのである。

わたしは,他校の人にそっときいてみるが生徒に自由

に使用させているところはまったくないし,教師が立合

いのもとで使うというのが 1校あるぐらいである。

3.賠 償裁判を知って

今年 7月 2日 付の日本教育新聞で「 もう1つの教育裁

判」という佐々六享氏の文化らんの記事をよみ,本誌 9

月号の原 。清原氏の論文をよみ,一層この裁判や,丸鋸

の違法性が身近かになったことを知った。

10月 8日池本洋一先生 (東京学芸大)が福井県にこら

れた際この話を私の方から持ち出したところ,鈴木さん

も証人として出たようであり,原さんも池本さんを訪問

したこともあるといっておられた。結果や兄とおしにつ

いて詳しくきくいとまがなく別れたが,こ の裁判が進行

していることは事実だ。

その後「技術教育の学習心理Jと か「技術家庭科授業

入門」などをよんでみても,苦労して原氏が出版したと

いう「技術科の災害と安全管理」などもう一度出してよ

んでみても丸鋸こそは使用させるべきではないという確

信的な考えが生じてきた。            ・

最近福井県教委の渋谷指導主事は日米原子力産業会議

の招きで 1か月程渡米して帰ってこられたので,私は,

「 アメリカでは丸鋸盤を使用させていますか ?」 と問 う

たところ,「 アメリカでも使用させていないねJと いい

「 日本と同様教師用のものだJそ うである。

渋谷主事は,最近安全装置のついた丸鋸盤を考案し目

下申請中とのことだが,安全な丸鋸りができたことは喜

ばしいことだ。しかし生徒に使用させることには,まだ

私自身のり気でない。

丸鋸盤を生徒に使用させなくとも技術教育は可能なの

である。私自身も生徒に使用させたことはまだない。私

自身もまだこわいという気が去らないこ

安全教育などと抽象的なことより,丸鋸盤を使用させ

て安全教育ということはまず不可能で,丸鋸盤が一番の

難物である。手押しカンナ盤も危険度は高い。

4.丸 鋸盤がなくても技術教育は可能だ

丸鋸盤が中学校の技術教室から姿をけすことは,なか

なかだろうが,教育は,こ ういう能率的なものを使用さ

せずとも可能なのである。カンナやノコギリを使わず ,

丸鋸盤を使用させるから近代的だなどというものではな

い。

丸鋸を使用させることは,非教育的であって,こ うい

うものが全国各地の中学校に完備されてきたのに,違法

性の強いことを云々するのも皮肉であるが,こ れは技術

教育が急速に成長してきたための一種のヒズ ミであろ

う。

丸鋸盤こそは,技術教育の最大のヒズミであって,こ

れは一にかかって,広島の裁判にかかっている。今後よ

く注目していきたい。

(福井県武生市第 1中学校教諭)

挙氷 挙 挙



社会党 教育文化政策委員会

学制改革の基本構想 第1次草案
4・ 5・ 504制 の確 立

―-4年制義務幼児教育 010年制義務普通教育――

社会党の教育文化政策委員会は,昨年11月 に「学制

改革基本構想」第 1次草案を発表した。現行学制の改

革論議が,こ こ1～ 2年来,盛んになってきていると

き,革新政党がこうした基本構想をだしたことは大き

な意義をもつものといえよう。とくに「科学技術教育

振興政策」「後期中等教育の再編成」が,現政府,財

界など現体制の支配階級からだされているとき,それ

に対決する1つの対案が出されたことは,われわれが

こんごの学制改革を検討し論議するうえで,重要な資

料が提供されたものといえる。すでに,こ の基本構想

をめぐって,い くつかの批判や問題点の指摘も出され

ているが,こ こにはまず検討資料として全文をかかげ

ることにする。

(編集部)
|

前 文

第 1 学制改革はなぜ必要か

戦後即年の今日,「教育制度」を立て直すべきときに

きている。

(1)保守政権の憲法,教育基本法の軽視とたたかわねばな

らない。保守政権は日には憲法を尊重し,教育基本法を

守るといいつづけつつ,その実は憲法,教育基本法が国

民のものになることをおそれ,国民の意識から憲法と教

育基本法をきりはなし,また,その手段として憲法と教

育基本法の内容の実現を怠り,空洞化する努力を払って

きた。憲法記念日の国家行事をとりやめたり,強行採択

までしてむりやりに建国記念日をあらたに設定しようと

しているのもそのあらわれでさまざまの方法で国民主権

と平和と人権を基調とする現行憲法に応ずる新しい価値

観を,国民生活と意識のなかに定着させないようにして

国民教育の目標を不明確にし教育界を混乱させ,戦後 ,

芽ばえた民主教育の根をたち切ろうとしている。

(2)603制の運営の失敗を立て直さねばならない。

{1)6・ 3制は終戦直後,準備不足のままあわただしく出

発したため,出発当時のキズがそのまま成長の障害にな

って,発育不全の学制となっている。すなわち準備不足
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の第 1は ,国の財政計画のふじゅうぶんであったこと。

第 2は教師養成計画を立てないまま出発したこと。第 3

は国民に 6・ 3制の精神をじゅうぶんな理解をさせない

ままに急いで発足したことであり,こ れらはこんごとも

いつまでも傷跡として残るであろう。

(2)6・ 3制は教育の機会均等の拡大,ないしは教育の量

的拡大には大きな貢献をしたことは高く評価する。しか

しその半面,教育の質の向上,教育内容と適性指導の面

においては, じゅうぶんの成果をあげることは失敗して

いる。ことに 6・ 3・ 3のこきぎみの学校階梯は,わが

国独特の学歴偏重の弊風と合体して,中学 3年終了後お

よび高校 3年終了後の 2度にわたって過熱化した進学競

争を生んで, 6・ 3制全体が進学のための予備校化し,

教育不在の学校経営となって人間形成の機能を喪失しつ

つある。 6・ 3作1は根本的に再検討すべきである。

(3)教育の官僚支配をくいとめねばならない。政府は一方

では,利潤追求の利己的動機による企業の教育的要求に

追従して国民の全面発達を犠牲にし,他方では,朝鮮事

変前後から再軍備の意図のもとに自由な教育制度に対し

て次第に官僚統制を強め,ま た,安保体制をかためる必

要から日教組弾圧対策もかね,勤評や学カテスト等を手

段として教育の権力支配を強化してきた。その結果,教



育に対する管理行政ばかり優先して,こ れに逆比例して

教育界の倉1造的活動を窒息,後退させている。このまま

捨てておけば,やがて,教育行政と教育現場との間の共

通の立ち場を完全に喪失させてしまうであろう。

に)世界は教育改革時代である。第 2次世界大戦後の科学

技術革命は,世界各国に教育の機会均等の拡大と教育内

容改革の必要を痛感させ,先進国は科学教育の拡充を目

ざす教育改革を,また後進国は民族独立のための義務教

育の拡充を目ざし,世界はまさに教育競争の時代 であ

る。わが日本民族はこのような世界の新しヾ情勢に処し

て,世界の歴史の方向を深く洞察しつつ,現代における

国民教育の課題を正しくとらえて,21世紀に対応する民

主主義的教育体制を打ち立てねばならない。

第 2 国民教育運動はなぜ必要なのか

(1)わが党は世界の教育改革の動きをみつめ,国内の世相

の頒廃と教育と教育不在の現実に目を開くとき,深刻な

国民教育の危機としてとらえ,広 く国民とともにその解

決にあたらなければならないと決意している。この際 ,

わが党は民族の未来に対する責任を深く自覚し,憲法と

教育基本法を国民教育の目標として高く評価して,わが

国の学制を根本的に改革し科学日本の建設と平和日本の

形成者として真実と平和を希求する人間形成を目ざす国

民教育制度の確立を期さねばならない。

(2)教育の力は絶大である。したがって,その方向をあや

まるとき教育の力はきわめて危険なはたらきをすること

は歴史の教えるところである。

正しい教育は人類の歴史を切り開くが,間違った教育

は歴史を逆行させる。学制の改革は国家百年の大計であ

り,したがって単なる思いつきであってはならないし,

深い国民の理解と支持のうえに打ち立てねばならない。

わが党がここに発表する「学制改革の基本構想」は歴史

の発達の法則をみつめ,民族のあやまりのない発展の方

向を熱慮して構想したのであるが,決 して決定版として

考えていない。広く国民の討議に訴えて,あやまりのな

い決定版をうるための上台としようとするものである。

(3)わが党はこの基本構想を媒介として,世相の頒廃の原

因はなにか, 日本の進む道はなにか等の諸問題について

あらゆる角度から検討し,教師と父母とその他すべての

国民大衆が子どもの幸福と民族の未来に奉仕する教育の

創造を語 り合う一大国民教育運動を,わが党が国民の先

頭にたって展開したいと念願している。

141こ の「学制の基本構想」は,生涯を通じての国民総学

習体市1の一部にすぎない。平和と民主主義を基調とする

日本社会を建設するためには生涯を通じての国民教育体

制を完成するためには①学校教育体制の基本構想②社会

教育体制の基本構想③学術研究体制の基本構想の 3つの`

基本構想を打ち立て,その実現に努力しなければならな

い。今回はこの「学制の基本構想」のみを発表するので

あるが,他の 2つの基本構想をさらに別途に検討をかさ

ねて他日,発表する方針である。

(励この学制の基本構想を実現するためには綿密な準備と

計画が必要であるとともに,民主教育に反対する政治に

対し,また反教育的な伝統的社会意識にむかって「教育

改革のたたかい」が必要である。ここに20年の長期にわ

たる「20年教育戦争」を宣言して,平和と民主主義を基

調とする搾取なく,圧制のない人間の全面発達を保障す

る「社会主義民族共同体日本」の建設を目ざすものであ

る。

<第 1期 >(こ の構想の決定のときより10年)603制
の下でその充実の線に沿いつつ新学制準備のたたかいを

すすめる。

<第 2期 >(新学制度発足より10年)新 制度の発足の
ときより,古い意識と制度に執着する勢力とたたかいつ

つ,新学制完成のたたかいをする。

第 1部 学制改革の基本構想

第 1章 基本的な教育理念
第 1 「教育観」
(1)教育の本質的機能は人間形成にある。人間を手段とす

るのでなく,人間のもって生まれた素質をじゆぶうんに

引き出し人間を全面的に発達させる社会的機能である。

資本の利潤追求の利己的動機による
｀
すぐ役に立つ職人

教育
´におちいってはならない。また日本の功利主義的

教育観を打破せねばならない。また公教育を私物化して

はならない。

(2)教育の偉大な力を信ずる。人間は自然の法則を身につ

けることによって,それを力として逆に自然を支配する

ことができるcそれゆえに教育による人間形成の仕事は

最大の生産的事業である。教育投資論を否定するが,生

産力倉1造事業としての教育観に立ち
｀
安あが り教育攻

策
´に反対する。国は生産事業としての教育に最も高い

価格を支払うべきである。

(3)政治と教育=政治は社会体制を維持または変革するこ

とを目ぎすが,教育はあくまで個人の人間育成と変革を

目ざす。現実には憲法は日本政治の指標を与え,教育基

本法は国民教育の正しい指標を提示している。政治は憲

法と教育基本法に忠実な教師の教育活動を助長すべきで



あり,それに干渉してはならない。

(4)教育と経済=経済は「物」を生産し,教育は「人」を

生産する。「物」をつくる生産力の中心的要素は教育が

形成する人間の能力である。あらゆる経済政策は教育政

策をぬきにしては成 り立たない。また教育政策は経済政

策と無関係にはありえない。したがって,また国の経済

計画は生産力の発展のための教育計画を重視する

(5)教育と文化一教育の社会的任務は民族と人類の文化遺

産の伝承と新しい文化の倉1造にある。国民教育の日標は

偏狭な独善的な民族主義を排して,広 く人類の科学と技

術と文化を倉1造的に民族のものにすることによって個性

豊かな民族文化を倉1造することにある。

第 2 「国民教育の目標J
(1)教育基本法の目ざす国民教育の日標は憲法第26条の教

育思想にもとづきつぎの 2つの柱を立てる。

第 1 個人の尊厳を重んじ,真理と平和を希求する人
間の育成 (教育における個人的目標)

第 2 普遍的で個性豊かな文化の倉1造 (教育における
社会的目標)

この 2つの日標は国境をこえた普遍的原理である。そ

れを国民教育の目標とすることによってはじめて,世界

の平和と文化に貢献するとともに,国民の福祉に奉仕す

る人間形成が可能となる。

(2)期待される人間像―中央教育審議会の報告による「期

待される人間像」は,憲法および教育基本法の人間像を

否定するものであり,国民教育の目標とすることはでき

ない。

(1)国民教育における「期待される人間像」は少なくとも

「真実と平和を希求する人間像」を柱として,同法第 1

条の示す平和的な家および社会の形成者として,科学的

な世界観と豊かな人間性を身につける,誇 り高い民族的

自党をもった自主的国民でなければならない。

(2)国民教育としての「人間像」は全国民の承認を要する

もので,上からの押しつけではならない。国会の承認を

経ない政府の一方的な設定による「期待される人間像」

を撤回させるべきである。

(3)国民教育の目標と教育階梯一国民教育の日標は子ども

の発達による教育階梯に応じて,は じめ主として文化の

伝達手段を目ざし,つぎに民族の科学と技術と文化を習

得し,さ らに人類の科学と技術と文化を学び,人類の普

遍的価値観に到達することが教育目標の段階的発展のす

じみちである。それに対応して,こ こに教育の 3つの階

梯を想定する。

①第 1の教育階梯の教育目標一文化伝達の手段としての

4イ

医学研修院

司法研修院

教育研修院

成だ｀、

(資格試験 )

読,書 ,算の基礎の習得と基礎的生活習慣の形成 (幼児

教育期)

②第 2の教育階榜の教育目標一民族の科学と技術と文化

の習得と憲法的なものの考え方を身につけさせ,誇 り高

き民族の自覚 (前期普通教育期)

③第 3の教育階梯の教育目標一世界人類の科学と技術と

文化の習得と普遍的な価値観の形成 (後期普通教育期)

第 3 義務教育と教育年齢
1)義務教育の考え方一憲法第26条は 国民の教育権を保
障するとともに,すべての国民が普通教育についてはそ

の保護する子女に受けさせる義務を負う」と定 めてあ

る。したがって現行憲法の義務教育の概念は,つ ぎの 3

つの要素が含まれている。

(1)現行憲法の規定する義務教育の内容は「普通教育Jで

ある。普通教育はすべての国民が一定の教育内容と教育

水準に到達することを予定している。

(2)憲法の規定する義務教育の対象は「保護する子女Jで

あり,すべての未成年に対して義務教育を実施すること

を予定している。

侶)憲法の規定する義務教育は無償である。自己の子弟を

自己の費用によって教育を受けさせることを義務づけた

戦前の義務教育とは異質のものである1
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に)憲法の規定する義務教育は
｀
すべての国民が負 う義

務
´である。

以上の義務教育観に立って,新しい学制は想定されな

ければならない。

(2)義務教育年齢と年数=(1)後期中等教育を含む義務教育

は,すべての国民に期待する一定の教育内容と教育水準

に即応する教育適齢と教育年数を考えなけれ ばな らな

い。したがって,ただ単に就学適齢を起点として財政的

見地から教育年数を定める方式は,戦前のように初等教

育だけを対象とした場合には矛盾はなかったが,憲法の

予定する後期中等教育を含む義務制普通教育においては

就学適齢とともに終学適齢を重視すべきであり,また年

数主義より教育課程主義によるべきである。

(2)憲法の示す義務教育は普通教育の完成教育であり,

また以上の教育的見地に立って義務教育の終学適齢を満

18歳 とし,かつ,民法上,刑法上の成人年齢と一致せし

めるべきである。

第 4 ｀教育権、と奨学制度
憲法第26条により, 

｀
すべての国民は能力に応じて教

育を受ける権利
ク
を保障されている。この教育権を基調

とする学制は,つ ぎの前提条件を具備せねばならない。

(1)すべての国民が進学の義務を負う義務教育はいっさい

無償常1であること。

(2)能力に応じて進学する選抜学校については, じゅうぶ

んな奨学制度が保障されていること。そのためには新学

制は奨学制度の飛躍的拡大強化をはからなければならな

い 。

(3)さ らに,貧困のため素質の全面発達を阻止されている

青少年に対する能力の発見,開発のための総合的な教育

政策が必要である。

(4)心身障害児に対しては低い能力に応じて「特殊教育」

を,特別のすぐれた能力に応じては「特別教育」を考え

るべきである。

第 5 学歴と学力と資格
(1)わが国の「学歴偏重」の伝統は幼稚園から大学まで有

名校を生み,また,すべての学校教育のすべてを予備校

化している。そのために教育不在のテスト主義や進学の

競争の弊害を助長して,青少年のエネルギーを浪費させ

ている。新しい学制は「学歴偏重」を打破する任務をも

っている。

(2)はんとうの「学力Jと は的確な専門知識と新しい思想

により身につけた「創造的な力」,「考える力」である。

この真の「学力Jを育成して有名校をなくし,浪人をな

くし,予備校をなくし,学力のうらづけのある「学歴」

の秩序を確立できるものでなければならない。そのため

には①進学制度を能力,適性に応ずるように改革する。

②大学の進学および卒業制度を改革し,「学力」がもの

をいう制度にする。③学校の卒業はあくまでも一定の学

力の公認にとどめ,社会的制度としての公的資格は別途

に国の行なう資格試験制度によるものとする。

第 2章 学制改革の基本方針

第 1 国民教育体制
(1)国民の人間形成体帝1は出生にはじまり幼児の保育体制

から青少年の学校教育体制,さ らに働きながら学ぶ戌人

の社会教育体制とを一貫して考えるべきものである。す

なわち国民教育体制の全体は,出生から墓場までの生涯

を通じての国民総学習体制である。

け)こ こに提示する学制改革の基本構想は生涯を通じての

国民教育体制の一部にすぎない。わが党は憲法と教育基

本法を基調として,平和と民主主義を確固たるものにす

るために党内外の衆知を集め,討議をかさね て, さら

に,つぎの 2つの基本構想を樹立する方針である。

①社会教育体制の基本構想

②学術研究体制の基本構想

第 2 新学制の基調
(1)憲法と教育基本法の精神と理念を基調とする。憲法の

示す平和主義と民主主義ならびに教育基本法の示す教育

目標と教育行政の諸原則は,人類の普遍的原理に合致す

るものとして高く評価する。

2)教育の本質的目的をしっかりとふまえて,つぎの 3つ

の基調を立てて学制を構想する。

①未来からの教育要素にこたえる一飛躍的発達しつつあ

る世界の科学と技術にたえうる学力水準の向上と,平和

と人類のために科学と技術を活用することのできる思想

の形成を目ざす (社会進歩のための教育の要求)。  国民

教育においては資本主義か社会主義かというイデオロギ

ーの争いが先行するのではなく,それらの問題に自主的

に対処できる自主的な批判力と倉1造力をもった人間を育

成することが教育の目標である。

②現実からの教育的要求にこたえる一国民経済の発展に

貢献しうる職業能力と社会人として必要な倫理的要求に

こたえる (職業教育の要求)。  学校教育は現実社会の人
材の供給機関であり,現実とはなれた象牙の塔 ではな

③発達からの教育的要求にこたえる一形式的な画一教育

にはしらず,能力と適性に応じて個人の素質をじゅうぶ

んに発揮できる教育体制を目ざす (教育の機会均等の要



求
)。
 心身障害児には特殊教育を充実し,芸術や技能に
すぐれた能力に対しては「特別教育」を考える。

第 3 新学制の指標
(1)新学制によって解消しなければならない反教育的現象

{1)日 本特有の有名校への集中傾向と浪人の存在

{劾国公私立学校間の制度的差別と不当な格差

8)大学入試のための予備校,高校入試のための学習塾

{4学力の伴わない学歴主義

151進学のための過当競争とテスト主義教育

これらの学校教育にあらわれている諸弊風は,根本的

には社会の学歴偏重の打破にまつほかはない。したがっ

て学校教育をとりまく社会制度の改革 (官庁企業の終身

雇用制,給与の年功序列制ならびに学閥,閏閥等の打破

など)を必要とする。

(2)新学制によって実現しなければならない教育課題

に)進学.帝1度の改革,新 しい学制によってつぎにかかげる

進学制度の3原則を実現する一И)能力と適性に応じる一

(適性指導)け )努力に正しくこたえる一 (資 格試験制

度)レ 必ヽ要に応じる一 (国の教育計画)

惨)父母負担の軽減=И )義務教育費の完全無償制←)奨学制

度の拡大充実をはかるレヽ育児手当て制度を創設する日教

育費免税制度を設ける問学生寮の整備拡充と大学の大都

市集中の是正

{3)教育水準の引き上げ―材)満18歳まで義務教育とするけ)

幼児教育を充実して学力向上,人間形成の基礎を確立す

るレヽ大学学部または専攻科において消化する。したがっ

て大学の整備拡充と職業専門教育の多様化をはかる日教

員養成制度を充実して教師の質の向上をはかる。

に)国 ,公 ,私立学校の差別を撤廃する一材)国 ,公,私立

大学の設置による差別制度を一本化するい)国の私学に対

する財政援助の制度を確立する (立法措置,免税制度 ,

補助融資制度等)

働教育と社会的労働の統合をはかる一И)科学と技術の教

育を重視して義務教育学校において実験設備施設および

専門教師の充実をはかるけ)働きながら学ぶ成人学習のた

めに学校を開放する。 (社会教育)

0)新学制によって是正すべき日本社会の生んだ好ましく

ない人間像一И)偏狭で排他的な民族主義的意識け)人命軽

視の思想と乏しい社会道徳意識レヽ形式的権威主義 (肩書

き主義)と学歴偏重思想H優越感と劣等感の重なり合っ
た人間差別感悶迷信と独善に陥りやすい科学精神の不足

lal独創に乏しい模倣性

に)新学制によって確立しなければならない「期待される

人間像」=に )憲法の基本的精神である主権者意識と人権

`6

思想伸)憲法第 9条の示す絶対平和思想い教育基本法第 1

条の示す「真理と正義を愛し,個人の価値をたっとび,

勤労と責任を重んじ,自主的精神に立った心身ともに健

康な国民像」Hわが民族のよき伝統と文化に対する正し

い敬愛の念問平和と民主主義の思想によって,世界の科

学と技術と文化を主体的に民族のものとすることのでき

る格調の高い人間精神と誇 り高い民族精神lkl上御 1人の

ために幾百万の人間を犠牲にする天皇敬愛と結合した愛

国心でなく,民族のひとりひとりの幸福を願 う人間愛と

結びついた民族愛

第 3章 新 しい学制

第 1 新しい学制の骨組み
(1)満 4歳から満 7歳までの4ヵ 年は,先行する純保育期

とあとにつづく普通教育の中間期として,独 自の「幼児

教育期」を想定する。現行の幼稚園と保育園を 1元化す

るとともに,現行の小学校低学年を合わせて 4年制の「

幼年学校」 (仮称)を設ける。憲法の予定する義務普通

教育以前の「幼児教育」として義務化する。日満 8歳か

満17歳までを義務制普通教育として前期,後期の 2階梯

とする。年齢区分は 8歳～12歳の前期 5年 (仮称新制国

民学校)と 13歳～17歳の後期 5年 (仮称総合科学技術学

校)とする。未来と現実の要求にこたえて,教育と社会

労働の結合の理念によって総合科学技術教育の完成を目

ざす。前期2カ年と後期 3カ年にわけて学習の多様化を

はかる。は)大学は現行どおり4年制またはそれ以上とす

るが,前期教養課程,後期専門課程の区別を廃止する。

大学院修士課程は大学学部または専攻科において消化す

る。したがって大学院は博士課程 1本として,原則とし

て独立する。

に)1年制, 2年制, 3年制の新たに高等専門学校を倉1設

して多様化を認め,職業専門教育の性格に即応させる。

現行短大は,大学に移行するか高等専門学校に移行する

か設置者の選択にまかす。

幅)大学進学制度は選択競争試験によらず資格試験制に切

り替える。

(6)新学制に即応して,文部省を 2分して委員長を国務大

臣とする中央教育委員会,文化委員会とする。

第 2 「家庭保育期」 (出生より満 4歳までの3カ 年)
出生より満 3歳までは原則として家庭保育主義 に よ

り,保育にかける家庭に対しては集団保育による。

(1)共かせぎ,母子家庭,心身障害児家庭等,特別の事情

によって家庭保育が行なわれがたい場合は集団保育施設

を充実し現行保育所のほかに乳児保育所,特別保育所等
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○ 保育体制
0～ 3歳―家庭保育一保育所
4～ 7歳―幼年学校 (義務制保育)

○ 義務教育体制
8～12歳―前期普通教育一国民学校
13～17歳―後期普通教育―総合科学技術

○高等教育体制
18～総合大学
18～専門大学,高等専門学校
18～各種技能専門学校

○ 研究体制―大学院―研究機関

を設置し万全を期す。

(2)労働婦人のために家庭保育に支障を与えない目的をも

って,第 1に育児体職 (体 lly)制度を確立して,第 2に

すべての母のためにじゅうぶんな育児手当て制度を実施

する。

第 3 幼児教育
現行幼稚園 (ま たは保育所)の 2カ 年を現行小学校第
1,第 2学年と合して設置義務制の4年制幼年学校とす
る。

<教育の目標>(1)幼児期は性格形成の基礎をつくる重

要な時期であるので,現行救貧政策としての消極的な保

育より,人間形成機能としての積極的な教育的保育の対

象とする。

惨)満 4, 5歳を対象とする現行の保育と満 6, 7歳を対

象とする現行小学校低学年の普通教育は,むしろ一体化

をはかり,先行する保育とあとにつづく普通教育の橋渡

しとなる独自の「幼児教育」として午前,午 後 を含み

「終日教育学校」とし,基礎的生活習慣の形成 と読 ,

書,算の基礎的学習を目標とする。

(3)青少年の非行の根因は,こ の時期の幼児教育の欠陥に

あることは明らかであるので,幼児期において陶治と訓
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高  専一現職業高校,短大・工専校合
大  学―現大学
大 学 院一現東京大学,そ の他

育の徹底を期して,学校と家庭とがとくに緊密な協力体

制をとる。

に)両親学校を付設する。

第 4 前期普通教育新制「国民学校」 (満 8歳より満12

歳までの5カ年制)

(1)現行小学校第 3,4,5,6学年と現行中学校第 1学年
と合して 5年制国民学校 (仮称)を倉1設する。

<教育の目標> ①国民の前期普通教育として国語,算
数の基礎学力と,国民として必要な科学および文化を習

得させる。

②日本の地理,歴史, 日本の生物, 日本の芸術等の教科

を歴史的に取り扱い,正 しい民族的自党を与える。

③国際理解を深めるとともに外国語教育の予備教科とし

て,エ スペラント語を必須とする。

(2)教育の方法と管理一①第 1学年より音楽,美術,体育

は専科担任制を採用し,一般教科についても画一的な学

科担任制によらず学年に応じた教科担任制を採用して,

それらの教科内容の質的充実をはかるとともに,教科担

任制によって手抜かりになるおそれのある陶治と訓育の

充実のために課外指導の充実をはかる。

②飛躍的に発達しつつあるテレビ,ラ ジオ,フ ィルム等
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を利用する視聴覚教育を強化して教育の効率 を夢|き 上

げ,それに即応するように教育の内容,方 法,学 級 編
成,教育組織,さ らに学校建築の改革をはかる (こ の点
については後期普通教育においても同様に改革 を行 な

う)。

第 5 後期普通教育 (満 13歳より満17歳までの 5カ 年
+1)

現行中学校第 2,第 3学年と現行高等学校第 1,第 2

第 3学年と合して 5年制総合科学技術学校を創設する。
(1)教
育の目標一①国民の後期普通教育の完成を目ざして

世界の科学と技術と文化を習得させるとともに,憲法と

教育基本法をよりどころとする平和と人権を基調とする

民主主義思想を形成し,世界の文化創造に参加する国民

形成を期する。

②後期普通教育は総合科学技術教育を目標とし,現実の

職業生活の要求にもこたえ,前期 (2年)と 後期 (3
年)にわけて,後期においては適性に応じて学習内容を

分化する。すなわち能力適性と希望に応じて選択教科を

大幅に設定し,工業,農業,水産,商業等の職業生活に

適応する基礎的科学技術を習得させるc

③教育と労働と結合させるため学校工場を付設し,ま た

必要によっては学校在籍のまま「学習労働」 の道 を開

く。

④進路,適性相談所を付設する。専任カウンセラーを配

置し,進学,職業選択の指導を行なう。

⑤科学技術教育の現代化をはかり注入主義,座学主義よ

り実験実践主義を重んじて,学習の個別化,作業化,プ
ログラム学習,テ ィーチングマシン等の教育方法の近代

化をはかる。

(2)特殊教育について一心身障害児に対しては特別の学習
コースと学校の多様化をはかり,現行盲学校, ろ う学

校,その他の特殊学校高等部を充実し,ま たは独立高校

を新設する。

(3)特別教育について=芸術,語学,技能ならびに体育等
の領域において特殊のひいでたる才能をもつものに対し

教育年度制度をはずして自由な学習コースを設ける。

(4)関連する社会制度にして改革すべきもの 11)成人年齢

の改正一義務教育の終学年齢を成人年齢と一致させる。

唸)労基法の改正一満15歳の現行就労禁止規定を満18歳に

引き上げる。ほ}最低賃金法の改正一最低賃金法の賃金標

準年齢は満18歳を基準とする。に)育児手当ておよび教育

手当ての制定-10年 +1普通教育の就学前の幼児には育児

手当て制を,普通教育対象の青少年には教育手当て制を
しく。(5)定年制の延長一国民の平均寿命の上昇にしたが

`θ

い義務教育年齢の終了年齢を夢|き上げるとともに,労働
年齢を引き上げることによって労働人日の減少|ま防止で

きる。

第 6 高等教育体制

満18歳以上を対象として高等教育を施す。新しい高等

教育体制は「基礎学術をさずける大学」と「応用学術を

さずける大学」および短期大学および高等専門学校およ

び自由な各種技術専門学校等きわめて多様化された学校

体制とする。

{1)職業教育としての高等専門学校においては教育内容お

よび修業年限を多様化しつとめて画一化,形式化をツトす
る。

け)大学は 4年制以上とし,義務教育を終えたもののすべ

てから大学進学資格試験に合格したものを収容する。

は)新制高等専門学校は 3年, 2年 , 1年 と多様化し,職
業形態に応じ多様化し,また,ほかに各種技能専門学校
を設け, 2年ないし1年 とさらに短期のものも認める。

第 7 大学制度の改革
(1)大学は原則として4年以上とする。必要によって学部
の上に専攻科 (2年-3年 )をおく。修士大学院は廃止
する。

9)総合大学は制度上の格差を設けないが基礎学術を目的

とする大学と応用学術を目的とする大学 (工 科, 医科

等)を設置目的によって区別して特色をもたしめる。
(鋤教養課程と専門課程との区別を廃止する。一般教養の

学習は専門課程のなかで全期間をとおしておこなうもの

とする。

に)現行,国,公,私立の制度的差別をいっさい廃止 し
て,すべての大学に法人格を与え,設置者による差別を

なくし,同一の責任と自由と同一の地位を保持する。た

だ施設・設備の国有,公有,私有の区別によって国の財

政援助の若干の差をもつ。大学自治法,大学財政法を制
定し,大学の自治を制度化する。

(励現行修士号を廃止して博士号,学士号の 2本立てとす
る (学士号の存廃も検討する)。

{6)大学教育については国の経済計画に即応してその基本

計画を樹立する。国の大学設置または認可の目標は同一

年齢人口の約20%(さ らに率を増加することもある)を
メドとして,国の基準による優秀な素質を選抜し,必要
にしてじゅうぶんなる大学を増設する。

(7)大学の大都市集中を是正して,大学の地方分散を断行

する。

第 8 教員養成+1度について
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(1)幼年学校の教諭については, 4年制教員養成大学にお

いて養成する。

υ)義務教育学校教師については,すべて大学学部卒業者

のうち教員免許の資格を取得したものから,さ らに国立

教育研修院において所定の専門課程を履習したものをも

ってあてる。給与は現行司法研修生の例にならう。

0)高等教育諸学校の教師については教育者としての能

力および学問的実績によって選考任用する。

に)テ レビ, ラジオ, フイルム等の視聴覚教材,教員の強

化,プ ログラム学習,テ イーチングマシンの採用に よ

り,学校の管理と教育の方法の変革に伴い教員免許制度

を根本的に改革する (た とえば現行教科単位の教師のほ

かに教材を準備する教師,教育計画を立てる教師,適任

指導担当の教師等に分化するにしたがい,免許単位の分

化,専門化の検討をすべきである)。

(5)現場教師の再教育は重要である。国立教育研修院の強

化とともに各都道府県に充実した教員研修所を設置し,

計画的に教員研修を行なう。

(6)教育基本的第 6条第 2項の趣旨にもとづき,国,公 ,

私立学校の教師を通じて共通の「教師法」を制定し, I

IL Oに よる教師の地位に関する勧告レベルにおいて現行

の国,公,私立の教師を含めて共通の法制により身分の

保障と待遇の適正化をはかる。

第 9 大学院 (科学院)
(1)国は同一年齢人口の5%をメドとして独立の大学院を

倉1設 し,国の最高の学者,研究者の養成を行なう。生活

費を含む学費は全額国の負担とする。

(2)大学院進学の資格は大学学部卒業者にかぎらず,広 く

学問的業績によリー定の選考により人材を収容する。

6)博士号授与は大学院における論文によるのほか,学問

的業績によって授与する道を開く。

第 2章 新学制に伴 う教育行政機関の改革

第 1 中央教育行政の改革
第 1,現行文部省を解体し,中央教育委員会と文化委員

会にわける。

1.中央教育委員会の創設一(1)教育の官僚統制を避ける

ため,単独官庁としての「省」をやめて「行政委員会」

とする。

(2)中央教育委員会は委員長は国務大臣をもってこれにあ

て,委員は 3人とする。その権限は主として学校教育に

関する国の教育計画,教育基準の決定,教育予算 の編

成,配分等を取り扱い直接管理行政は行なわない。

旧)中央教育委員会のもとに事務執行のために「教育庁」

を設く。

に)委員の構成は教育界,学界ならびに一般社会の代表を

もってあて,国会の承認による。

2.文化委員会の創設―(1)文化委員会は委員長は国務大

臣をもってこれにあて,委員3人をもって構成する。

(2)現文化財保護委員会所管事項,現文部省所管社会教育

および芸術行政,厚生省所管公園行政,運輸省所管観光

行政を所管とする。

第 2,地方教育行政機構改革 地方教育行政機関は公選
制に戻して,かつての公選制教育委員会の運営の経験を

善用し,「国民による」民主教育制度を定着させる。

第 3,科学技術庁の改革 (1)科学技術庁を科学技術委員

会とし,委員長は国務大臣をもってあて,委員 3人をも

って構成する。委員には科学技術会議の代表, 日本学術

会議の代表および一般代表をもってあて,国の要望する

学術研究の基本方針の策定,予算の編成および配分を所

管する。

(2)科学技術会議および日本学術会議を重視して,強力な

建議機関とする。

第 2部 新学制を目ざす20年 ,教育運動

第 1章 国民教育運動の提唱
この学制改革の基本構想は大きな国家事業であって,

周到にしてあやまりのない教育と計画を樹立するととも

に,すべての国民の正しい理解と協力をうるために一大

国民教育運動が必要である。

第 1,国民教育運動が必要である。

1。 新しい教育制度を打ち立てるには教育運動 を起 こ

し,教育を国民のものにしなければならない。第 1に国

民の教育に対する正しい理解と考え方を深めるために。

第 2に教育の周辺をとりまく学歴偏重や立身出世主義,

教育の私物化等の反教育的意識を変革するために。第 3

に学帝1改革に伴う社会制度や行政制度を改革す るため

|こ。

2.国民運動を組織するには日本社会党が国民の先頭に

立って,国民教育の責任をもち,つ ぎのことを行なう。

第 1にその中核体として地域ごとに「教師と親が語 る

会」を組織し,すべての国民に訴える自主的な教育運動

の推進力とする。第 2に婦人団体,青年団体,母と女教

師の会,母親大会,その他広範な社会教育団体の協力を

求め,こ れらの総力を結集して教育改革の第 2の力とす

る。第 3に 日本教職員組合, 日本高等学校教職員組合,

大学教職員組合,私立学校関係諸団体,PTA等 は別途
に協力体市1をつくり,民族の未来と子どもの幸福を守る
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自主的運動を展開する。 代化をはかる。

第 2,20年教育運動。新学制のための教育iII動は長期に  に)各都道府県において,科学技術教育のための実験学校

わたり,ねばり強い民主教育のたたかいである。 6・ 3制  を指定し研究校とする。
のもとにおける準備闘争から完成へのたたかいを通 じ  第 4,新 しい高等教育諸学校における準備のため (1)現

て, 日本を平和と民主主義を基調とする搾取なく抑圧の  国立新制大学には逐次教養課程を廃止するとともに,施

ない新日本建設のための平和革命路線でもある。     設・設備教官の充実をはかる。
▽第 1期 10カ 年準備闘争-603o3・ 4制のもとで 6・ 3制  υ)現職業高校 (工,農 ,水,商 )は施設・設備 を充実

充実の線に沿いつつ施設 0設備の充実,教員の質量の向  し,教員の定員増を行ない,新高等専門学校に昇格べの

上を計画的に要求しつつ,新しい学制に転化せしめる教  準備をすすめる。

育闘争をすすめる。                  い)国立大学の付属小・中・高は新学制に応ずる実験学校    ・

▽第 2期 10カ 年完成闘争―新しい学制に移行 しての  として移行する。

ち古い勢力をはねとばして新学制の完成までたたかう。  第 5,教師養成計画および再教育計画の推進

第 2章 第 1期の教育運動                新しい学制に応ずる教師の養成計画は,ただちに実施

第 1, 3つの国の準備計画を立てる。          に移す必要がある。

(1)新 しい学帝1整備のための国の年財政計画 (別途研究し  1・ 教師養成計画はつぎの3つの条件を満たさねばなら _

策定する)                     ない。

(2)新 しい学制に必要にしてじゆうぶんな教師養成および  (1)優秀な素質のものを教育界に吸収する政策

再教育計画 (別途研究し策定する)           (2)学 問研究を通じて高い教養と専門知識を習得せしめる

(3)新 しい学制のために必要なる施設設備年次計画 (別途  養成政策

研究し策定する)                  侶)教壇生活に立ったのちの生活安定をはかる。研修を保

第 2,6・ 3制のもとにおいて準備すべき施策は,つ ぎの  障する待遇政策
とおりである。 (1)現行幼稚園と現行保育所を年次計画  2。 そのため準備すべき事項

をもって増設する (園児70%程度に達したのちにおいて  (1)幼児教育のための 4年制教員養成大学の倉1設

幼稚学校に移行することを目途とする) 9)大学における教員養成学部の充実

121新 しい国民学校への移行のため現行小学校の施設・設  侶)大学院博士課程の充実
備の充実,教員定員の増加,教師再教育を年次的に進め  に)教員養成のための奨学資金の増額と拡大
る。                          

“

)現職教師のための再教育施設として各都道府県の教育

′)現行小学校第 1,第 2学年の学級経営を区別して,就  センターの充実と増設
学前の幼児保育との連係につき特別の研究を進める。   (6)教師の待遇改善と身分保障制度の確立。警備員制度の    0

け)現行小学校第 3学年より音楽,美術,体育につき専単  実施,女教師の育児休HFt(体職)の実施

科担任制を採用する。 第 6,教育研究施設の充実と拡大

クヽ現行小学校第 5,第 6学年は逐次教科担任制に移行す  (1)新学制の研究のため国立,公立,私立の教育研究所を 一  
°

る。                         充実する。

い学級規模30名 をめどとして教員定員増加をはかるばか  (2)国立教育研究所を拡充して,新学制実施に必要な各種

りでなく,視聴覚教材の変革による教育の方法,学級経  の研究と報告を行なう。

営の近代化に即応する学級,教室体制の研究を進める。  に)各都道府県に教育研究所を設置して,各都道府県の新
問学級経営の現代化運動を起こし事務職員,養護教論,  学制に必要な研究と報告を行なう。

栄養士,カ ウンセラー等の教員体制に移行していく。   に)へき地教育,特殊教育,特別教育のための研究施設の

内学校給食の義務,特殊教育の充実をはかる。      設置。

第 3,新 しい総合科学技術学校への移行のため (1)現行  
“

)国立大学における付属小 。中・高はおのお の幼年学

中学校の施設・設備の充実と増設を年次的に進める。(2) 校,新制国民学校,総合科学技術学校とする。

現行中学の教員定数を学級規模40名をめどとするととも  
“

)自主的な教師の教科別研究団体,問題別研究団体の運

に教員組織体制の改革をはかり定員の充実をはかる。   動を援助し,その研究と報告を奨励する (こ の場合,援

131実験準備の充実,特別教室の完備その他科学教育の現  助して支配せずの原則を堅持する)。
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しろうとのための電気学習 (3)

雄玉山向

10.感電をふせぐためにはどんな注意をすればよいので

しょうか。また接地するとなぜ安全なのでしょうか

前に述べた感電する実例を見い出して,それを防ぐよ

うに注意すればよいのですが,まず絶対に高圧線には接

触しないよう注意する必要があります。そのうえで身近

な屋内配線では次のような注意が必要です。

① ぬれ手で電気 (器具)に さわらないこと。
② 通電中に導体の露出した部分 (テ レビアンテナな
ども注意)器具の金属部などにはさわらないこと。

③ ソケット, コードなどの修理の際は,必 らず安全
器のふたを開いて行なうこと。

④ 電柱などにのぼらないこと。
⑤ 電気洗濯機などの電気器具には必らず接地してお
くこと。

電気洗濯機などで接地すると感電が防げるのは次のよ

うな理由によります。

図 1

すなわち,上図でもし,電動機の巻線の部分 (回路の

一部)が外側のケースに接触した場合,接地してない場

合には,A図破線のように人体を通って回路ができるの
で感電します。ところがアースをとってあると,電流が
ケースに流れても,ケ ースと大地の間が直接電線でつな

がっているので,電流は人体よりも抵抗の少ない接地線
を通って流れ,接地線の抵抗が 3オーム,電流が 5Aと

しても,電圧は3× 5=15vしか発生しなくなり,危険
でなくなるという理由によるものです。

アースの方法は,水道管に接ぞくするのがかんたんで

すが,最近は金属管でない水道管もあるので注意を要し

ます。

11.ろ う電とはどのようなことでしょうか。また,ろ う

電から火災になるのはどんな時でしょうか。

電線やコードなどの絶縁物が悪くなり,電流が建物や

―ｌｉ
ｌ‐
変

圧
器

歴回  2

器具のケースなどにもれて流れることを

ろう電といいます。ろう電は,火災の原

因になることが多いので,良質の電気器

材を用い,正 しい工事を行なってもらう

ことが重要ですが,長年使用 して い る

と,絶縁物が変質したり,破損した りし

て知らないうちにろう電することがある

ので, 自分の家の配線はいつも注意し,

ときどき点検する必要があります。

図の場合,屋内配線の一部ガラス鋼に接触してろ う電

し,それが外側のトタン板の壁を通して大地に流れ,破

線のような回路を作ります。そして抵抗の大きい所で発

熱して火災になります。

このような場合, もっとも条件が悪いときには 5A程

度でも火災をおこすことがありますが,普通10A以上流

れると危険です。この場合10A程度であるため,安全器

のヒューズはとばないのが普通です。

ろう電の事例はいろいろありますが,た とえば「電線

をとめてある硝子にボールが当り硝子がはずれ,電線が

オ妾

r拙5V

オ妾ナ也llli

「111‐

ラスf可 に
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トタン屋根にふれ漏電し過熱した」「 まどに手招を勝手

に増設したため,引込線がそれにふれ,ラ スモルタル壁

を通して釘と梁の間が過熱した」「電線が煙突のゆるん

だ支えにふれ,支えが雨どいに接触したためろう電し,

ラスモルタルの壁が過熱した」などがあります。

12.ろ う電以外で電気による火災の原因にはどんなもの

があるでしょうか。

消防上では,「地絡電流が建物およびその付帯設備ま

たは工作物の一部を流れて発熱し,こ れが原因となって

発生する火災」をろう電火災といいます。したがって,

建築物の一部が発熱体になって発生した火災に限定され

ています。

しかし,こ の他にも電気による火災は,絶縁破壊によ

る短絡やスパークによる火災などたくさんあります。次

に家庭でおこる不注意による電気火災のいくつかの原因

を上げておきます。

(1)ア イロンや電熱器を使用して,こ れをつけっばな

しにしてわすれてしまった場合

(2)こ たつの中に電熱器を入れて暖ぼうした場合

(3)し ょうじやふすまの傍に電球を吊したため発熱し

た場合

に)1つ のソケットに多数の器具を接続して使用した

場合 (タ コ足配線 )

(5)電熱器にビニールコー ドを使った場合

(6)形式認可マークのない不良電気器具を使った場合

(7)コ ー ドを電線のかわ りに使い,壁や柱などに釘で

とめて配線した場合

(8)ヒ ューズのかわ りに針金を使用した場合

13 屋内配線がろう電しているかどうかを見分けるには

どうしたらよいでしょうか

ろう電している箇所は,外から目で点検してわかる場

合もありますが,一般にはなかなかむずかしヽヽ よ うで

す。しかし,だいたい見当をつけるには,家の中の電力

を消費するものを全部はずしておいて (ス イ ッチを切

る), 積算電力計を観察し,回転しなければ正常です。

ところが全然電気を消費していないのに,積算電力計が

ぐるぐる回転するのはどこかがろう電していると考えね

ばなりません。

ろう電の有無を正確に調べるには, メガ (絶縁抵抗試

験器)を使います。これは,ハ ンドルを回す (ま たは電

動式)こ とにより500v(用 途により100V,250V,500

V,1000Vな どいろいろある)の発電をし,こ れを回路

D‐2

に流して,

その回路に

おける絶縁 :

抵抗値をメ

ガオームで

読みとれる

ようにした

もので,ろ

う電してい

ると電流が流れ抵抗値が少なくなる。「電気教論に関す

る技術基準」 (電気工作4/8規 定の代わ りにできたもの)

によると,対地電圧すなわち電路と大地間の電圧が 150

V以下では 0.lMΩ 以上なければならないことになって

います。 (第 14条 )

ろう電のおそれがあると消防署や電力会社に連絡する

と調べにきてくれます。

14.ヒ ューズはどんなはたらきをするのでしょうか。ま

たその成分はなんでしょうか。

ヒューズは,屋内配線では安全器の中に入れられ,回

路に過大電流が流れた り,回路のどこかが短絡 (シ ョー

ト)した場合は,溶融して, 自動的に回路を電源から切

り離して,電気装置を保護する大切な役目をします。

成分は, 鉛 (Pb)が主ですが, それにすず (Sn)そ

の他を加えることにより低い温度でもとけるようになっ

てヽヽます。

一般に 2種の金属を適当な割合にまぜると,いずれの

金属の融点よりも低い温度で溶融するようになります。

たとえば,下の図のように,A,B2種 の金属を溶融さ

せ,温度を下げていくと,あ る温度Eに なると,Aと B

が同時析出し,両者の微結晶の集合体を生じ全部固体に

なります (共品という)c

合令の溶融点

共昌点

―
糸1 成
一

図  4

たとえば,鉛の■点は327° C,すずの融点は232・ Cで

すが,こ れをいろいろにまぜて作った合金は,次の表の

ようヤこ, いずれもより低い融′点が得られます。

一

ス

金
属
の
溶
融
点

|ス +B

屋コ  3

L(i容角ド)

一 金
属
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触
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15.ヒ ューズが切れたらどのようにつけかえたらよいで

しょうか。

ヒューズが溶断した場合には必らず原因がありますか

ら,ま ずその原因をたしかめます。原因は大きく分けて

ショー トした場合か過大電流が流れた場合です。また ,

ある電気器具を使おうとしてヒューズがとん だ場 合 に

は,その器具に原因があ りますから,必 らず器具をはず

してヒューズをつけかえます。屋内配線ではヒューズは

安全器の中につけられていますが,必 らず規定のつめ付

きヒューズを使います。つけかえは次のような要領で行

ないます。

① ふたをあけ,強 く右に押してふたをはずす。
② 切れたヒューズをはずし,新しいヒューズをねじ
の座金の下に入れ, ドライバーで強くしめつける。

③ ふたを強く右に押してはめこみ, しっかりと閉じ

図 5

質問をおよせ下さい一一葛飾区青戸町 4-335  1
向 山 玉 雄

|
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第 1回「 日朝教育問題全国研究集会」

開催のおしらせ

ベ トナム戦争への特需,南北統一問題を阻止するよう

な「日韓条約」を結び,再び朝鮮へ進出しようとしてい

る日本政府の政策,軍国主義的,反民主主義的諸政策

は,60万の在日朝鮮人の民主的諸権利をことごとくうば

おうとしている。政府は, “反日教育"の名のもとに,

外国人学校市1度を設けて実質的には在日朝鮮人の自主学

校を弾圧しようとしている。 “反日教育"を おこなって
いる一―づまり日韓併合時代の日本の残虐きわまりない

政策,過去の大虐殺を朝鮮人学校で教えることは,反 日

教育だという。これは,教科書の検定にもみられるよう

に, “戦争の悲惨さをかくな"と か “天皇を敬え"と か

ヤヽ うことを通じている。

国民自身の中にある朝鮮に対する偏見を断ち切 り,政

府が行なおうとしている無暴な対朝鮮人政策をやめさせ

なければならない。

ますます強化されてゆく教科書検定,無批判な大勢に

従順な人間を期待する「期待される人間像」, 神話, 軍

国主義の復活のにおいのこい建国記念の日の制定,これ

らの日本の現状をみるとき,民主教育を守るという立場

から,われわれ教師は,こ の在日朝鮮人の民族教育の問

題を考えなければならない。

この在日朝鮮人民族教育問題懇談会, 日朝協会主催の

集会では, 日朝間の教育問題に関するあらゅる側面を主

体的にとりあげ, 日朝間の交流を深め,また歴史的なひ

ずみを根底から築きなおしていくとともに日本人自身の

民主主義的民族教育の確立をめざしていく運動 をひろ

げ,同時に今度の国会に上程が予定されている「外国人

学校制度」法案を粉砕していく当面の課題にもとりくむ

ことになっている。教育にたずさる仲間の多くの参加を

期待する。

日 鴫i   3月 26日 (日 )27日 (月 )

場 所  未定
参加費  200円

申込方法 ハガキその他に氏名・住所 0勤務先・出
席予定を明記して 東京都文京区湯島2-4-9
在日朝鮮人民族教育問題懇談会 まで送付のこと

ぶ,a寸烹鏡)
ミ
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ム
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エレク トロニクスの簡単な応用装置 (18)

接 触 検 出 器

G   7

R:0(i:1)Oκ

〃  ″

6E5

稲

機械は,接触すべき2つの金属部が離 れ てい た

り,離れているべき2つの金属部が接触していた

りすると,正しく動作しないばか りでなく, しば

しば危険を伴なうことがある。電気関係では,そ

れらを簡単に発見 (検出)す るのに,よ く回路計

が使われる。しかし,回転中の電動機や内燃機関

の,軸と軸受けなどのように,瞬間的に接触した

り,離れたりしているのを検出するのは,回路計

200 KΩ

コンタク |

図 1 接触検出器記号配線図

では非常に困難であ り,それ らをより正確に検出

できる装置がぜひ必要になる。 ここに紹介する装

置は,そのような要求にかなった,ご くしくみの

簡単なもので,その記号配線図を示すと,図 1の

ようであ り,図からわかるように,マ ジックアイ

(同調指示管)6E5が ,その中核になっている。

いま図 1の さしこみプラグを,電気 コンセン ト

54

にさしこみ,電源スイッチを入れると,装置の各

部に所要の電圧が加わり,装置が動作 状 態 に な

る。その場合,図のように 2つのコンタク ト端子

が開放している (離れている)と ,マ ジックアイ

6E5の , ターゲットのけい光面 (マ ジックアイの

真上から見える皿形の部分で,けい光塗料がぬっ

てお り,電子があたると発光する面)に,扇形の

大きな暗部が現われる。しかし, 2つ のコンタク

卜端子をショー ト(接触)

すると,タ ーゲットのけ

い光面の暗部が,細い 1

本の線になる。したがっ

て, この 2つのコンタク

ト端子を,「接触」また

は「 開放」を検出しよう

とする,機械の 2つ の金

属部にあてると,マ ジッ

クアイのターゲットのけ

い光面に現われる,暗部

の大きさの変化によって,こ れらの接 触・ 開放

を,簡単に検出することができるしくみになって

いる。

1 主要部分 (部品)の しくみと働き

(a)マ ジックアイ (同調指示管)  マジックアイ

の内部のしくみを示すと,図 2(→のようになって

いる。いまこれに図 2(Dの ように電池を接続し,

さしこみフラグ



マジックアイの各電極に電圧を加えて,その働き

を調べてみると,つ ぎのようになる。

可変抵抗 Rlの招動子 (矢印の先端)が,図の

ような位置にあると,マジックアイのグリッドに

加わる○電圧が小さいので,図の実線の矢印のよ

うに,大きなプレート電流が流れる。この電流に

より,抵抗 R2で電圧が大きく降下するので,プ

レート (P)は , ターゲット (T)よ り非常に電

圧が低くなる。そのため,プ レートに接続されて

いる電子制御極 (RC)も ,タ ーゲットより電圧が

非常に低くなり,(タ ーゲットの電圧にくらべる

遮う七キャ ′7

ターゲット(r

フ・レート(P)

グリット(G)

図 2 マジックアイのしくみと働き

と○電圧になり), カソードから飛び出して,タ

ーゲットヘ飛んで行く熱電子の運動を妨 げ るの

で,タ ーゲットのけい光面に,扇形の大きな暗部

(電子制御極のかげ)が現われる。

つぎに,可変抵抗 Rlの招動子を上へあげて,

マジックアイのグリッドに加わる,○電圧を大ぎ

くすると,実線の矢印のように流れるプレート電

流が小さくなる。すると抵抗 R2での電圧降下が

小さくなるので,プ レートはターゲットとほぼ同

じ電圧になる。そのため電子制御極も, ターゲッ

トとほぼ同電圧になり,カ ソードからターゲット

けい光面の ,

いる。

へ飛んでいく,熱電子を加速す

るので,タ ーゲットのけい光面

の晴部が月ヽさくなり,糸田い帯 ,大

(電子制御極のかげ)に なる。

グリッドに加わる○電圧を, さ

らに大きくしていくと,やがて

ターゲットのけい光 面 の暗 部

は,細い 1本の線になる。

このようにマジックアイは,

グリッドに加わるO電圧の大き

さに反比例して, ターゲットの

暗部の大きさが変わる性質をもって

(bl電源回路  図 1か ら,電源回路を取 り出して

示すと, 図 3の ようになる。 図からわかるよう

に,マ ジックアイのヒータには, 電源から 320Ω

の抵抗を通して,図の実線の矢印のように交流電

流が流れ, この電流でヒータが加熱される。この

時,交流電流の半サイクノし́ごとに,抵抗 320Ω の

両端に,図の①Oの ような,約 95Vの電圧が生じ

るから, A点 はB点 より, 約 95V電圧が高くな

り,つ まリプレー トがカソー ドに対して,約95V

高電圧になり, この半サイクルごとに,図の破線

の矢印のように,ブ レー ト電流が流れることにな

る。

1卜lΩ

図 3 電源回路の働き

カソード(К )



(C)検出回路  図 1から,検出回路を取 り出して

示すと,図 4の ようになる。まず図 4(a)の よ う

に, コンタクト端子をあてた, 2つの金属部が離

れている場合について,回路の働きを調べてみよ

う。すでに述べたように,マ ジックアイのヒータ

に,図の実線の矢印のように交流電流が流れて,

ヒータが加熱されるとき,こ の電流の半サイクル

ご とに, 抵抗 320Ω の両端に, 図の①Oの よう

な,約95Vの電圧が生じる。この場合,図からわ

かるように, グリッドに電圧が, かかっていない

(OVである)から,320Ωの両端に生じた電圧に

よって,交流の半サイクルごとに,図の破線の矢

印のように,マ ジックアイに,大きなプレー ト電

流が流れる。そのため抵抗 lMΩ で,電圧が大き

く降下し,プ レー ト,お よびプレー トに接続され

た電子制御極の電圧が,タ ーゲットより非常に低

くなる。そして,(a)の ところで述べたようにして

ターゲットのけい光面に,扇形の大きな暗部が現

われることになる。

つぎに図 4(b)の ように, コンタクト端子をあて

た, 2つ の金属部が接触している場合について,

回路の働きを調べてみよう。まえの場合と同様に

して,抵抗 320Ω の両端に,図の①Oの ような,

約95Vの電圧が生じたとき,図からわか る よ う

に, 2つの金属部の接触によって, 抵抗 200 kΩ

に,図の一点さ線の矢印のように電流が流れる。

そしてこの電流によって, 200 kΩ の両端に, 図

の①Oの ように生じた電圧で,グ リッドがカソー

ドに対して○電圧になるから, 320Ω の両端に生

じた電圧によって,交流の半サイクルごとに,図

の破線の矢印のように流れる,マ ジックアイのプ

レー ト電流が非常に小さくなる。そのため抵抗 1

MΩ でほとんど電圧が降下せず,プ レー ト,およ

びプレー トに接続された電子制御極が,タ ーゲッ

トとほぼ同電圧になる。そして,(a)の ところで述

べたようにして,タ ーゲットのけい光面に,細い
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図4 検出回路の働き

帯状の暗部が現われることになる。

2 回路の働き

この装置はしくみが簡単であるから,も う説明

の必要もないと思 うが,一応その概要を述べてお

こう。まず図 5の ように,装置のコンタク ト端子

を「接触」「開放」を検出しようとする, 2つの

金属部にあてておき,装置を電源に接続して,ス

イッチSを入れると,装置が動作状態になる。つ

まリマジックアイ6E5の ヒータに,電源から抵抗

320Ω を通して, 交流電流が流れて (半サイクル

ごとに,図の実線の矢印のように電流が流れて),

ヒータが加熱されるとともに, この電流で 320Ω

の両端に,図の①Oの ような,約 95Vの電圧が生

じ,プ レー トがカソー ドに対して,約 95V高電圧

になる。

この時, コンタクト端子をあてた, 2つ の金属

lMΩ

lMΩ



lMΩ

さしこみプラグ
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図 5 接触検出器の働き

部が離れていれば (開放していれば), グリッド

に電圧がかからない (OVである)から,交流の

半サイクルごとに,図の破線の矢印のように,大

きなプレー ト電流が流れる。そのため抵抗 lMΩ

で,電圧が大きく降下し,プ レー トおよび電子制

御極の電圧が,タ ーゲットょり非常に低 くな っ

て,タ ーゲットのけい光面に,扇形の大きな暗部

が現われる。しかし, コンタク ト端子をあてた,

2つの金属部が,図の破線のように接触していれ

ば,抵抗 320Ω の両端の電圧が,図の①Oの よう

になる。交流の半サイクルごとに, 抵抗 200 kΩ

に,図の一点さ線の矢印のように電流が流れ, こ

の電流で 200 kΩ の両端に, 図の①Oの ような電

圧が生じる。そしてこの電圧で,図のようにグリ

ッドが, カソー ドに対して大きくe電圧になるか

ら,半サイクルごとに,図の破線の矢印のように

流れるプレー ト電流が小さくなる。したがって抵

抗 lMΩ で,ほ とんど電圧が降下せず,プ レー ト

および電子制御極の電圧が, ターゲットとほぼ同

電圧になって,タ ーゲットのけい光面に,細い帯

状の暗部が現われる。

したが って, コンタク ト端子をあてた, 2つ の

金属部が,接触 0開放を繰 り返せば,それにつれ

て,タ ーゲットのけい光面の暗部が,小さくなっ

た り,大きくなった りする。 このようにして,マ

ジックアイのターゲットのけい光面 |二現われる,

暗部の大小から, 2つ の金属部の接触・開放を ,

簡単に知ることができる。

以上が,接触検出器の働きの概要であるが, こ

の装置の実際的な利用法は, くふ うすれば無限に

あると思 う。大いに研究 していただきたい。

(注 1)記 号配線図では,コ ンタクト端子を単なる接
点にしたが,こ の端子は,実際には装置のおもな用

途に応じて,使用しやすい形 0構造に改造する必要

がある。

(注 2)こ の装置では,マ ジックアイに6E5を使用し
たが,い うまでもなくマジックアイは,6E5だ けに

限るものではない。ただし,他のマジックアイを使

用する場合には,使用するマジックアイの特性に応
じて,回路各部の抵抗値を変更しなけれ ばな らな

い。              一一つづく―一

(東京工業大学付属工業高校教諭)
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第 2次大戦後の技術教育史

はじめに一戦前の「生産教育」一

「 生産教育」論が,教育論として大きくクロー

ズアップされたのは,第 2次大戦後においてであ

る。

すでに,第 1次大戦後における 日本 の「新 教

育」―「 自由主義教育」運動にお
いても,いわゆる

「新学校」 といわれる実験学校においては,教育

に「 生産的労動」をとり
いれた。東京女高師付属

では,作業主義教育を標傍し,プ ロジェクト・メ

ソッドを採用し,「共同生産喜悦の情を養う」た

め共同作業を重視した。奈良女高師付属の「合科

主義教育」では,「社会文化を理解し,自己内心

の本能を統制し,自然を支配し,精神労動ととも

に筋肉労働を尊重し,社会文化を創造し,信仰生

活をなし,充実した生活をとげていく生活」そう

いった理想的生活をとげていくことができるよう

に,自己を建設するため作業をとりいれた。また

明星学園では,「生産教育, 宗教教育, 芸術 教

育」を教育の 3本の柱とし,「善とは働くことで

ある。……働くことを教えざる学校は決して善を

教えることはできない。新しい学校には勤労と生

産が最も重んじられねばならな。そして働かざる

ことと,消費が人間の最も恥ずべきこ とで あ る

が,理智においても感情においても十分に教えら

れ,勤労怠らず,何物かを生産して人のため,社

会のために貢献するように導かれねばならぬ」と

5θ

した。また成城学園・玉川学園では,「労働教育

による全人教育一一自己を犠性にして働き,喜ん

で苦労する人間」を意図したし,児童の村小学校

の生活教育,り 1仙奇市の田島尋常高等小学校の体験

教育なども「生産的労働」を教育にとりいれた新

学校であった。               ・

しかし,第 1次大戦後の日本の自由主義的教育

は,表面的には,子どもの個性を尊重し,子 ども

の人格の調和的発展をねらう「全人教育Jである

ことをうたったとしても,その基盤に民主主義と

あいいれない絶対主義国家体制に奉仕する教育と

いう根本的な性格をもたなくてはならなかった。

このため, 日本の新学校における「生産」や「勤

労」の尊重が,子 どもの個性の全面的発達の方法

原理であることを強調しながらも,客観的には ,

絶対主義国家体制の維持発展につごうのよい諸徳

性を子どもに養わせることになった。たとえば,

玉川学園では,学習の労作化は「 ……ほんとうの

道徳の鍛錬,勤労・忍耐・努力・工夫・正確・独

立・独行・真実・奮闘などの諸徳を養う」 ことに

ありとし,「おのれを犠性にして働き喜んで苦労

する人間」を形成すべきであるとしている。した

がって, これらの新学校でとりあげられる「生産

的労働」は,以上のような個人的諸徳性を養うに

役だつ「作業一般」であればよいのであって,社

会的生産労13/tであることを必要としなかった。新

教育の「生産教育」「労働教育」は,生産的労働

寿道原清

生産教育論の歴史的意義 (1)



の社会経済的意味も科学技術的意味も無視して,

たんに作業の過程そのものに教育的な価値をみと

めていただけであったので,基礎的 な「生 産 技

術」の学習ということは問題にされず,じ っさい

には多くの場合,趣味的な手工芸品の製作や箱庭

式学校園の作業,身近な日用品の造作などの体験

におわっていた。

しかし, こうした新教育における「生産教育」

「労働教育」「 労作教育」の運動も,全国の小
0

中学校の実践や研究に一般的にいって影響を与え

ることは少なかった。国家権力によってきめられ

た教育内容を金科玉条として,それを被教育者に

「 口うつしする機械」とされて
いた教師の多くに

とって,文部省からの指示なしには,「生 産教

育」「労働教育」の実践も研究も関心事とはなら

なかったのであるc

等 1次大戦後, 日本には慢性的不況がつづき,

1929(昭和 4年)にはじまる世界恐慌は, 日本資

本主義をも深刻な恐慌におとしいれた。ひとつに

は植民地市場の獲得によって恐慌をきりぬけるた

め,ひ とつには困窮にあえく
゛
国民の不満を外にむ

けるため,侵略戦争が準備されることになる。こ

のような情勢におうじて,教育が侵略戦争へ国民

の思想を統一することに奉仕する役わりを強くに

なうことになると,1931(昭和 6)年,中学校に

「作業科」が必修として課された。
この教科のお

かれた理由は「新
二作業科ヲ設ケ 園芸 工作

其ノ他ノ作業 ヲ課シ 勤労フ省ビ 之ヲ愛好スル

ノ習慣ヲ養ヒ 且ツ日常生活上有能ナル知能ヲ与

フルコトトナセリ 蓋シ勤労ヲ尊重スベキハ 軌

近,世態二照シ 学生生徒ノ気分二顧 ミ 特二之

ガ必要ヲ認ムル トコロナリ……」となっていて,

あきらかに新設の作業科は,勤労主義的作業教育

にくわえて,社会の経済的な行きづまりに応ずる

教育の実際化一一実生活に役だつ作業主義教育を

意図するものであった。さらにこのような作業主

義を中学校にまで必修としたのは,恐慌および階

級対立の激化による国民大の衆社会意識へのめざ

め一一労働運動・農民運動の激化,学生層の社会

主義思想への傾斜などを「 知育」偏重の教育に由

来すると考え,勤労主義教育によって思想の善導

をはかろうとする意図によるものであったといえ

る。このことは,当時の議会の論議でも国民大衆

の軌近の思想悪化の根源が学校教育における「 知

育」偏重にあるとの意見がしばしばのべられ,勤

労愛好の精神と態度を学校で養成することの必要

1生が強個されていることからも明らかである。

こうした作業科の考えかたは,第 2次大戦後の

中学校職業科ににも受けつがれた こ とは, 1947

(昭和22)年の学習指導要領農業編にはっきりと

のべられている*。

*文部省 学習指導要領 職業科農業編(昭和22年度)
p.4に よると,つぎのようにのべられている。

「農業の一般教育としての意義は,勤勉に働 く態

度,及びすべての職業や日常生活に必要な知識技

能,科学的に物事を見たり考えたり,扱ったりする

態度を身につけるとともに,農業及び,そ の他の産

業・職業・仕事に対する理解を深めるにある。従

来,作業科といい,あるいは戸外農耕作業と名づけ

て,農業の実務を一般の教育の中に取り入れたのは

このためである。……

このように,第 2次大戦後の中学校職業科の性

格づけで,戦前の作業科的な考え方が公然とはい

りこんだため,あ とでのべるように,「生産教育」

の実践の中に,「勤労主義」「実生活主義」が根

づよくはいりこんできたといえる。

日中戦争のはじまった翌年 (1938年), 中学校

の作業科教育を戦時体制に応じさせるため,文部

省は,通牒を出し,全国の中学校以上に集団勤労

作業教育を強化することを要請した。その作業内

容は,公共的土木作業・農耕作業などを奨励 し,

学生・生徒の国家奉仕の精神を振興す る と と も

に,戦力増強に役だてようとした。勤労即教育 ,

生産即教育あるいは「行学一如」「′さ身一体」の

教育という理念をかかげ,普通教育と「生産的労
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働」の結合の意義を強調した。こののち,戦争が

激化するにともない,「教育二関スル戦時非常措

置方策」 (昭和18年)に より,学校教育全般は戦

時遂行力の増強をはかる「増産主義教育」へ転化

し,生徒は,「働きつつ学ぶ教育」「生産即教育」

の名目のもとに, もっぱら食料増産・国防建設事

業・軍需品増産などの生産作業に動員されること

になり,敗戦をむかえたのである。

このような戦力増強のための「増産主義教育」

は,教育と生産的労働との結合ではあったが,文

部省はこれを「生産教育」とはよんで い なか っ

た。しかし,教師の一部は,こ うした「教育を普

通教育と生産的実業教育の統合,一般教育への実

用的陶治の融合,学校教育の社会化という点から,

教育史上画期的なもの」として高く評価し,さ ら

には,「教育のため」という理念から「学びつつ

働く」とい原則にたっていた「 労作教育」から,

「働きつつ学ぶ」という原則による「生産教育」

になり,従来の教育観による「教育のため」とい

うより「 国家のため」に換転したことを強 調 し

「 国民学校高等科児童以上の生産教育は “国家の

ため"な る端的聞明なる目的観に徹し,その作業

効果を主要目標とすべき」(1)で あるとし,「生産

教育」は戦力増強のための「増産主義教育」を意

味している。また,「日本青年教師団」*に属す

る高等小学校教師を中′いとして,教師団の援助者

であった「工政会」の専務理事小野俊一などが加

って「生産教育研究会」を組織 し,戦時体制に応

ずる生産的教育のありかたを研究しようとする動

きもあった。
*1939(昭和14)年に,青年教師を中心に結成された

団体であり,1941(昭和16)年末当局に解散を命ぜ

られた。この組織の意義性格については,三一書房
版『日本教育運動史(3)戦時下の教育運動』を参照さ

れたい。

(1)広 島高等師範学校附属国民学校編『国民学校戦

力増強の教育』p.p.6～ 10

6θ

生産教育論の提唱

本誌の前号でのべたように (産業教育振興法成

立の社会経済的背景参照), 敗戦後の日本の生産

は,全く停滞し,1945(昭和20)年末の鉱工業生

産水準は,昭和10～12年の平均のわずかに%にす

ぎず,また,産業技術の停滞はいちじるしく,労

動生産性も低いものであった。こうした敗戦によ

る経済的混迷から抜け出て生産を復興 す る こ と

は,新 日本建設のための緊急な国民的課題*と 考

えられていた。
*1946年末,総同盟によって提唱された「経済復興会
議」の結成は,経済同友会, 日労会議,産別i会議の

参加をえて,1947年 2月 に,労働組合・資本家団体
16団体が参加して結成大会がもたれた。この時点に

おいて,労資ともに,生産復興・経済復興の目的は
一致していた。しかし,労資それぞれの立場のちが
いから,こ の経済復興会議は,1948年 4末には解散
した。

しかし,敗戦後の,こ うした 日本の現実にたい

して,教育界の一般的な反応は,き びしいもので

はえ夏か っソt。

フランス革命以前の古い観念や信仰を背景 とす

る思想であると批評された,(1)第 1次アメ リカ教

育使節団報告書,それにもとづ く「新教育」の教

育内容,ま た戦後教育界を風びしたカリキュラム

やガイダンス論議*は,あま りにも敗戦 日本の現

実社会から離れたものであった。

*絶対主義国家体市1に従順であった多くの教師は,敗

戦により虚脱状態になり,「新教育」としてアメリ

カから導入された「カリキュラム」「ガイダンス」

論に,こ んごの日本の教育の方向をもとめた。その

ため,「カリキュラム」「ガイダンス」の講演があ

るというと,ど こも満員,それらに関する教育書も

読みあさられた。多くの教師にとって,「 カリキュ

ラム」「ガイダンス」という外国語は,全 く耳新し
いことばであり,それらについて,いち早く知識を

身につけることに汲々とした。今では笑い話として

言い伝えられているように,「 ガイダンス」の研究

会にダンスの服装を準備して参加したとか,「 コー

(1)清水幾太郎「今日の教育哲学」 (雑誌 “思想 "

1951年 4月 )



ア・カリキュラム」を「興亜カリキュラム」と思い

こんでいた校長がいた事実から,当時の教育界の混
乱を推測することもできる。こうした「カリキュラ
ム」や「ガイダンス」も,サ ンフランシスコ条約後
になると,

「あなたはアメリカ カリキュラム
同じ私もちよいと ガイダンス
どうせふたりは 日本では
花は咲いても 実がならぬ トンコトンコ……」
と歌って自嘲する教師の姿となった。

以上のような事態にたいして,一部の教育学者

たちは,アメリカ「新教育」にたいする抵抗とし

て,かにり早 くから生産教育の問題を提唱してい

た。

日本の敗戦の現実をみつめ, 日本がこんご平和

な民主的国家として自立するには,教育はいかに

なくてはならないか。日本の現実社会に基盤をお

いて教育のありかたを考えた場合, 日本教育のめ

ざす人間像はどうなくてはならないか。このよう

な日本民族の課題にこたえるために,生産教育論

は提唱されたといえる。戦後において,こ のよう

な生産教育を提唱された最初の 1人 と して, ま

ず,城戸幡太郎氏 (現在,北海道教育大学学長)

をあげることができる。城戸幡太郎氏は,終戦直

後 (1946年)ご ろから,これからの日本の教育の

ありかたとして,生産教育の必要性を強く主張し

た。つぎにその要点をのべることにしよう。

今後の日本が民主的な平和国家として,世界の

新秩序に処していくためには,自主的な経済の確

立が先決条件である。それでは,自主的な経済の

確立はどうしたらよいだろうか。それには日本の

生産技術を高め,生産を増強しなくては な らな

い。ところが,日 本の現実は,ア メリカの戦略爆

撃によって生産施設は破壊されていて,生産技術

の向上や生産の復興を,生産現場の回復だけにま

つわけにはいかない。

これまでの学校の機能は「 消費 学 校」で あ っ

た。そこでは,物の生産はおこなわれず物を消費

して教育がおこなわれていた。日本の現在のきび

しい現実は,学校が消費学校にとどまっているこ

とを許さない。学校は, 日本の自立経済の確立の

一翼を担 うべきであり, 日本の生産技術の発達に

役だつような子どもの教育が考えられるべきであ

る。いいかえると,学校に生産復興のための機能

の一部を分担させる必要がある。すべからく学校

は「 消費学校」たることをやめ,地域社会の「 生

産学校」として再編成さるべきである。そのため

には,学校教育に生産をもちこんで,生産を教育

の中′い概念とすべきである。

このように,学校が「生産学校」とな る こ と

は, 日本の現実からみて,成功する社会的基盤が

ある。なぜそういえるかというと,第 1次大戦後

の「生産学校」教育運動がその例をしめ して い

る。

生産学校教育の歴史をみると,第 1次大戦後の

ドイツとソビエ トにその例をみることができる。

ドイツにおいては,生産学校教育運動*は実を結

ばなかった。その原因は, ドイツの生産施設は敗

戦後も大部分がこわされないで残っていたので ,

ドイツの生産を復興するには,それを利用すれば

よかった。だから,学校の教育は生産を直接目的

とするよりも,民主的な国民としての公民を育成

することにその機能をはたすことが,よ り重要で

あったといえる。このような事情からドイツの生

産学校運動は失敗したのである。

*第 1次大戦後,1919年 に, P.エストライヒや S・

カヴェラウらによって結成された「徹底的な学校改

革者同盟」は「生産学校」を主張した。 ドイッは敗
戦により,植民地を失い,本国を割譲し,そ の上天
文学的数字といわれた賠償金を背負わされた。この

ため,国民経済は荒廃し,工業生産高は激滅した。
1913年の工業生産指数を100と すれば,敗 戦後の
1918年に57,1919年 には37.8と なり,1888年 の水準
‐にまで後退した。このような危機の年に「生産学

校」は主張された。

この主張者たちによると,生産学校は,必要にし
て有用な美しい製品を生産し使用することによっ

て,子どもの身体と精神の力の全体的自己発展をは
かるものである。子どもたちは,生産学校において



農耕・園芸・飼育・手工・小工業などの生産的作業
をし,直接的に経済価値のある製品を生産しつつ,
自己を創造的に発展し,その共同的な作業によって

自己の道徳性を高め, ドイッ共和国の有能な人間に

成長する。さらに,生産学校では, 日常生活の必要
品や学用品を生産することによって,できれば,学
校を経済的に自立させることも意図したのである。

ドイツとちがって,ソ ビエ トでは生産学校 (総

合技術教育)は成功した。それはソビエ トは, ド

イツと事情がことなっていたからである。ソビエ

トは10月 革命によって社会主義国として発足した

が,それまでのソビエ トの工業はおくれていた。

しかも 4か年の第 1次大戦に加うるにか 3年間の

反革命軍との国内戦,外国軍の干渉により,産業

は全 く疲弊し,1920年の工業生産高は戦前の1/7,

農業生産額は%と なっていた。こうした事 態 の

中から,社会主義国としての基礎を固めるために

は,緊急に生産を復興する必要があった。いいか

えると,社会主義経済を確立するために,生産増

強は至上の条件であった。このような社会的事情

のもとに,学校と生産を結合する生産学校 (総合

技術教育)力 実`施されたために, ソビエ トの生産

学校は成功したのである*。

*ソ ビエトで生産労働と教育の結合が総合技術教育と

して実をむすんだのは,根本的にはその社会体制が
社会主義体制であったところに求められる。しかも

その総合技術教育も,すぐに成功したものでないこ
とは,その歴史をみれば明らかである。 ドイッの生
産学校の失敗は,その国家体制が資本主義体制にあ
ったところにもとむべきである。資本主義下におい

ては,学校に直接生産をもちこむことは, どの学校
にも普遍化できないし,あ る特殊の学校でこれをも
ちこんだばあいにも,資本主義の搾取の対象として
の「賃労働」に化する危険性をもつといえよう。

ここで日本の社会的事情をかえりみると,生産

の復興が国家にとって絶対的条件であるのに,そ

れに応ずる生産施設・設備が荒廃していたり,生

産技術が停滞している点において, 日本とソビエ

トは同じ条件にあるといえる。したがって,ソ ビ

エ トと同じように, 日本において生産学校が成功

する社会的要因がある。
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このような考えかたから,城戸幡太郎氏は,学

校に生産をもちこむことを強調された。このころ

(1948年 8月 )東京 (会場お茶水大学)で開催さ

れた国立教育研修所主催の研究集会における「生

産教育部会」で,城戸幡太郎氏はつぎのような指

導をされた。それによると,現在の学校は伝統的

な消費学校すぎる。現在,新制中学校 が発 足 し

て,その校舎・設備の整備に悩んでいる。これは

学校教育と生産を結合することによって,その一

部が解決されるのではなかろうか。たとえば,漁

村の中学校では校舎を新設する予算があったら,

まず漁船をつくるべきだ。漁船が教育 の場 で あ

る。そこで子どもたちは,漁業の科学的生産技術

を身につけるとともに,生産の増強にも貢献する

ことができる。座学を必要とするような基礎教科

は,小学校の校舎を,午後また lま夜に利用すれば

よい。また,学校が農山村であったら,山から木

材を切 りだして,校舎や校具を教師と子どもたち

の手でつくるようにしたらよい。そうした生産作

業を中心に教育ができるはずである。 高 等 学 校

は,さ らに地域の生産技術の中′とヽとなるように編

成さるべきである。農村の高等学校では,農具修

理の鍛造工場や食品加工場などをもって,村の生

産増強に貢献するとともに,生徒たちに,生産技

術を身につけさせるようにすべきである。

当時,食料をはじめ物資は極度に不 足 してい

た。教育界には新学制が発足して「 ないないづく

し」の 603制 がはじまっていた。こういう時期
において,前にのべた ドイツの生産学校にあらわ

れているように「生産を学校にもちこんで,校具

や日常生活必需品をつくり,で きれば学校経済の

自立もはかる」といった考えかたに通ずる城戸氏

の意見は,一部の教師の共感をよび,実践する学

校もあらわれた。しかしその実際は,単なる生産

増強を直接の目的とする教育と転化していった。

たとえば,わ りばし作 りや自ぼく作 りにはげみ,
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金もうけに精をだす「生産学校」もあれば,ある

学校では,指導行政当局の反対をおしきって,校

長が借金をして,かんづめ工場をつくり「生産教

育」をはじめたが,資本主義生産における需要供

給の鉄則によって赤字採算われとなって借金が返

却できなくて辞職せざるをえなくなったという事

frllも あった。また,ある学校ではアンゴラウサギ

飼育の「生産教育」をはじめ,は じめは採算がと

れたが,一般農家にウサギの飼育が盛んになると

ともに,ウ サギの毛の値段は下り,一方1000バに

およぶウサギをかかえて,教師はその管理に疲れ

1/iて ,採算がとれず「生産教育」は行きづまって

しまった例もある。

しかも,日 本の経済自立のために学校教育に,

どういう生産をとりいれたらよいかが,具体的に

究明されなかったために,思いつき的に,なにか

生産作業を学校教育に取り入るればよいといった

事態も生れ, こののちの生産教育の実践の一形態

に受けつがれた。

こうした事態にたいし,城戸氏は小・中学校の

生産教育は,生産を直接に目的とするのではな

く,新 しい日本を教育的に建設するための民主主

義的社会において発達する科学や技術の基礎的教

養を目ざすべきだとし,それは生産に関する総合

的な技術の学習でなければならないとするにいた

った。ここでいう総合的というのは,単なる特殊

の技術をよせ集めた技術でもなく,またそれらに

融通のきく一般的基礎的技術でなく,技術に関す

る総合的な理解であるとする。       .
さらに,技術に関する総合的な理解 とい うの

は,人間の社会生活にとって,科学や技術がどの

ように文化的意義をもつかを理解する こ とで あ

る。学校における総合的な技術の教育は,単なる

商品の製作を目的とするのでなく,科学的矢口識を

学習させることを目的とすべきである。このよう

な意図のもとにおこなわれる生産教育で,生徒は

どのような作業をするかというと,城戸氏は教育

活動に必要な資材の生産に重点をおき,これを互

に融通しあって設備を充実していくことは, 日本

の教育的建設の土台をつくることにもなると主張

している。ここで生産教育は,な にか生産を学校

にもちこんで生産をあげることを目的とするので

なく,生徒たちが「総合的な技術」を身につけた

人間になるための方法として,学校教育に生産を

もちこむことをはっきりさせたといえる。

(以下次号)

{

屋々栗警著

技術教育と災害問題
技術教育の場で起る災害の実情をできるだけ具体的に示

し,災害は決して子どもや教師の不注意で起るのではな
く,物的・人的な教育条件の不備にその主な原因がある
ことを示し,災害防止の方策の根本問題と緊急にとられ
るべき方策について検討し,全く不備な災害補償制度に
ついてもその現状と改善策について考察した。

B6判

価 500円  〒 100

社土国



教師の問題

<座談会> 教師をめく
゛
る諸問題 ・…・・研 究 部

技術科教師と教育研究活動 ……………向 山 玉 雄

技術科教師の諸問題 ……………………横 山  開

技術科教師の問題について……・………原 田静 雄

施設・設備の問題

施設・設備について……………………・研 究 部
(購入の視点 0利用度・消耗度など)

探究学習としての施設・設備の工夫

……………青木千枝子

4 月 号  <3月 20日発売>

施 設・ 設 備 の 問 題

施設・設備の問題 ………………………

実践記録

けい光燈のプログラム学習 …………村 田 芳 雄

第16次教研報告 ………・…………………村 野 け い

第 2次大戦後の技術教育史Ⅲ

生産教育論の展開 ……………………清 原 道 寿

エレクトロニクスの簡単な応用装置 (19)

電子射的装置 …………・………………稲 田 茂

技 術

特 集

教

教

育

師 の 問 題 ,

次
也
直
藤
田
塚
梅
石

Ｆ

よ

■

）

◇日教組・ 日高教の合同教

研全国集会は,去 る 1月 24

日に4日 間にわたる討議の

幕をとじた。その集会における,技術教育部会と家庭科

教育部会についての報告は次号に掲載することになりま

す。この集会についての,各商業新聞の論調は,必ずし

も一致したものではないが,後期中等教育の「多様化」

の問題についてみると,一般的に「適性・能力」に即応

する教育として,「多様化」を肯定して,「高校多様化

は今や原則論で割り切るべきでなくて,実際の受け入れ

をどうするのか,具体的な教育課程の編成や教授方法の

問題」にとりくむべきだといった考え方が根底にあるよ

うに思われる。

◇こうした考え方は,常識的に一般うけすると思われ

るが,中学卒業期の「適性・能力」および職業的成熟を

教育学的心理学的に検討しても,現在の技術革新にとも

なう職業構造のたえざる変化からみても,中教審その他

の団体からだされた「後期中等教育多様化J論は,ま っ

たく誤ったものである。

◇こうした「多様化」論に対して,本誌に資料として

全文を掲載した社会党の学制改革案および日教組の資料

は,中教審的多様化が,21世紀に生きる青少年 に とっ

て,好ましくないことを指摘しているといえよう。しか

し,社会党第 1次草案には,い くつかの問題点がある。

たとえば,「適性・能力」観をとりあげてみても,現在

までの学的成果が摂取されていず,常識論を出ていない

ため,「基本方針Jの問題′点をいくつか指摘できるが,

基本的には,国民的基盤にたっている点で共感をよぶ面

も多い。われわれも,「高校多様化」の問題を対岸の火

災視することなく,たえず批判検討をつづけることにし

よう。

◇ 5月 号は,教具研究および手工具を中心とする加工

学習を特集します。実践報告の玉稿をおよせ下さい。

″  ―

昭和42年 3月 5日  発 行
発行者  長   宗
発行所  株式会社  国

東京都文京区 日白

振替・東京 90631

営業所  東京都文京区 日白
員三 (943)3721-5

3月 号    No.176③

定価 150円 1か年 1800円

編 集  産 業 教 育 研 究 連 明
代表 後藤豊治

連絡所  東京都目黒区上目黒 7-1197
電 (713)0716

直接購読の申込みは国土社営業部の方へお願い

いたします。

育教術技

泰   造
土   社
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国土社の児童図書

tF工作教室
●羽場徳蔵著   B5函 入 価 1800円  〒 120

美術教育 17年 、工作分野 では特 に子 どものす ぐ

れたア イデアをほ りお こし、正 しい技術 を通 し

た表現力の育成 に努力 して きた著者が、工作教

育 の体系にそって、実践の成果 を系統化 して公

開 t月 中ヽ学校 の造形教育 には久 しく持 ち望 ま_オt

たすば らしい教材集。本文全 頁写真 の豪華版。

や
:ぃ版画教室 鐵蒲 〒20

B5画1入  定価各700円  〒 120

音楽 が ます ます麻 んになるにつれて、いろいろ

のむずか しい点が出て きたの を解決 し、小 中学

生 に自主的に音楽 を学習で きるように工夫 した c

①  音楽のかん しょう 水野允陽著
② や さ し い 作 曲 北村 H召者
③  ピアノであそぼう 小林秀雄者
④ 歌 の け い こ 白井真 ‐凛5

⑤ や さ し ヽヽ 合 奏 木塚光雄著 全巻発売

図 でみ る

舞音楽教室
全 5巻

鼓隊と鼓笛隊
●真篠 将編 B5函 入 価 1800円  〒 120

青天にこだまする鼓笛隊の響 き。全国小中学校

のほとんどが鼓隊 と鼓笛隊を編成 している現在

現場からの強い要望に応えて小中学生ならだれ

にでも解 るやさしい鼓笛隊 と鼓隊に関する読本

を企画 した。図版 。写真 を多数使用 して解説 し

巻末に多数の曲集 も挿入 した大好評の演奏百科 。
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技術教育の学習心理涙島L(
従来の産業′とヽ理学的研究では,現実の授業場面における生徒たちの学習
心理過程を分析することは,ほ とんど行なわれなかった。技術教育の研
究にあっては基本的であり不可欠なこの面を,計画的な観察と詳細なデ
ータによって克服し,は じめて「技術教育の理論」を体系化した。

「 つめこみ」をlJlし ,生徒に適した本格的な技術学習の指導を目指す人
人の必読書。

技術教育の原理と方法

東京都文京区高田豊川町42 振替口座/東京 90631番
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